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　第一章　愛について




　ルシル・エリスが、魔ま眼がん保持者たちの王──エーネの胸から、剣けんを引き抜ぬく。

　するとエーネはがくんっとその場に沈しずみ込む。

「…………」

　彼女はすでに、動かない。

　胸の中心を、心臓がある部分を剣で貫つらぬかれてしまっていて、もう動かない。

　狭せまい部屋の中では、悲鳴が響ひびく。

　ティーアの悲鳴だ。

　絶望と、怒いかりが入り交じったような、悲鳴。

「こ、殺してやる！　おまえを殺してやる！」

　そう叫さけんで、ライナの背後から飛びだしていこうとする。

　それをライナは振ふり返って、

「おい、ちょっと待て！　早まんな！」

　止める。

　ティーアの肩かたをつかむ。

「邪じや魔まを、するな！」

　ティーアはその手をふりほどく。ティーアの力は凄すさまじく、ふりほどかれただけで、ライナの腕うでは弾はじけ飛び、肩の関節が外れそうになる。

　だが、それでもライナは、

「いいから、止まれ馬ば鹿か！」

　と、ティーアにぶつかるように抱だきつく。

　ティーアは驚おどろいたようにこちらを見下ろし、言う。

「なぜ止める!?」

「あいつに手を出すな。殺されるぞ」

「ふざけるな。あいつは、あいつはエーネを……」

　が、ライナは遮さえぎって、怒ど鳴なる。

「いいから、黙だまって俺の言うことを聞け！　エーネは自分が死ぬことを知ってた。知ってて俺は、おまえのことを頼たのむって言われてんだ。だから、言うこと聞け！」

　それでティーアの言葉は、止まった。こちらを見て、

「エーネが、死ぬことを……それはいったい……」

　などと聞いてくるが、しかしその問いに答えている余よ裕ゆうは、なかった。

　エーネが殺されて、動どう揺ようしているのは自分も同じなのだ。血を流し、床ゆかに沈むエーネを見て、震ふるえそうになる。

　しかしそのエーネの死に、反応する余裕がないほどにいま、目の前にいる男は、まずい相手だった。

　ライナは目の前の男を見つめる。

　艶つややかな金色の髪かみに、不気味なほどに整った容姿。

　フェリスの兄──ルシル・エリスの姿を。

　ルシルはこちらを見つめて、微笑ほほえむ。

「なんだ。こないのかい？　殺してやろうと思ったのに」

　エーネを殺した剣をくるっと回す。フェリスが使っているものと同じ型の、長大な剣。普ふ通つうの人間ではとても扱あつかえるとは思えない、大きな剣。

　それをまるで、綿わた毛げでも扱うかのように、ルシルはくるくると回す。

　あきらかに、フェリスよりも強い。

　いや、ライナはもう、こいつとは一度やりあったことがあるのだ。そして以前、ルシルと対たい峙じしたとき、彼はなにもできなかった。

　動くこともできず、首を絞しめられ、そして忠告された。




　──血に濡ぬれた醜みにくいバケモノが、綺き麗れいな妹に近づくなよ。




　ルシルは笑いながら、そう言った。

　そのときのことを、思い出す。

　まだ自分が、ローランド帝てい国こくにいたころの出来事。

　シオンと一いつ緒しよに、執しつ務む室で書類仕事に殺されそうになっていたころの、出来事。

　あのときは、ルシルに対してなにもできなかった。ルシルの力はあまりにも別次元のもので、とても人のものとは、思えなかった。

　力が強いとか、動きが速いとか、そういったこととはもう、まるで別の、異様ななにかを秘めていた。

　一言で言えば、無だ。

　無が動いているような、不気味なバケモノ。

　それがルシルに抱いた印象だった。

　だが、

「……いまはずいぶんと、人間らしいじゃねぇかよ、ルシル・エリス」

　と、ライナは言った。

　そう。

　いま、目の前にいるルシルの姿は、以前ほどの狂きよう気きじみた力は、感じられなかった。

　少なくとも、普通の人間であるように、見えた。

　当時、『複写眼アルフア・ステイグマ』で見たときはその姿がライナの目には映らなかったのだが──

　と、そこでライナは瞳めを閉じ、再び開く。すると彼の黒い瞳の中央に、朱しゆ色いろの五方星が浮うき上がり、さらにそれが、かすかに紫むらさきがかったピンクと、ピンクがかった青へと明めい滅めつしはじめる。

　そしてその瞳で、ルシルの姿を見る。

　するとやはり、ルシルの姿は、彼の瞳に映った。

　以前のように、姿が、存在が見えなくなってしまうようなことはなかった。

　それにライナは笑い、

「……つまり、おまえの力の正体は、自じ称しよう神どもから手に入れたナニかだったってことか」

　そう言った。

　それは悪あく魔まや、勇者や、女神、レムルスといった、神を名乗るよくわからないバケモノどものことだ。

　だが、少し前の、レムルス帝国の塔とうで起きた事件によって、いまこの世界は神からの干かん渉しようがなくなってしまっているらしい。

　現に、ライナの瞳の力も、弱体化した。

『寂さみしがりの悪魔』の力を手に入れた『複写眼アルフア・ステイグマ』は、この世のすべてだけではなく、神々が作る、異界の景色も、構造も、すべて見えてしまっていたのだが、いまはそこまでの力はなくなってしまっていた。

　悪魔からの干渉が、なくなったからだ。

　だが、それと同時に、ルシルも力を失っているように見えた。

　だから聞いた。

「で、おまえは誰だれの庇ひ護ご下で、あの力を振るってたんだ？」

　するとルシルは笑って、答えた。

「はは、それを君が、私に聞く、というのが、とてもおかしいなぁ」

「あ？　どういうことだ？」

「だって、君は私の、片割れだろう？　なら、私の中にあったものも、君の中にあったものと同じだよ」

「それって、じゃあ……」

　ルシルは、うなずく。

「悪魔だ。勇者の剣によって、二つに裂さかれた悪魔のうちの、一いつ匹ぴきを飼っていた。でもま、そんなことはどうでもいい」

　とそこで、ルシルがこちらに剣先を向けて、言う。

「そこを、どいてくれるかな。邪よこしまな瞳で、未来を見るバケモノの退治は終わった。もうここには、用はないんだ」

　それにティーアがルシルをにらみ、

「貴様……」

　と動こうとするが、ライナは再びティーアの腕を強くつかんで、制す。

「動くな。ありゃ、挑ちよう発はつだ」

　ティーアが止まったのを確認してから、ライナはルシルを見つめて、笑った。

「ってか、そんな安い挑発をしなきゃいけないほど、切せつ羽ぱ詰つまってるって言ったほうがいいかな？　昔のおまえなら、そんなことしなかったろ。俺とティーアを一いつ瞬しゆんで殺せた」

　が、それにルシルは静かに微笑んで、言う。

「殺せるよ、いまも」

「嘘うそだね。なら、なぜそうしない？」

「ははは、そうしてほしいなら、いま、すぐに殺して……」

「できねぇよ。ま、やりあおうって言うんならやってもいいけど……」

　と、ライナは身を、沈しずめる。

　そして小さく、呟つぶやく。

「……ティーア。まず俺が魔ま法ほうを使うから、それを『殲滅眼イーノ・ドウーエ』で喰くえ。で、あいつの動きを止めろ。その間に、俺は自分の能力を上げる魔法を使う」

　するとそれに、ティーアが瞳だけでこちらを見て、笑う。

「ああ……よかった。やっとやる気になってくれたか」

　ティーアの瞳にはもう、朱色の十字が禍まが々まがしいほどに赤く浮かび上がっている。

　ライナはその、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者に、

「殺すなよ。生いけ捕どりにする」

　と、命じる。

　するとそれには少し、ティーアは不満げな顔をするが、

「……わかった」

　と、彼の体も沈む。

　と同時にライナは手を動かす。光の魔ま方ほう陣じんを描えがく。

　ローランド帝国の魔法──『光燐くうり』の魔方陣を描く。

　それも、かなり簡略化した術式で。発動スピード優先で作り上げる。どうせ、威い力りよくや精度といったものは、いらないのだ。

　ティーアの瞳に、喰わせるためだけに作る魔法なのだから。

　そのときにはもう、ルシルは動いている。動きは異常に速い。おそらく、ライナでは対応できないだろう。フェリスでも不可能だ。それはやはり、人間レベルの動きでは、なかった。

　あの、ティーアでさえ、反応しきれていない。

　ルシルに襲おそいかかろうとしたティーアの右腕が斬きり飛ばされる。だがティーアは止まらず、

「殺してやる！」

　と、左腕を振ふり上げる。

　その腕をルシルは上半身を反そらしてかわし、剣をぐるっと回す。一直線にティーアの首を刎はねるように放ってくる。

　それはよけられないタイミングで。ちょうど逃にげ切れないようなタイミングで。

　だが、ライナの魔法がそこで完成する。

「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」

　呪じゆ言ごんを唱える。

　刹せつ那な、魔方陣の中央に光の塊かたまりが生まれ、そこから殺傷をするためだけの光の帯が放たれる。

　精度はひどく低い。通常なら一直線に敵を狙ねらって進むのだが、光は拡散するように、狭せまい部屋にまき散らされ──

　しかしすぐに、ティーアの瞳に吸収され始める。

　ティーアがまるで、愉ゆ悦えつを感じているような表情で、

「力を喰らい──」

　と、呟く。

「そして、放つ」

　瞬しゆん間かん、ティーアの体が、信じられないほど加速する。

　よけられない体勢から、一気に体が起き上がり、ルシルの剣を持った腕うでをつかむ。折る。そのまま肩かたの根元から引き千切ろうとして──








[image: ]








「ん」

　と、それにはルシルが反応する。引っ張られたほうへと飛んで、腕が千切られるのは、防ぐ。

　その間に、ライナはさらに魔法を使う。旧エスタブール王国の魔法騎き士し団から奪うばい取った魔法だ。

　彼は宙空に光の文字を描かき込み、

「我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す！」

　と、呪じゆ文もんを唱える。

　すると彼の体がうっすらときらめき、脳のリミッターが外れて、全身の動きが加速される。そのまま一気にルシルのほうへと突とつ進しんする。

　ティーアがつかんでいるのとは反対の腕をつかみ、押さえる。

「よし、捕つかまえた！」

　と、ライナは言う。

　するとそれにルシルが、

「……はは、罠わなだけどね」

「え……」

　と、ライナがルシルのほうを見たときは、もう遅おそかった。

　ルシルがなにかを小さく呟いた。

　それはライナが聞いたこともない言語の、聞いたこともない魔法のようだった。

　おそらくは、古語だ。

　発音には、もう、現代では失われた音の響ひびきが感じられた。

　刹那、全身が重くなる。

　立っていられないほどに、重くなる。

　それはティーアも同じようだった。

　がくっと、体が沈む。ルシルの腕をつかんでいられなくなる。まるで床ゆかに、重い鎖くさりで繋つながれているように、動けなくなる。

　それにルシルは笑って、歩き出す。動けなくなったライナと、ティーアをおいたまま、

「まあ、といっても、こんな小細工をしなければならないほどに弱体化したのは事実だけれど……でもまだまだ、君ら程度に負けたりはしないよ」

　そう言って、こちらを見る。

　その勝ち誇ほこった顔のルシルを、しかしライナは笑って見上げて、言った。

「なあルシル」

「なんだい？」

「いまの言葉、そのまま返していいか？」

「ん？」

　それに、ライナは言った。

　さっき、ルシルが言ったのと、同じ内容を。

「俺らがここで、おまえの攻こう撃げきを喰らったのは」

「うん」

　そこで、そのライナの言葉を継ついで、いつの間にかルシルの背後に現れていた男が、言った。

「……罠だけどねぇ、ルシル君」

　ルシルの背後には、リューラがいた。

　そのままどんっと、ルシルの胸で音がする。ルシルの胸にはリューラの腕が突つき刺ささっている。

　それに初めて、驚おどろいたようにルシルが顔を歪ゆがめてリューラを見て、うめく。

「……き、さま」

「ははは、ちょっと見ない間に、ずいぶんと人間らしくなったじゃない。おまけに、勇者を──シオンを君が守ってないだなんて……ほんとにこの世界のルールは、ねじ曲がったんだなぁ。素晴らしいことだ」

「……オマエを……」

　が、リューラは腕をぐるんっと回す。するとリューラの腕を中心に、黒い文字のようなものが溢あふれだし、ルシルの胸を侵おかしていく。

「しゃべらせないよ、ルシル君。君にあげた《神ル喰シいル》の言葉には、呪のろいが込められてるからねぇ……」

　そこで、黒い文字がルシルの口に達する。ルシルはしゃべれなくなる。動きも、止められてしまっているように、見える。

　リューラがルシルの肩かた越ごしにこちらを見て、

「や～、パパと息子むすこの素晴らしい連れん携けいプレーだったね～」

　などと嬉うれしそうに言う。

　それにライナは顔をあげる。確かにリューラがすぐにくることは、わかっていた。この状じよう況きようで、出てこないはずがないのだ。

　それでも、ルシルとリューラの、どちらの力が大きいのかの判断がつかなかったから、ルシルを油断させることだけに意識を集中させていたのだが、正解だったようだ。

　ライナはその、ルシルの隣となりで楽しげに笑うリューラを見上げて、言った。

「ってか、俺らなんかよくわかんない魔法で拘こう束そくされてて、すげぇ重いんだけど、早く解いてくんない？」

　それにリューラが答える。

「ライナのいまの目なら、古語も読めるだろう？　じゃ、解呪できるんじゃないの？」

「いや、読めるし解呪できるけど、手が動かない」

　と、自分の手が、床に張り付くように拘束されているのを、目線で伝える。

　それにリューラはうなずいて、なぜか嬉しそうに、

「まだまだ子供だなぁ」

　なんてことを、言う。そのまま近づいてきて、指をくるくると動かす。やはりそれも見たことのない、複雑な魔法で。

『複写眼アルフア・ステイグマ』でそれを読み取ることはできても、あまりに発動が早くて、理解が追いつかない。

　完全に、現代の魔ま導どう科学とは別の形式で発展したもののようで、もう少しそのへんの基き礎そを学ばないと、思考速度が魔法の展開速度に追いつけなかった。

「……こりゃ、ちょっと勉強がいるなぁ」

　なんて小さくライナが呟つぶやいたころにはもう、ルシルの魔法は解呪されている。

　ライナは立ち上がり、

「はぁ～、体重かった……」

　体の動きを確認するように動かしながら、言う。

　しかしそこで、

「なぜ僕の魔法は解かない！」

　と、ティーアが怒ど鳴なる。

　そちらを見ると、確かにティーアは床に伏ふしたままだった。

　それにリューラが笑って、

「いや、だって君、僕の息子じゃないし」

「ふざけるな」

「あはは。ま、冗じよう談だんはさておき、君、拘束解いた瞬間、ルシル君を殺すでしょう？」

「あたりまえだ！　あいつは……あいつはエーネを……」

「殺した？」

「そうだ」

「だから殺してやる？」

「そうだ！」

「そんな奴やつの拘束、解けるかよ。あ、でも、腕は拾ってあげるけど」

　なんて言いながら、リューラはさっきルシルに斬きり飛ばされたティーアの腕を拾い、投げる。その腕はティーアの腕の、もとあった部分に、簡単にくっつく。

「やー、さすが『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者」

　と肩をすくめて、言う。

　それからリューラは部屋の中をぐるりと見回して、状況を確認する。

　そして、

「いやー、これはまいったねぇ」

　などと言う。

　それにライナも、部屋を見回す。

　部屋はもう、ちょっと異常な光景になってしまっていた。

　拘束されている、ルシルと、ティーア。

　そして胸を剣けんで貫つらぬかれ、死んでしまった、エーネ。

　そのエーネを見つめ、ライナは顔をしかめる。そしてついさっき、初めて会ったばかりの、彼女の笑顔を思い出す。

　自分の目はちょっと怖こわいから、初対面の人に見せると怖がられちゃうんだと、少しだけ寂さみしげに言った彼女の顔を。

　ライナのことを、優しいと言った、彼女の顔を思い出す。

　しかし、彼女は死んだ。

　ライナに、魔眼保持者たちのことを託たくして。ティーアたちのことを託して、死んだ。

　それはまるで、ラフラのようだった。

　ラフラも同じことを言っていた。

　ライナを優しいと。だから魔眼保持者たちを守ってくれと。

　それにライナはうんざりした気分で顔をしかめて呟く。

「……くそ。なんで俺なんだよ」

　それから、

「ってか、なんで魔眼保持者ばっかり、こんな目にあう？　こんなふうに死ななきゃならない？」

　うめくように、言う。

　するとティーアが、答える。憎にく々にくしげにルシルのほうを見上げ、

「人間どもがいるからだよ、ライナ。人間どもが、僕らを迫はく害がいするんだ」

　それをライナは、悲しげに見下ろして、言う。

「だがエーネは、その人間と俺ら魔眼保持者たちが触ふれ合うことを、望んだ」

「嘘うそだ」

「……人間と一いつ緒しよにいることを、あきらめなかった俺に希望を託し……」

「嘘だ！　じゃあ、なぜエーネは死んだ？　人間を信じて、馬ば鹿かみたいに信じて、そのあげく、殺されるのを待てというのか！」

　ティーアはそう、叫さけんだ。

「なら、僕らはなんのために存在してるんだ！　人間にもてあそばれて、人間に迫害されて、人間に利用されて、あげく殺されるためだけの存在だっていうのか！」

　彼は、もう動かないエーネの体のほうを見つめて、涙なみだを流していた。

　瞳ひとみに浮うき上がった朱しゆ色いろの十字から、涙が流れだしていた。

　そして、彼がそういう反応になるのは、仕方のないことだと、思う。もう、彼はあまりにひどく、人間たちに家族を殺され過ぎているから。

　一度ついた傷は、そう簡単には癒いえない。

　せっかく少しだけ、ティーアと歩み寄れるかもしれないとそう思っていたのだが、これですべてが終わりだった。

　エーネが死んだ。

　おそらくはティーアにとって、もっとも心の重要な部分を占しめていた存在を、人間に殺されてしまった。

　もちろん、ルシルが普ふ通つうの人間かどうかは、わからないが。

　ティーアが、怒鳴る。

「いいから早く、この拘束を解け！」

　泣きながら、怒鳴る。

「僕が、そいつを殺す。人間どもを……エーネを、家族を、仲間たちを殺した人間どもを、皆みな殺ごろしにしてやる！」

　そう、叫ぶ。

　しかしそれにリューラが、ははっと笑った。そのまま床ゆかに、潰つぶれるように拘束されているティーアのほうへと近づき、見下ろし、

「まったく、うるさく叫ぶ、魔眼保持者だなぁ。欲よつ求きゆう不ふ満まんなのかな？」

「……あんまり調子に乗るなよ、人間。おまえから殺すぞ」

　などとティーアは凄すごむ。

　が、リューラはやはり笑ったまま、

「ひれ伏したまま凄まれてもねぇ」

　と、そのまま玉ぎよく座ざからくずおれ、死んでいるエーネのほうへと近づく。

　それにティーアが叫ぶ。

「エーネに、近づくな！」

　が、リューラは無視して、エーネのそばに寄る。

　それにライナは、聞く。

「なにするつもりだ？　親父おやじ」

「んー？　さて、なんでしょうね」

　と、エーネの小さな体を、抱かかえ上げる。そのまま優しく、彼女の髪かみを手でなでて、

「こんなに小さいのに、一人で頑がん張ばって……偉えらい子だったねぇ」

　などと、言う。

　ティーアがそれにまた、言う。

「彼女に、触さわるな」

　強い怒いかりが籠こもった、低い声だった。

　それにリューラは顔をあげ、また笑う。

「まるでそれは、恋こいだね。君は彼女に、恋をしてるのかな？」

「黙だまれ」

「その感情は大切だと思うよ。他者を想う気持ち。誰だれかを愛いとおしいと思う気持ち。その、まるで人間のような感情は……」

「黙れ！」

「その感情は、この世界の理ことわりを──神々がコントロールできると勘かん違ちがいしている式を、すべてねじ曲げるから──」

　それからリューラはこちらを見る。

　そして言う。

「ねえライナ。ちょっと聞いてくれる？」

「なんだよ」

「僕はさ、もう、死んでるんだ。ほとんど実体がなくてね」

「知ってるよ」

「だからここで死んでも、ライナは悲しまなくていいんだ」

　なんてことを突とつ然ぜん、言ってきて、

「はぁ？　ちょ、なに突然言ってんの？」

　ライナは、慌あわてる。

　だが無視で、リューラは続けてくる。

「でね、この、エーネって少女を生き返らせる方法が、一つだけあってね」

「だからちょっと待てって！　親父いったい、なにを……」

「僕の命を使えば、彼女を戻もどせる。彼女はルシル君に、《神ル喰シいル》の能力で力の核かくを奪うばわれて命を失っただけだから──代だい替たいの力の核を戻せば、こっちに戻れる」

　それにティーアの目が、大きく見開く。そして、

「ほ、本当か!?」

　と、叫ぶ。

　だがそれにライナは叫んだ。

「ちょっ、だから待てって！　それ、なんの話だよ！　じゃあ親父はまさか、エーネに命をやるっていうのか？」

　するとリューラはそれに、あっさりうなずいて、

「うん」

　と、答えてしまう。

　ライナはそれに、動どう揺ようする。

　いま、目の前で展開している状じよう況きようが、あまりにも速く動いていってしまうので、まるでついていけなくて、震ふるえる。

　第一、

「なんで……なんで親父が死ななきゃいけないんだよ！」

　そんなことを、叫んでしまう。

　それは最低な言葉だと、わかっていながら、叫んでしまう。

　なぜ、エーネのために、命を捨てるなんていうのか？

　他人のために、命を捨てるなんていうのか？

　せっかく……

「せっかくやっと俺、親父に会えたのに……なんでそんなことになるんだよ！」

　そんなふうに、叫んでしまった。

　それにティーアがこちらを見上げるのがわかる。あたりまえだ。罵ののしられても仕方がないことを、自分は叫んだのだから。

　エーネなんかを救わないでくれ、と。

　まだ、死なずに、自分のそばに父親にいてほしいと、そう叫んだのだから。

　だが、ティーアは罵らなかった。悲しげな顔でこちらを見上げるだけで、なにも言わなかった。

　するとそれに、リューラが笑う。

「ああ、ライナ。そんなに僕のことを大切に思ってくれてるなんて、嬉うれしいよ」

「いやいやあの、ほんとこれ、冗じよう談だんじゃなくてさ、あの、一回落ち着こうぜ。話し合おう。なにがどうなってるのか、俺、ついてけてないから……」

　が、遮さえぎってリューラは言う。

「一回落ち着いたら、できなくなることって、あるんだよ。怖くなっちゃったりしてね、前に進めなくなっちゃうことも……」

「怖いなら、止まれよ」

「あはは」

「なあ、頼たのむから」

「あははは」

「親父、頼むよ」

　が、リューラは笑ったまま、言った。

「ライナ。おまえにはフェリスちゃんがいる」

「だから……」

「ティーア君も。キファちゃんも。仲間たちも。シオン君だって、そうだ。おまえは、みんなに愛されてる。神の思おも惑わくが揺ゆらぐほどに、愛で溢あふれてる。だからもう、父さんはいなくても、大だい丈じよう夫ぶだ」

「嫌いやだって！　大丈夫じゃねぇんだって！　俺、もっとたくさん……たくさん、父さんに聞きたいことがあるんだよ！」

　と、前に出ようとした。

　リューラに近づこうとした。

　しかしいつの間にか、足がなにかの力で拘こう束そくされていた。それが、リューラの魔ま法ほうだということは、すぐにわかった。『複写眼アルフア・ステイグマ』でその魔法を見る。やはり解くのには時間がかかりそうな、複雑な魔法がかかっていて。

「クソっ」

　ライナは、うめく。そしてその、足にかかった魔法を解こうとする。

　だが、リューラはまた笑って、

「解けないよ。解けないように、したから。だから、話を聞いてくれよ、ライナ」

「嫌だね！」

「もう、お別れだから」

「嫌だ！」

「もう、強情だな～」

「強情なのは親父だろうが！　いいから、この魔法を、解け！」

　と、ライナは叫さけぶ。そして必死に、足にかけられたリューラの魔法に、指で介かい入にゆうする。だが、解けない。全然解けない。父親の魔法はあまりに複雑すぎて、理解が追いつかない。

「くそ、くそ、なんで、俺にはいっつも、必要なときに力が足りない！」

　と、叫ぶ。

　するとリューラが優しく、言った。

「でもそのぶん、ライナは優しいから」

「ふざけんな！」

「あはは、で、話を続けるよ」

「聞きたくない。絶対に聞かない！」

　叫びながら、魔法を必死に解く。

　だが、リューラの話は進んでしまう。

「まず、さっきの質問について。なんで、エーネちゃんを僕が命を使って助ける必要があるのか？」

「…………」

「それはまあ、責任感からかな。なにせ、彼女を殺せるだけの力をルシル君に与あたえたのは、僕だったから」

「……なっ」

　と、思わずライナは手を止めて、顔を上げる。

　するとリューラは微笑ほほえみ、

「やっと、話を聞いてくれる気になった？」

　などと言ってくるが、ライナは首を振ふる。

「ならない。とりあえず、俺の拘束を解け。そのあとならいくらでも話を──」

「あは、拘束は解かない。そして話は続ける」

　と、リューラは手を、エーネの胸に当てる。そしてその胸になにかを描えがき込んでいるようで、

「やめろ！」

　と、ライナは叫んだ。

　エーネを救うのは──そのために命を使うのは、やめてくれ、と、そう願った。

　だが、リューラはやめてくれない。淡たん々たんとエーネの胸に文字を描き込んでいきながら、続ける。

「で、なぜルシル君に力を与えたのかというと、ライナ、君を救うためだった。『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者として生まれた君が、死なないようにするために──神の世界のルールを壊こわそうと、当時は完全に人の道を踏ふみ外はずしてるようなことばかりを、僕はした」

「…………」

「で、ここまで理ことわりが、変わった。神からの干かん渉しようは遮しや断だんされ、ライナは死なずに、こんなにみんなに愛される子に育って……でもそのために彼女が死んだら、可愛い息子むすこが責任を感じちゃうかもしれないだろう？　だから、このへんで最後の責任を取ろうかなぁってさ、思って」

「…………」

「いや、それにけっこう辛つらいんだよねぇ。自分を呪じゆ詛そ化して、もう、ほとんど命が残ってないのに、現実世界に姿をとどめるのは、ひどい苦痛がずっとあるんだ。だから、そろそろ僕も、母さんのところへいこうと思うんだけど、だめかな？」

　なんて、言われてしまって。

　そしてそれに、ライナは答える。

「……だめに、決まってんだろ」

「はは、もっとそばにいてほしい？」

「ああ」

「パパ大好きーって、抱だきつきたい？」

　なんて、クソみたいにむかつく言葉に、ライナは、

「ああ、そうだよ！」

　と、うなずいた。

　自分の目から涙なみだが溢れるのを、感じた。それはもう、父親を止められないことが、わかったから。足の拘束も、解けそうにないし、なにより、父親の決意や決定を、覆くつがえせそうにないことが、わかったから。

　ライナは、言った。

「くそ、ふざけやがって……俺は、俺は自分のために、母さんも、父さんも、殺すのか……」

　しかしリューラはそれに笑って、言った。

「それは違ちがうぞライナ。これは僕らが望んでやった、わがままだ」

「でも」

「まあ、おまえも子供を持てば、わかるよ。子供のためなら、自分の命なんか、まるで惜おしくなくなる」

「…………」

「だからおまえも誰だれか大切な人を作って。家庭を作って。そして幸せになれ。あ、それとさ、ライナ」

　と、名前を呼ばれ、ライナは答える。

「……なんだよ」

「愛してるよ」

　と、リューラは言った。

　そしてそれにもう、ライナはなにも言えなくなってしまった。

　ただ、ただ、動けなくなってしまって。

　しかしそこで、エーネの体が、リューラの手から、浮うき上がる。胸を中心に、黒い文字がぐるぐると渦うず巻まく。

　と同時に、どんどん、リューラの存在感が薄うすくなっていくのを感じる。命をエーネに奪うばわれていくのを、感じる。

　それを、どうしようもない。

　自分の父親が死のうとしているのを、どうにもできない。

　とそこで、リューラが言った。ティーアのほうを見て笑みを浮かべ、
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「で、ティーア・ルミブル」

「…………」

「これが、人間だ。家族のためなら、なんでもする。大切なものを守るためなら、なんでもする。君らと一いつ緒しよだよ。人間も、魔ま眼がん保持者たちも、しょせん、同じくらい弱く、悲しい」

「…………」

「でも、君の大切な人はその人間に救われる。僕の命で救われる。おまけに、復活したエーネちゃんは、力をルシル君に奪われてるからたぶん、ほとんど記き憶おくがない。未来を見る力もない──ただの、人間として戻もどる。君の一番大切な人は、ただの人間になるんだ。あはは、なんていう皮肉だろうね。君の、嫌きらいで嫌いで仕方がなかった人間に、一番大切な人がなっちゃうんだ。それでもまだ、君はいままでのように、人間を恨うらめるのかなぁ？」

　なんて言って。

　どうやらそれが、リューラの目的のようだった。いや、もしかしたらエーネも、こうなることを予視していたのかもしれない。

　彼女には、なにもかもが見えていたようだったから。

　リューラが、言う。

「あ、時間だ。じゃ、生きてるべきじゃなかった亡ぼう霊れいは、そろそろ退場しようかな」

　そしてそれにライナは、顔をあげた。

　もう、姿が半はん透とう明めいで、失われようとしている父親のほうを見つめて。

　まっすぐ、見つめて……

「……親父おやじ」

「んー？」

「あの」

「うん」

「俺……俺さ、あの、親父の子供に生まれて」

「うん」

「父さんと、母さんの子供に生まれて……」

「…………」

「幸せだったよ」

　と、ライナは言った。

　泣きながら、言った。

　すると父親はにっこり微笑んで、

「知ってるよバ～カ。だから泣くな。いっぱい笑って生きろ」

「うん」

「じゃあな」

「……うん」

　と、ライナがうなずいたときにはもう、リューラは消えていた。

　あっさり、消えてしまった。

　代わりに玉座の上に、一人の少女が座っていた。

　少女はとても美しかった。

　十二、三歳くらいの、体。

　長い、黒い髪かみ。

　愛らしい瞳ひとみと、白い肌はだ。

『未来眼トーチ・カース』を使うことによって失われていた視力は、取り戻されているように見えた。髪の毛の色も、紫むらさ色きいろに蝕むしばまれていたりしない。

　だが、そこにいるのは間ま違ちがいなく、エーネだった。

　さっき死んだはずのエーネが、きょろきょろと周囲を見回して、

「……これはいったい、どういうことでしょう？」

　と、言った。

「ここは、どこですか？」

　そう、言った。

　それにティーアが動いた。ティーアにかけられていた拘こう束そくの魔ま法ほうは、いつの間にか消えていた。

　そしてエーネを抱だきしめる。

「あ……」

　と、驚おどろいたように声をあげる彼女を、強く抱きしめて、

「よかった……本当によかった」

　震ふるえる声こわ音ねでそう言った。

　エーネがそれに顔を上げ、不思議そうに言う。

「あなたは、誰ですか？」

　本当に、記憶を失ってしまっているようだった。魔眼保持者だったころの、記憶を。未来を見通せる力を持っていたころの、記憶を。

　だが、かつての記憶を持っていたほうがよかったのか、それとも、持っていないほうがいいのか、それはもう、わからなかった。

　なにせ、未来を見る力、などというのは、普ふ通つうの人間が持つべきではないほどに、大き過ぎる力なのだ。

　見たくないものまで見え過ぎてしまう。

　自分の死期まで、見え過ぎてしまう。

　ライナはその、ティーアと、エーネのほうをぼんやりと見つめ、それから言った。

　エーネの問いに、どう答えていいかわからない、という顔のティーアに代わって、

「……そいつは君の保護者で、家族だ」

「…………」

「君はずっと、そいつに守られていた。そしてこれからも、そうなる」

　それにティーアが、こちらに目を向けてくる。

　その視線に応こたえて、ライナは言う。

「だろ？　それともまさか、ただの人間は守れないとか、言い出すか？」

　するとティーアはこちらをにらみ、

「……くそ……なんだよ、それ。おまえら親子にはもう、うんざりだ」

　と、言った。

　それにライナも、笑う。笑いながら、涙で濡ぬれていた自分の頬ほおと、瞳を腕うでで拭ぬぐう。

　ティーアはさらに強く、自分の胸にエーネを抱かかえながら、言った。

「だけど、礼を言う」

「誰に？」

「おまえと、おまえの父親に。ライナ」

「なに？」

「すまなかった。エーネのために、おまえは父親を……」

　が、遮さえぎってライナは言った。

「親父が自分で望んだことだ」

「だけど……」

「うるせぇな。おまえが謝ることじゃねぇって言ってんだろ」

「…………」

　それにティーアはこちらを見つめ、それからため息をついて、

「わかった」

　とだけ、言った。

　ライナはその、ティーアとエーネを見つめ、それから今度は、放置したままのルシルのほうへと目を向ける。

　ルシルは、もう死んで消えてしまったリューラの魔法に、いまだ拘束されている。その魔法の術式がどうなっているかは、

「あ～、俺、これ解けるかなぁ」

　なんて言いながら、ルシルを見る。

　ルシルは口を塞ふさがれてしまっているので、話すことができない。

　それに、ティーアが言う。

「ライナ。そいつは……」

　しかし言い終わる前に、ライナは答える。

「殺さないよ。こいつは、フェリスの兄貴だしな」

「え？」

　と、驚きの声をティーアはあげるが、無視してライナは、ルシルのほうへと近づく。

「それに親父が……親父がわざわざ、ここに拘束して残したんだ。なら、理由があるはずだ」

　と、顔を上げる。

　これだけの騒そう動どうがあって、他の援えん軍ぐんがきてないことにも、違い和わ感かんがある。

　だからティーアに、聞いた。

「なあティーア。ここに、誰だれもくるなとそう、仲間たちに命じたか？」

　するとティーアが答える。

「いいや」

「そうか。じゃあ、親父が足止めしたな。なにより、フェリスがこないのが、おかしい」

　と、相棒の名前を、呟つぶやく。

　するとそれに、ルシルが反応したのが、わかった。妹の名前に、ルシルの射い貫ぬくような視線が、こちらに向いたのがわかる。

　それにライナは、笑う。

「へぇ、おまえでもそんな顔で驚くんだ。まさかフェリスがここにいると、知らなかったか？　つまりここで起きてることは全部、おまえの掌てのひらの上じゃないってわけだ」

「…………」

「じゃ、ほんとに状じよう況きようは変わったんだな。初めておまえに会ったときは、おまえをどうにかできるだなんて、まるで思えなかったけど」

「…………」

「いまは、おまえも驚くような展開が、目の前に次々現れる」

　もちろん、リューラとエーネは、この展開をほとんど予視していた可能性はあるが──しかし、そのすべてを知る二人は、退場してしまった。

　そして残された自分たちはいったい、

「どうすりゃいいのかね？」

　と、ライナは呟く。

　ルシルはやはり、なにも言わない。いや、リューラの魔法によって、なにも言えなくなっているのだが。

「……まあ、とりあえずおまえは連れてくぞ。聞きたいことが山ほどあるんだ、ルシル・エリス」

　と、ライナはルシルの体を抱え上げ、歩き出した。








　第二章　兄と妹




　地下にあったエーネの部屋から出て、上階にあがると、そこには入ってきたときと同じように、ヴォイスがいた。

　そのヴォイスを見て、ライナは聞く。

「んで？　外の状況は、どうなってる？」

　するとヴォイスが、

「さぁ？　少なくとも私は、なにかよくわからない力に突とつ然ぜん拘こう束そくされて、動けなくなってしまっていましたが……いったい、なにが起きたんですか？」

　などと言ってくる。

　それにライナは答えずに、

「あ～、やっぱりそうか」

　と、呟く。

　やはりリューラは、邪じや魔まが入らないように、この集落中の魔ま眼がん保持者たちに拘束の魔ま法ほうをかけたようだった。

　ライナは、『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動して、ヴォイスにかかっている魔法を、見る。

　だがそれは、ルシルにかけられているものとはまた、種類が違ちがった。

　複雑ではあるが、現代の魔ま導どう科学のベースメントの上に築かれた術式で、ライナにもすぐに読み取ることができた。

　そしてその拘束の魔法は、おそらくはあと、数分もすれば、解けるように作られていて。

　だがそれで、いまのこの騒動はすべて、リューラがこうなるように仕向けたものだと、わかった。

　しかしもしもエーネがルシルに襲おそわれ、殺されることがわかっていたのなら、なぜ、それをリューラは止めなかったのか？

　という疑問が、浮うかぶ。もしそれをわかっていたのなら、リューラはルシルを、止められたんじゃないか？　と、思う。

　いや、さっきの様子では、おそらくは止められただろう。

　だが、しなかった。

　それはなぜか？

　考えられるのは、一つ。

「……ルシルに、エーネの力を喰くわせる必要が、あったのか？」

「…………」

「で、拘束して、俺のところに、残す。なら、俺はそれを、どうすりゃいい？」

　そのままくるっと踵きびすを返し、ライナは歩き出す。

　するとヴォイスが言ってくる。

「あの、私にかかった拘束の魔法は、解いてくれないんですかね？」

　という言葉に、ライナは言う。

「ほっときゃ解けるよ。あと十秒くらいだし」

「あれ、そうなん……あ、ほんとだ。動いた」

　と、ヴォイスが言った。

　おそらくこの集落全体にかかっていた拘束の魔法が、いま、解けた。

　それと同時に、建物の扉とびらが、ガンっと勢いよく開いた。

　そして思ったとおりの女が、家の中に飛び込んできた。

　金色の長い髪かみに、異常なまでに整った容姿。

　いま、自分が肩かたにかついでいる男の、妹──

　相棒の、フェリス・エリスだ。

　そのフェリスを見て、ライナは言う。

「よっ」

　それにフェリスはこちらを見て、驚おどろいた顔になり言ってくる。

「無事か、ライナ！」

　ライナはうなずく。

「ああ～、うん。無事だ」

「よかった。敵がきて、おまえたちを襲ったと聞いたが」

「うん」

「対処できたのか？」

　それにライナは微笑ほほえみ、そして、

「ああ。できた。ってか、親父おやじがしてくれた」

「リューラが」

「ああ」

　と、ライナはうなずく。それからさっき起きたばかりの出来事を思い出す。

　だが、彼は半眼のまま、もう、表情を変えない。

　するとフェリスが聞いてくる。

「で、この建物の地下で、いったいなにがあったのだ？」

「……あ～、いや、話せば長くなりそうなんだけどね」

「話せ。それに、いま、おまえが肩にかついでいる奴やつは、何者だ？」

　などと、彼女は聞いてくる。

　それにちょっとだけ、笑いそうになる。なにせいま、肩にかついでいるのは、彼女の兄なのだから。

　それから、さて、いったいなにから話そうか、と、彼は少し思案する。正直なところ、彼女と、ルシルの関係がいったいどういうものなのか、というようなことも、まともに聞いたことがないのだ。

　だから敵がルシルで。そのルシルはエーネを殺そうとした──なんてことを、話していいものなのか、それともそれを話すと、彼女はショックを受けてしまうのか、それもわからなかった。

　だから一いつ瞬しゆんだけ、彼女にさっき起きたことを話すのを、躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　だが、

「…………」

　それも本当に一瞬だ。

　なにせ、彼女は相棒なのだから。

　最も信しん頼らいしている相棒なのだから。

　なら、彼女に隠かくしておく必要があることなどもう、なにもない。

　だからライナは、言った。

「あー、フェリス。ちょっと驚かないで聞いてほしいんだけど」

「驚かないで？　いったい、どういうことだ？」

「実はさっき、すごいことが起きてさ」

「ふむ」

「んと、あー、なんだ。そのぉ～」

「いいからさっさと話せ。全部話せ」

　と言われても、なにをどこからどう話せばいいのか、ライナは考えてしまう。

　たとえば、ルシルがエーネを襲ったことは、言ってもいいと思う。エーネは、いまも生きているのだから。

　だが、その代だい償しように、リューラが命を失ったことは、言いたくなかった。

　こいつはそういうのを、気にすると思うから。

　彼女のせいじゃないのに──それどころか、リューラは全部わかっていて、あの選せん択たくを自分からした可能性もあるのに、余計なことを言って、彼女を思い悩なやませたくなかった。

　だから、なにかうまい説明の仕方がないか、と、ちょっとだけ考えてから、

「ま、見せりゃ早いか」

　と、彼は自分が肩にかついでいる男の足をぽんっとたたいて。それからくるっと上半身を回す。男の頭が、フェリスのほうへと向くように。

　彼女が、ルシルの顔を確認できるように。

　そしてライナは言う。

「なんか、こんなことになっちゃってんだよねぇ」

　するとそれに、フェリスがルシルを、確認する。

　自分と同じ金色の髪に、よく似た、整った容姿。

　当然、フェリスは驚きよう愕がくの表情になって、

「なっ」

　と、声をあげた。

「に、兄にい様さま？　なぜ、ここに？」

「…………」

　ルシルはやはり、リューラの魔法に拘束されて、答えられない。

　それについて、ライナは説明する。

「ちょっと暴れるから、リューラが魔法で拘束した。だからいまは喋しやべれないよ」

　それにフェリスは、いつも無表情な顔に、珍めずらしく動どう揺ようの色を浮かべて言ってくる。

「こ、拘束？　あの兄様をか？」

「ああ、驚くのはわかるよ。俺もローランドにいたころ、一度おまえの兄貴とやりあったことあるけど、とてもじゃないけど拘束なんて無理だよな。だが、いまのルシルは、違う」

「違う？　いったい、どういうことだ？」

「あー、んと、レムルス帝てい国こくで起きたこと、話したじゃん？　レムルスとかいうわけわかんねぇのがいきがって、神からの干かん渉しようを一年間させないようにしたって話」

　と、ちょっと自分で話してても、いい大人がなんのお伽とぎ噺ばなしをしてるんだよ、と突つっ込こみたくなるようなことをライナは言う。

　だが、そのことについては──あの、塔とうの中で、ライナと、シオンの間にいったい、なにが起きたのかについてはもう、フェリスとはだいぶ話したので、それだけで通じる。

「うむ。そんな話を、おまえはしていたな。そしておまえは、瞳ひとみの力が弱体化した」

「ああ」

「おまえの瞳は、悪あく魔まとかいう名の神の力を使っていた」

「そうだ」

「で、それがどうした？」

　という言葉に、ライナは言った。

「なんかルシルも、そういう神がどうのこうのの、関係者っぽいぞ。で、俺と同じように弱体化した。だから、拘束できた」

　それにフェリスは、目を細める。

「……関係者？　弱体化？」

　彼女は自分の兄の顔を、見つめる。

　ルシルはその、妹の視線を、澄すんだ青い瞳で受け止める。

　フェリスが言う。

「……いったい、兄様はなにをやっていたんだ？」

「…………」

「私に隠れて、なにをやっていた？」

「…………」

　とそれに、ライナは言った。

「いまは、喋れないよ。親父が口も封ふうじたから。でも、あとで俺が解いてやるから、心配するな。まあ、ちょっと時間がかかるかもしんないけど」

　という、言葉で、フェリスが顔をあげた。

　そのまま彼女は、真まっ直すぐこちらを見つめ、言う。

「おまえが、解く？　それはいったいどういうことだ？」

「……え？」

「リューラはどこだ？　リューラがかけた呪のろいなら、リューラが解けばいいだろう？　なぜ、そうしない？」

「……あ～」

　しまった、と、ライナは思う。

　自分はこういうところはどうも、だめだな、と、心の中でうめく。おまけに彼女は、こういうときはとても、鋭するどい。

　フェリスが手を上げる。ライナの肩をつかみ、顔を近づけてきて、

「目が、赤い……どういうことだ。おまえ、まさか泣いたのか？」

「…………」

「いったい、地下でなにがあった？」

「…………」
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「まさか……まさか兄様が、おまえの父親を……」

　が、ライナはフェリスの腕うでを強くつかみ、言った。

「ちっがうって。慌あわてるなフェリス。リューラは大だい丈じよう夫ぶだ」

　だが、彼女は信じない。彼女の瞳には涙なみだがたまっている。動揺と、おびえの色が浮うかんでいる。

　それほどまでにこのルシルという男は、彼女の胸の中に、恐きよう怖ふとして存在していることが、わかる。まあ、こんな奴が兄だったら、自分だってそうなるだろうが。

　ライナはフェリスに、言う。

「落ち着いて、聞け。おまえの兄貴は、俺の親父を殺してない」

「ほ、本当か？」

「ああ。順を追って話す。でも、途と中ちゆうで口を挟はさむな。いいか？」

「…………」

　フェリスは答えない。

　だが、もう一度、

「いいか？」

　と聞くと、

「……ん」

　彼女はうなずいた。

　それを確認してから、ライナは続けた。

「ルシルは、この魔ま眼がん保持者たちのリーダーである、『未来眼トーチ・カース』保持者のエーネを殺しにきた」

　それに口を開こうとするフェリスを、ライナは視線で止める。

　そして、続ける。

「エーネは殺された。だが、リューラはそうなることを知ってたようだった。いや、エーネも自分の死期について、知っていた」

「…………」

「で、リューラはどうやら、ルシルにエーネの力を喰くわせたいみたいだった」

「…………」

「それどころか、ルシルに神と関わる力を与あたえたのは、俺の、親父おやじだったみたいだ」

「なっ」

　と、声をあげたフェリスを制して、ライナは言う。

「だが詳くわしいことはまだ、俺もわからない。全部、推理と憶おく測そくの中の話だ。とにかく親父は、その責任を取りたいと言ってた。エーネが殺されるのは、もとはといえば、自分がルシルに力を与えたからだ、と。そしてそれについて、俺が思い悩まないように、エーネを生き返らせたいと」

「…………」

「で、リューラはエーネに、力をやった。親父はそれで、この世からは消えて、死んだ母さんとこにいったらしい」

「…………」

「ったく、とんでもない父親だよなぁ？　最後までやりたい放題やって、ほとんど説明しないでいなくなりやがった。おまけに、おまえの兄貴も、親父が巻き込んでたってさ。だからもし、俺を責めたかったら、責めてもいいぞ？　だけど、少なくともおまえが責任を感じるようなことは、なにも……」

　が、そこでフェリスが、ぐっと強く、手を握にぎり返してくる。

　そして、言う。

「……それで、おまえは泣いたのか？」

「え？」

「父親が死んで、泣いた」

　その言葉に、ライナはへらへらと、笑った。そして、

「あは、なぁ？　ま～さか俺がさ、家族のことで泣くなんて、思ってもみなかっ……」

　しかしそこで、フェリスが抱だきついてくる。いや、彼の体を、抱きしめてくれる。

「あ……」

　と、ライナは少しだけ驚おどろいて、声をだす。

　すると彼女はぎゅっと彼の体を抱きしめ、

「悪かった。私の、兄のせいで……」

「……だから、おまえの兄貴のせいじゃ……」

「どちらにせよ、辛つらい思いをした。なら、泣いていいぞ？　くだらん我が慢まんをするな」

「……はは」

　その、彼女の言葉に、ライナは笑って顔を上げる。瞳から涙がこぼれないように天てん井じようを見上げる。少しだけ、まずい感じだった。天井がなぜか、ちょっとだけ涙で歪ゆがみそうになって、しかし、彼はそれを、こらえる。

「……んじゃ、あとで泣くよ、フェリス。ここじゃ恥はずかしいし」

「そうか」

「うん」

「話はいくらでも聞く。そばにいてほしければ、そう言え。おまえは、一人じゃないからな」

「うん。親父にもそう言われたよ。でも、フェリス」

「なんだ？」

「ありがと」

　と、礼を言う。

　するとフェリスはうなずき、離はなれる。まだ、心配げな顔でこちらを見ているが、それにライナは、

「ってか、いまみたいなのを許す兄貴じゃ、ないと思うんだけどなぁ」

　と、ルシルを気にしてちょっとだけ困ったように笑う。

　するとフェリスは、いったいなんの問題がある？　と言わんばかりの表情で、言った。

「私は、ライナを家族のように大切に思っている。なら、心配するのがあたりまえだろう？」

　などと、言う。

「家族が傷ついたら慰なぐさめたいし、寂さびしい思いをしているなら、そばにいたいと思う。そしてそれは、兄様に対しても、同じだ」

　と、そんなことを言う。

　するとルシルがやはり、瞳をフェリスへと向ける。

　冷たい瞳。感情のない瞳。

　その瞳を見つめ、フェリスは言った。

「もう、うんざりだ、兄様。あなたは一人でなにもかもを抱かかえ込んで、いったいなにをやっている？」

「…………」

「少しは私を、頼たよれ。私は家族だぞ？　あなたの妹だぞ？」

　ルシルはそれに、目線を外す。興味なさげに、別のほうを見る。

「私じゃ力不足だというのなら、ライナが手伝ってくれる。それでも足りないというのなら、他にも仲間はたくさんいる。だから……」

　が、ルシルの視線は戻もどってこない。

　だがフェリスはまっすぐルシルを見つめて、それから悲しげに顔を歪めて、

「兄様！」

　と、兄に呼びかける。

　そしてそれに、ライナは言う。

「ま～ま～、拘こう束そくされたてで、そーんな簡単にどうこうはならないよ。でもフェリス。安心しろ」

　それにフェリスが、こちらを見て、

「ん？」

「俺は性格悪いから、ゆっくりリューラのかけた拘束の魔ま法ほうを解きながら、自白の魔法とかをルシルにかけちゃったりしてねぇ」

　と、ひどいことを言うが、しかしそれにフェリスの表情がぱっと輝かがやく。

「おお、それはいいな！」

「あと、心の奥でフェリスとかイリスのこと、どう思ってるのか言わせる魔法かけちゃったりして」

「おおお！」

　それに、こいつらいったい、なにを言い出してるんだと言わんばかりの顔に、ルシルがなる。

　だが無視で、ライナは言った。

「ま、あれだよフェリス。なーんか神やら勇者やら悪あく魔まやらと、俺らの知らないとこで世界はよくわかんねぇことばっかりになっててさ……んであの塔とうで、思い詰つめまくった顔したシオン見て、思ったんだよね。なんか、まじめにやるの、馬ば鹿からしいな～ってさ。だから」

　そこで、彼はにんまり笑って見せて、

「俺らは、俺ららしい感じでやりゃ、いいよ。あんま思い詰めないで、やりたい放題やろうぜ」

　するとそこで、背後からもう、日々やりたい放題やっている奴やつが言ってくる。

「おーおー、ついにライナさんも、本ほん性しようを現しましたか」

　かつてイエット共和国という国で、詐さ欺ぎ師しグループの首領をやっていたヴォイスが嬉うれしそうに言いながら歩いてきて、

「ほんとに、いつまでシリアスな顔してるのかなぁって、思ってたんですよねぇ。あんな、イエット共和国では他人に迷めい惑わくかけまくっていたお二人が」

　それにライナは振ふり返って笑う。

「てめぇほどじゃねぇだろうが」

「あはは、まあ、他人に迷惑かける部門で負けていたら、詐欺師組織の首領など、務められませんからねぇ。ですが、いいですね。無理矢理自白ですか？　そういうの、私もとても得意ですよ。他にも、詐欺、騙だまし、裏切り、脅きよう迫はく、誘ゆう拐かい、やりたい放題でいきましょうよ。なにせあなたのこの世界での呼び名は……」

「……悪魔王、か？」

　するとヴォイスはにっこり笑って、うなずく。

「あきらかに、忌いみ名です。他人に好かれる名前じゃない。なら、綺き麗れいごとはやめましょう。『僕ちんいい子ちゃんなんですー』発言は、ほんとにいい子なトアレさんあたりに任せておきましょう」

　などと言ってきて、ライナは笑ってしまう。　確かに、清く正しい王になる資格があるのは、トアレくらいのもので、自分にはとてもじゃないがなれるとは思えなかった。

　なら、

「人の嫌いやがることをしまくっていくか」

　と、彼は呟つぶやくと、横でフェリスも、

「私も得意だ」

　と、自信満々で言ってきて。

　つくづく、自分の周りにはまともな奴がいないということを、思い知る。

　シオンの周りとは、違ちがうのだ。

　まともに思い詰めるようなやつは誰だれ一人ひとりいなくて──でもだからこそ、自分たちはこの狂くるった世界をどうにかできるんじゃないか、と。

　シオンを救うことができるんじゃないか、と、いまは思い始めていた。

　自分のことをクソみたいに役にたたない、他人を殺すことしかできないバケモノだと思い込んでいたのに。

　こんなに責任を放ほう棄きして、逃にげ回っていたのに、それでもいつの間にやら仲間がいっぱいできて、エーネやラフラに頼たのまれ、父親に愛してるなんて言われてしまって。

「いまさら、優等生ぶって世界を救う～！　とか、ないよなぁ……」

　と、ライナは笑う。

　でも、優等生じゃないからこそ、できることがあるはずだった。

　彼はヴォイスに、言う。

「んじゃま、ヴォイス。国に帰るぞ。んで、ローランドに手紙出そうぜ？」

「手紙？　いったいなんて書きます？」

「おまえんとこの大事なルシルちゃん誘拐しちゃったんですけどーって」

「あはは」

「殺されたくなきゃ、シオン一人でこっちこいやーって、言おう」

「あはは、いいですね」

「あと、ガスタークとは同盟な」

「え？　彼らと同盟ですか？　そんな簡単に、彼らがこちらに協力するとは……」

　が、遮さえぎってライナは言う。

「いや、協力すんだろ。ってか、たぶんこないだまでの状じよう況きようとは、まるで変わってるはずだ。なにせルシルまで、こんな驚いた顔をするくらいだしな」

　と、ライナはルシルのほうを見て、それから、

「ま、ガスタークの奴らが、どこの、どんな神と契けい約やくしてたかは知らないが、その神からの干かん渉しようがなくなったら、あいつらもやりたいことが出てきてるはずだ」

「ああ～」

「だから、餌えさやって仲間に引き入れようぜ」

「餌？」

「シオンを一いつ緒しよに殺そうと言って取り込む。あいつら、勇者や悪魔が嫌きらいなんだろ？　キファにはそう言ってたらしい。なら、とりあえず協力して、勇者を殺そう。そのための力を貸せって言おうぜ」

「ですが、彼らがその発言を信じるとは……」

「そこ信じさせるのが、詐欺師の腕うで前まえだろぉ？」

「あ、私がいくんですか。じゃあできますね。その後、悪魔も──ライナ・リュートも売りますって言えば信じるかもしれません」

「おまえそれ、本気で思ってるだろ？」

「いえいえまさか～☆」

　と、ヴォイスがにっこり笑う。

　が、それにライナは笑って、

「ま、でもそれでいいよ。ルークやらクラウやら、ローランドの頭いい連中よりもさきに情報集めるのはしんどいからな。手段選んでらんないし」

　とそこで、ライナは振り返る。

　すると地下から、ティーアがエーネを連れてあがってきている。

　そのエーネを見て、ヴォイスが言う。

「おっと、黒くろ髪かみ美少女現る。お嬢じようさん、私はあなたのおパンティを守るナイト──ヴォイス・フューレルと……」

「黙だまれガキ、殺すぞ」

　と、ティーアがエーネを退さげて言う。

　その、ヴォイスの相変わらずの変態っぷりにライナが苦笑していると、ティーアが言ってくる。

「……ガスタークと同盟するなら、僕らは君たちに協力は……」

　が、遮ってライナは言う。

「黙るのはおまえだよ、ティーア。甘えたこと言ってんじゃねぇ。俺たちはこの少ない人数で世界を変えんだぞ？　なら、手段は選んでられない。くだらない好みの話をしてんじゃ……」

「ふざけてるのは、君だよ、ライナ。ガスタークの奴らが僕らに、いったいなにをしたか……」

「知らねぇわけ、ねぇだろ！　ラフラが殺されたのは、俺の目の前だぞ？　俺が救えなかったんだ。なのにいまものうのうと、恥はずかしげもなく生きてんだ。なら、その責任を取る必要がある。だから言ってんだ。もう逃げずに、前にでるために。誰だれよりも早く、必要なことをするために」

「…………」

「それに俺たちの国は──スフェルイエット民国は、国をあげておまえらを迎むかえる。魔ま眼がん保持者を、国を救う最重要戦力として、迎える。それにピア、ヴォイス、俺と並ぶ、四人目の王として、おまえを迎える。合議制にしよう。四人の王のうち、俺とおまえ、二人が魔眼保持者だ。それなら安心だろ？」

「…………」

「だから俺とこい、ティーア。俺の仲間になれ。そしたら俺がおまえらを守るから」

　そのまま手を差し出して、ライナは言う。

　それはシオンしか言わなそうな、とても強い言葉を。とても恥ずかしい言葉を。

　いや、かつて自分も夢見た、あの言葉を、言った。

「俺が、この世界を変えてやるから。もう誰も魔眼保持者を差別しない世界を。もう誰も泣かない世界を。誰もなにも失わなくてすむ、昼ひる寝ねだけしてりゃいいような世界を、俺が作るから、俺と一緒に、こい！」

　そう、言った。

　するとティーアはこちらを見つめ、

「……まったく、なにが誰もなにも失わないだよ。いま、父親を失ったばかりの奴に、そんなこと言われたら……」

「説得力、ない？」

　と、ライナが聞くと、それにティーアはため息をついて、

「……いや、断りにくい」

　と言って、笑った。

　それにライナも、笑い返す。

　続いてヴォイスがにこにこ楽しそうに、

「いやー、なんか、うちの王様の一人が調子に乗り始めて、勢いが出てきてしまいましたねぇ。これだと私も本心からついていきたくなって……」

　が、それは遮って、

「あ、おまえは信じないけどな」

　とライナが言うと、ヴォイスはまた、

「あはは」

　と笑った。

　それからフェリスのほうを振り返って、言う。

「と、そんな感じになったから、ついてきてくれっかな？」

　と、もう答えがわかっている質問を、彼はした。

　なぜなら彼女はいつも、そばにいてくれたのだから。

　どんなに悪い状況でも。どんなにライナが、クズのような態度でも、彼女はずっとそばにいてくれたのだから。

　そして今回も、彼女はまるで悩なやむ様子を見せずに、うなずいてしまう。

　なぜかちょっと満足げにすら見える顔で、

「うむ。いいぞ。いまのおまえの演説の、『だんごばかり食べていれば幸せになれる世界を作るから！』という熱いくだりがとても気にいったしな」

「って俺、それ言ってないんだけど」

「じゃあ言い直せ。言わなければ殺す」

「はは」

　と、ライナは笑う。

　それから肩かたにかついでいるルシルに向かって、言う。

「そんな感じなんで、おまえも俺を頼たよってくれると嬉うれしいな。詳くわしいこと聞いてないから利害が一いつ致ちすっかはわかんないけど……極力あわせるよ。だから情報のすりあわせをしよう。おまえが守りたいもの、手に入れたいものがなんなのかはわかんないけど、俺はこの世界から、一年以内に神を排はい斥せきする。その後世界が終わるだのなんだのにも対応する。だからおまえもその手伝いをしろ、ルシル・エリス」

　するとそれに、ルシルはなにか、考えているような顔になる。もちろん話せないので結局、意思の疎そ通つうは進まないが、いまは十分だった。

　ライナはそれに肩をすくめ、それから、

「あー、なんか、ここんとこ怒ど鳴なったり語ったりばっかりで声がかれちゃいそうだよ」

　と笑って、歩き出す。

　それにティーアが言う。

「どこへいく？」

　その問いに、ライナは振ふり返らないまま、答える。

「うちの国へ、全員で移動する。ヴォイス。魔眼保持者たちの受け入れ態勢は？」

「すぐに整いますよ。なにせうちの国は、金さえあれば、いくらでも優しさを買える仕組みにつくりましたから」

　と、あまり大きな声で言っても褒ほめられなさそうなことを、自じ慢まんげに言う。

　ライナは苦笑しつつ、

「じゃあ、そこらへんは金持ちのおまえに任せるよ。さき帰って、準備しろ」

「はいはい。というかライナさん」

「ん？」

「やっと王様っぽくなってきましたねぇ。私は初めてあなたに対して、選んだのは間ま違ちがいじゃなかったな、という感情を持ちました」

「初めてかよ！」

「あはは。では、準備して待ちます」

「ん～」

　と、ヴォイスは去っていく。

　それを見つめ、ライナはフェリスのほうを見る。

「ってことになった」

「そうか」

「なんかめんどくせぇよなぁ？」

「じゃあやめるか？」

「そうできりゃ、楽なんだけど。まあ、めんどくせぇから早く手伝え、とは、シオンに言おう」

「うむ」

「でもさ、フェリス」

「なんだ？」

「なんか、昔みたいに……シオンに命じられておまえと馬ば鹿かみたいな旅してたときのノリでやりゃいいじゃんって思い始めたら、ちょっとだけ楽しくなってきた」

　と言うと、彼女は微笑ほほえんで、こう言った。

「もし本当にそうなるなら、私はちょっとじゃなく、すごく楽しい」

　それにライナは、笑う。

「そう？」

「ああ」

「じゃ、俺も」

「ふふ、そうか」

　また、満足げにフェリスはうなずく。

　ライナはもう一度、周囲を見回す。だがそれは、部屋の中じゃない。

　この、世界を、だ。

　フェリスがいて。ルシルがいて。ティーアがいて。ヴォイスがいて。キファや、ミルクや、トアレや──

　いや、シオンや、クラウや、ルークや、ミラー、ピア、ゾーラ、ペリア、リューラ、ビオ、アルア、クルル、イリス、ラフラ、ファル、タイル、トニー、みんながいる──この、世界を見回して。

　こんなにもたくさんの人間が、仲間がいる世界で、なぜ独りぼっちだと思ってたのか、と、不思議に思う。

　守るべき相手はたくさんいたのに。

　この世界で生きて、頑がん張ばるだけの価値はもう、いくらでもあったのになぜ、自分は嫌きらわれ者のクズだと、バケモノだと思っていたんだろうと、不思議な気分になる。

　もう、いまあげた仲間の中にも、何人も死者が出てしまっているけれど、それでも、

「これ以上、仲間を減らさないようにするために……」

　頑張る価値は十分にあると、そう思った。

　ここで生きて、神だかなんだか知らないが、ここで俺たちは幸せになってやるからな！　と、叫さけぶ価値は、あると思った。

　もう、それだけのものを、自分は与あたえられていたのだから。

　それだけの愛を、両手に抱かかえていたのだから。

「で、それがわかったらもう……俺は誰よりも怖こわくなれちゃうぞってね。なにせ、通り名は悪あく魔ま王だぜ？」

　と、ライナはリューラが消えた──父親が消えた、建物の地下へと目を向けて、微笑む。それから、建物の外へと、出る。

　そしてその、外に広がる空を見上げる。

　いや、その空の、さらに向こう側を見るように、にらみつける。

　もちろんそこに、神の世界があるとか、そんなことは思っていない。神の世界がどうなってるのかも、いまいち正確には把は握あくしていない。

　だが、これだけはわかる。感覚的に、感じる。いや、リューラの言葉からも、わかっている。

　その、神とかいう奴やつらは、自分たちが作った人間の中に、愛とかいうわけのわからないものがあって、仲間をコントロールできないでいる。

　誰だれかを強く想う気持ちに、怯おびえている。

　だからリューラは、神の理ことわりから出ることができた。

　ルシルも、そうなのかもしれない。

　いや、人間たちは、誰も彼もそうなのだ。神なんて知るかと叫び。世界なんて興味ないと怒鳴って、ただ、目の前の誰かを愛す。

　ルールや、規律なんか知るかと、どうしようもなく、誰かのそばにいようとする。

　そしてそれを神々が理解できないというのなら、

「そのまま怯えて、震ふるえてろよ、神ども。俺がおまえらを皆みな殺ごろしにして、全部をぶっ壊こわしてやる」

　そう言って、ライナ・リュートは──




《寂さみしがりの悪魔》はまた、この世界を壊す、宣言をした。








　第三章　二通の手紙




　場所は変わる。

　ライナたちがいる場所からは、遥はるか南西に下った、旧レムルス帝てい国こくの首都。

　その、中心にある塔とうの中に作られた執しつ務む室で、ローランド帝国王シオン・アスタールは、激務に追われていた。

「……はぁ、死ぬ。寝ねてなさすぎて死ぬ」

　と山積みの書類の山の前で、頭をおさえながらシオンはうめく。

　少し前までの自分は、《勇者》に体を冒おかされ続けていたせいで、体中を常にのたうちまわりたくなるほどの激痛にさいなまれており、仕事の疲ひ労ろうなどはもう、どうでもよくなってしまっていたところがあったのだが。

「いざ、体が痛くなくなると、普ふ通つうのことも辛つらくなるもんだなぁ」

　などと、なにやら急に常人に戻もどされてしまったことに戸と惑まどいながら、彼は笑う。

　といってももう、本当に何日も休まず働いているので、それを常人といっていいのかはわからないのだが。

　しかし、いまは頑張る価値がある時期だった。

　なにせ初めて、この世界は神からの干かん渉しようから、解放されたのだ。

　だがその干渉を受けないでいられる猶ゆう予よは、たった一年しかないのだという。ならば、それまでにありとあらゆる情報を集め、《勇者》を含ふくめた神を打ち砕くだく方策を手に入れ、さらに、神が決めた、この世界の崩ほう壊かいを止めるための方法を見つける必要がある。

　そしてそのためには、

「強く、大きな力がいる」

　だからこそ、いま手に入れたばかりの、かつてレムルス帝国だったこの領地に、安定した基き盤ばんを早急に確立する必要があった。

　そしてこの地が、南大陸からきたローランド帝国にとって、この中央大陸において覇はを唱えるための砦とりでになるはずだった。

　だからシオンは、激務に追われる。

　ちなみにルークや、ミラーといった優ゆう秀しゆうな人間は現在、ローランド帝国へと神々についての調査に向かってしまっており、その分の仕事もシオンに降りかかってきていて──

「…………」

　シオンは、普通ならおそらくはミラーがこなしているはずであろう、とんでもない書類の山のほうへと目を向けると、

「……俺は、優秀な部下に恵めぐまれてたんだなぁと、つくづく思うな」

　と、ミラーの代わりを務める大変さを、実感する。まあミラーの場合、自分と向こう、どちらが部下なのかわからないところはあるのだが。

　しかしそれにしてもここのところ、働き過ぎだった。

「……体がなまっちゃうよ」

　と、彼は伸のびをする。体中の筋肉が、痛む。そしてそれに、彼は薄うすく笑う。

　まるでその、普通の人間のような自分の体の反応に、声をあげて笑い出しそうになる。

　そのまま執務室の窓の外へと目を向ける。この部屋に時計はないのだが、日差しからするともう、昼頃ごろだろう。

　その明るい外の景色を見つめ、

「……時計、用意させないとな」

　と、呟つぶやく。

　それから再び机へと向き直り、書類仕事を再開しようとし、

「…………」

　しかし手を、止める。

　そして机の引き出しのほうを見る。

　その引き出しの中には、あれが入っている。

「…………」

　自分が書いた、一通の手紙だ。

　その手紙はライナ宛あてだった。

　同盟を申し入れるための、手紙。

　それと、謝罪についての、手紙だ。

　手紙はまだ、出していない。

　理由は、向こうの情勢がどうなっているのかが、わからないからだ。ライナが所属している、スフェルイエット民国がいったい、どういう状じよう況きようなのか、それが見えないからだ。

　だが、まあ、

「……言い訳だよなぁ」

　と、シオンは呟く。

「別にどこに所属してようが、あいつは変わらないもんな」

　と、ついこの間、この塔の中で会ったばかりの、ライナの顔を思い出す。

　前とまったく変わらない、眠ねむそうな、めんどくさそうな、それでいていざとなると、友情だなんだと騒さわいで、手を差し出してくるあいつの顔を思い出して、

「……はは」

　と、笑う。

　それから引き出しを開く。

　手紙に触ふれる。

　そして、

「……もう、出しちゃうか」

　と、言ってみる。

　ライナ・リュートと繋つながる──というのは、かなりの重要案件だから、ミラーやルーク、クラウたちと協議しないで進めてしまうのはまずいかもしれないが……

「知らねぇよ」

　とまた、シオンは思い切って、言ってみた。

　いや、どうせもう、責任は一度、放ほう棄きしてしまっているのだ。

　国のことを考えずに。

　世界のことを考えずに、この塔にライナを救いにきてしまった段階で、責任がどうのこうの言えるような立場では、ないのだ。

　おまけに、だからこそルークやミラーは、自分を王に選んだのだという。

　完かん璧ぺきじゃないから。

　最初から、完璧じゃなかったからこそ、おもしろいと思って、自分は選ばれたのだという。

　なのに自分は、

「完璧君を、気取りすぎてたなぁ」

　苦い笑みを浮うかべながら、彼は手紙を取り出す。

　そして立ち上がる。

　手紙を、出すのだ。

　だがこの手紙は、他の国の、誰にも見られるわけにはいかなかった。

　いや、スフェルイエット民国の、ライナ以外の王たちにも見られるわけにはいかなかった。その二人が、本当の意味でライナの味方なのかも、わからないから。

　だから、しかるべき相手に、使者を頼たのむ必要があるのだが、

「さて、誰にしようかな」

　と、考える。

「カルネも、クラウも忙いそがしいしなぁ」

　じゃあいっそ、

「俺がいったら……怒おこられるかな？」

　と、彼はまた、笑う。

　するとそこで突とつ然ぜん、執務室の扉とびらが開いた。

　扉のほうを、見る。

　扉を開けたのは、カルネだった。

　カルネの横には、琥こ珀はく色いろの髪かみを持った少女がいる。

　エスリナだ。エスリナ・フォークル。

　かつてシオンの秘書役をしていた、フィオル・フォークルの、妹。

　彼女はカルネのそばで、ひどく嬉うれしそうに笑っていて。

　シオンは、

「……ああ、カルネを使者にするのは、やめよう」

　と、思う。

　せっかく二人はいま、久しぶりに再会したのだから。二人の間あいだ柄がらがどれくらい進展しているのかは知らないが、お似合いだとは、思うのだ。








[image: ]








　年ねん齢れいもそう、離はなれてない。

　カルネが遊びで付き合う、熟女の方々よりはいいだろう。

　なによりカルネなら、フィオルも安心するはずだ。

　だから、シオンはカルネに、使者を頼むのは、やめた。

　じゃあ、クラウか？　とも思うが、

「あいつは、ライナと仲悪いしなぁ」

　それに、やはりクラウとは長い間離れていた、ノア・エン嬢じようがこの塔にきているはずだった。あの二人も久しぶりの再会のはずで、また、敵地にいくとなるとノアが悲しむだろう。

　となると、

「ますます、俺がいくしかなくなるなぁ」

　なんて独り思っていると、カルネが言った。

「なにぶつぶつ言ってるんです？　シオンさん。働き過ぎで頭が変になりましたか？」

　それにシオンは笑う。

「はは、そうかもな。で？　なにしにきた？」

「いえ、ちょっと妙みようなものが届いたんで、シオンさんに見てもらおうと」

「妙なもの？」

　聞くと、カルネがエスリナのほうへと目配せする。

　するとエスリナが、「はい」とうなずいて、手に持っていた書類入れから一通の封ふう筒とうを取り出す。

　どうやら手紙のようだった。

　シオンは、聞く。

「手紙か？」

「ええ。シオンさん宛です」

「俺宛？　誰だれからだ？」

　するとカルネが言う。

「わかってるくせに。ライナさんです。いまは、スフェルイエット民国の、悪あく魔ま王から──って言ったほうがいいのかもしれないですが」

　それに、シオンは目を、細める。

　そして、先を越こされた、と思う。

　こちらから出す前に、先に手紙がきてしまった。その手紙がいったい、どういうものかはわからないが、

「…………」

　シオンはその、手紙を見る。

　手紙はどうやら、封が開いているようだった。

　それに彼は笑みを浮かべて、

「読んだのか？」

　と聞くと、カルネはあっさりうなずく。

「ミラー先せん輩ぱいからの、命令だったので」

「はっ、ほんとに誰が王だかもう、わからないな」

　が、カルネは笑う。

「シオンさんは大切にされてるんですよ。ミラー先輩は、自分が不在のあいだにシオンさんが苦境に立たされないよう、無む謀ぼうな行動に出ないよう、うまく国を統治できるよう、サポートしろって、僕に命令してましたし」

「子供かよ」

「あはは」

　と、カルネは楽しそうに笑う。

　それにシオンは、聞く。

「で？　手紙にはなんて書いてあった？　それとも俺に、見せられないようなものだったか？」

　そう、聞く。

　するとカルネは少しだけ考えるような顔になって、

「ん～、どうですかね。クラウさんやミラー先輩がどう考えるかは、ちょっとわからない内容でした」

「ほう」

「ですが、僕としてはけっこう好感が持てる内容だったので、渡わたしてもいいかな、と。なんか、すっごい馬ば鹿か馬ば鹿かしい感じで、昔のライナさんたちと付き合ってるときみたいなノリだったんで」

　なんてことを、言う。

　それにシオンは手を差し出し、言う。

「じゃ、貸せよ」

　するとカルネはこちらに手紙を渡してくる。

「いいですよ。あ、でも、僕以外はきっと、反対するような内容なので、よく考えてから行動してください」

　などと言ってくる。

　それにシオンはカルネの顔を見て、それから、手紙を受け取る。

　それをすぐに開くべきか、どうか悩なやむ。

　だが、カルネは部屋を出て行くつもりがないようなので、

「……おまえの前で、読めって？」

　するとカルネはやはり、楽しげにうなずく。

「ええ。監かん視し役もミラー先輩に……」

「ああもう、いいよ。わかった」

　と、シオンは手紙を持って、自分の席へと、戻もどる。

　椅い子すに座る。

　そして手紙を、見る。

　ちなみにいま、自分の手には、二通の手紙がある。

　一通は、ライナからきた手紙。

　そしてもう一通は、なんと、自分がライナに出そうとしていた手紙だ。

　それに、

「まるで喜劇だな」

　と、彼は苦笑しながら、机を開いて、自分の手紙を戻す。

　それから、ライナからの手紙を、見る。それはそれなりに分厚くて、何枚にも亘わたっているもののように、見えた。

　その、分厚い手紙を見つめ、

「読むのがちょっと、怖こわいな……」

　と呟つぶやくと、カルネがまた笑って、

「けっこうな内容ですよ。心して読んでください」

　などと言ってくる。

　それにシオンは、少しだけ心を緊きん張ちようさせる。どうやら、内容はかなり辛しん辣らつなものになっていそうだった。だが、それは当然だ。自分はそれだけのことをしたのだ。

　なら、罵ののしりの言葉の、一つや二つは、書かれているだろう。

　だが、それでも、ライナは自分を気にかけ、手紙をくれる。

　シオンはその、

「…………」

　親友からの手紙を、封筒から取り出した。

　手紙はやはり、数枚に亘ったものだった。

　そしてその、手紙に、シオンは緊張しながら目を落とした。

　すると、手紙にはこんなことが書いてあった。




『馬ば鹿かシオンへ。

　なんか状じよう況きようがすーげー変わったから、手紙を書きました。

　まず一つ。

　おまえも状況が見えてるだろうからわかってると思うけど、俺ら揉もめてる場合じゃねぇだろ？　手を組もうぜ。同盟だ。全然時間ねぇから、人間同士で争ってる場合じゃないわ、これ。




　あーとー、おまえんところのルシル君が襲おそってきたので、捕つかまえました。これからかなりきつめの自白用魔ま法ほうかけて、いろいろ聞き出しちゃうぞー。

　もし、ルシルが大切なら、とりあえず俺が指定した場所に、誰にも知らせず、きてください。




　もしくは、一いつ緒しよになって自白させてやりてーっていう気持ちだったら、やっぱりきてください。

　一緒にルシルいじめようぜ。

　このへんは、フェリスも「そろそろいい加減にしろ兄貴！」ということで気合い入ってるので、とても楽しいことになりそうです。




　あと、最後にもう一つ。

　あー、なんだ。

　塔とうで言ったことは全部、本気だから。

　俺はおまえを親友だと思ってる。大切だと思ってる。そして一緒に頑がん張ばって、世界を変えたいと思ってる。

　だから、やろうぜ。

　一緒にやろう。

　責任とか、義務とか、知らねぇよ。

　世界には絶望ばっかり溢あふれ返ってるから、友情とか、愛とか、夢ばかりは見てられないとかさ、もう、そういう意見は、知らねぇんだよ。

　俺は俺のやり方でやることにしたから。

　友達は裏切らない。

　仲間も裏切らない。

　おまえがかつて望んだ世界を──もう、誰もがなにも失わない世界を手に入れるために。

　みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような──』




　が、そこで文字が一度途と切ぎれ、ぐじゃぐじゃと乱れていた。

　そして次のページに、続く。




『あ、あの、なんか横から殴なぐられたので、追加します。

　ええと、だんごを食べながら、昼寝をしてればいいような世界を──一緒に作ろう。




　シオン。

　俺とおまえなら、やれるよ。

　やれる。

　だから、あー、とりあえずルシル自白させに、こい。俺らは、レムルス帝てい国こくの隣となりの国──ザロールのカクランって街で待ってるからさ。だから、一度会って、もう一度これからどうするか、考えよう。




　あ、それと、最後にもう一つ。

　フェリスからメッセージがあるから、それもよろしく。んじゃ、カクランで。会えるの楽しみにしてるよ。


ライナ・リュート』









　と、ライナからの手紙は、そこで終わっていた。ページにして、たった二枚の手紙だった。

　だが、さらにそこから、数枚の手紙がそこにあって。

　どうやらフェリスからの怒いかりの手紙が、残りに書かれているようだった。

　というか、フェリスからの手紙は、数文字で一ページを埋うめつくすような巨きよ大だいな文字で一枚を消費しており、それも、とんでもなく怒りのこもった字体で書かれていた。

　シオンはその、手紙を見る。

　するとそこには、血文字のような赤いインクで、こんなことが書かれていた。








おまえ！







早くウィニットだんご店を！








中央大陸に進出させろ！








殺されたいのか!?








フェリス・エリスより！











　という内容の、五ページ。

　その、手紙から顔を上げて、シオンは言った。

「とりあえず、ウィニットだんご店の支店をレムルス帝国に作ろう」

　すると目の前にいたカルネが、笑った。

「手紙のその部分、怖いですよねぇ」

「うん」

「こう、字体がおどろおどろしいですしね」

「凝こってるよな……あいつ、こういうのだけはすっごい頑張るんだよなぁ」

　なんて言いながら、シオンは別のことを考えていた。

　というか、いま、ライナからきた手紙には、とんでもないことが書かれていた。

　ルシルを、捕つかまえたのだという。

　あの、ルシル・エリスを。

　レムルスに力を封ふうじられてから、ここのところ自分の周りに現れなくなってしまっていたから、完全にどこかで動けなくなってしまっていると思っていたのだが、

「まさか、ライナを襲ってるなんてな」

　だが、あいつはいったい、なにを目的に、ライナを襲った？

　それがわからなかった。いや、ルシルの目的は、自分もほとんどわかっていないのだ。ルシルは、妹たちに、自分と同じようなバケモノが──《悪あく魔ま》の因子がいかないように、独りで全部を引き受けていたはずなのだが。

　その他の目的については、話してくれなかった。

　ただ、強くなる必要があると言っていた。

　この世界を引き受けるには──自分たちだけで、この世界のすべてを引き受けるには、すべてのバケモノを超こえることができるだけの力を喰くらい、手に入れる必要があると言っていた。

　そして現に彼は、そうしていた。

　だが、力を失ったいま、

「あいつを動かしているものは、なんだ？」

　それが、わからない。

「もっと身の上話しとくべきだったか？」

　まあ、あのルシルを相手に、身の上話もないと思うが。しかし、ライナはそれを、やるつもりらしい。それも、ルシルの妹と一緒に、自白の魔法まで使って。

　それはずいぶんと、

「おもしろそうだなぁ……」

　と、シオンは呟く。

　するとカルネがあきれたように、

「そう、言うと思いました」

「反対か？」

「いいえ。反対なら、この手紙は持ってきません」

「ふむ。じゃ、どうすればいいと思う？」

「ん～、僕なら、クラウさんには見せないで、勝手にいきますね」

「ほう」

「だってクラウさんは、絶対反対するでしょう？　あと、一緒にいくとなったら、それはそれで、話がこじれそうだし」

　その言葉に、シオンは笑う。

「ライナとクラウは、仲悪かったしな」

「あはは。だから……」

「おまえが手紙を持ってきた？」

「ええ」

「つまり、おまえが一緒にいってくれるのか？」

　するとそれに、エスリナがカルネの肘ひじを、そっと触さわったのが、見えた。不安げな表情。

　当然だ。ライナたちのところとはいえ、いくのは罠わなが張られているかもしれない、敵地のど真ん中なのだ。

　シオンはそれを見つめ、それから、

「……あ～、おまえはいいや。どうせ書類仕事に疲つかれたから、外に出たいだけだろう？」

「えー」

「バユーズを連れてくよ。クラウには秘密にする必要がある任務だっていえば、あいつは喜んでついてきてくれるだろうし」

「ああ、それはけっこういい案ですね」

「バユーズと、強化兵を連れていく。それに、俺が死んだところで、ローランド帝国は回るっていうのはもう、このあいだ確認できたしな。そういう意味じゃ、これは重要案件じゃない」

　という言葉には、しかしカルネは同意しなかった。

「もう、そういう状じよう況きようじゃないと思いますけどね。あなたはこの世界で、もっとも重要な歯車のように、思えます。じゃなきゃあんなにミラー先せん輩ぱいは大切にしない」

「……そうかな？」

「ええ。でも、それはライナさんも、そうです。だから会ってきてください。会って、この世界をどうにかする糸口を見つけてきてください」

「……糸口、ねぇ」

　と、シオンは呟つぶやいて、もう一度手紙を見る。

　ライナがきてくれといっている日付は、一週間後の夜だった。

　明後日ならさきに兵を派は遣けんして、待ち伏ぶせすることもできるが──

「…………」

　もう、そんな小細工をするつもりは、なかった。

　ライナの言う通りだから。

　この世界はもう、人間同士でくだらない争いをしている暇ひまは、ないのだから。

「……よし。じゃあ、それまでにやらなきゃいけない仕事を、全部片付けるか。あ、カルネ」

「はい」

「バユーズを呼んでくれ。クラウには内ない緒しよでな」

「わかりました」

　そう言って、カルネが踵きびすを返す。執しつ務む室を出ていく。

　シオンはそれを見送ってから、立ち上がる。

　隣りん国ごくの街へ一週間後までにいくとなると、それなりの用意が必要なはずだった。どれくらいの規模の兵を連れていくか、などはバユーズに任せるとしても、

「旅の準備は、いるよな」

　と、自分の着ている、ローブのような服の胸の部分をつまむ。

「少なくとも身分は隠かくせるような服。それに、万が一戦せん闘とうにまきこまれても大だい丈じよう夫ぶなだけの、戦闘服か。といっても、もう、あいつらレベルの戦闘には、俺はついていけないが。勇者の力すら、ないしね」

　と、手を差し出す。

「剣けんよ」

　そう、呟いてみる。

　だが、力は発現しない。剣は、生まれない。

　それに、

「役立たずの、ただの人間だ」

　と、ひどく嬉うれしそうに笑って、席を離はなれる。

　執務室を出て、廊ろう下かを進むと侍じ従じゆうが二人、控ひかえている。

　そのうちの一人が聞いてくる。

「あの、どちらへ？」

　だがそれに、シオンは言う。

「いやー、ちょっと仕事しすぎで疲れたから、散歩いってこようかなって」

「ではわたくしも……」

「いやいや、この塔とうからは、出ないから、ここにいてよ。一人で考え事がしたいんだ」

　と、ついてこようとするのを、制す。

　だが本当は、ちょっと街に出るつもりだった。今回の旅に必要なものを、用意する必要があるのだ。

　たとえば、この国の人間に見えるような、服装だとか。

　もしくは、どうやらお怒いかりらしい、だんごの女神さまへの、貢みつぎ物だとか。

　それを、他人に任せるわけにはいかない。今回のこの件は極秘のものだし、なにより、他人に買いにいかせただんごではきっと、女神様は満足しないだろう。

　だから、

「……どこのだんご屋が、うまいかなぁ。いや、だんご屋ってもう、国内にできてたかな？　なかったらどうしよ」

　なんて言いながら、シオンは塔を降り始める。

　そしてその、彼の足取りは、ひどく軽かった。








　第四章　幼馴染み




　場所は一気に北上する。

　北大陸の、さらに北部にある、辺境の地。

　グランスレードという名の、本当に小さな村。

　そこが、ガスターク帝てい国こくにとっての、首都とされていた。

　もちろんそう思っているのはレファルや、その周辺にいる幹部たちだけで、本当の首都機能はもっと利便性のいい、巨きよ大だいな都市にうつってはいるが。

　しかし、レファルたちにとってはこの、グランスレード村が、世界の中心だった。

　その、村の中でも一部の限られた者たちしか知らない場所。

　レファルと血けつ縁えん関係にある、桃もも色いろの髪かみを持った者たちしか知らない、聖せい洞どうの奥に、レファルはいた。

　ここにはかつて、グロウヴィルという名の剣けんが封ふうじられており、それを抜ぬくには、生いけ贄にえを捧ささげる必要が、あるはずだった。

　だが、それは過去の話だ。

　レファルはその剣を抜くために、すでに生け贄を捧げてしまっている。

　桃色の髪を持った、仲間たちの命を。

　家族の命を捧げ、彼は、この剣を手に入れた。

　剣を手に入れてからの、世界の見え方はもう、いままでとはまるで別物だった。

　昼夜を問わず、命令がくるのだ。

　異次元に存在するという、『司祭』とかいう名の神からの命令がくるのだ。




　勇者を殺せ。

　悪あく魔まを殺せ。

　女神を殺せ。




　勇者と悪魔は遥はるか遠くに棲すんでいるようでほとんど会うことはなかったが、女神はありとあらゆる場所に存在した。

　それこそ、大国の王に取り憑ついて、人間を食い散らしているようなものもいた。

　だからこそ、彼は剣を抜いたのだが──

「…………」

　レファルはそっと、その、神を斬きることができる剣に、触ふれる。グロウヴィルという名の、背中に負った長大な剣に。

「…………」

　だが、いま、その剣は沈ちん黙もくしている。神を殺せ。狂くるった神を殺せと命じ続けていた、その剣は沈黙している。

　なにが起きたのかはわからないが、しばらく前から、この世界にあれほど溢あふれ返っていた女神どもも、いなくなってしまった。

　勇者の気配も、悪魔の気配も、感じられない。

　なにより、自分たちにこの剣を与あたえたといわれている、司祭からの圧力が、ない──

　だが、なにが起きたのかが、まるでわからなかった。

　だからここに戻もどってきたのだ。

　この、始まりの地に。

　司祭の棲む、異次元世界へと繋つながっているといわれる、この聖洞に。

　と、そこで、

「レファル」

　背後から声がかけられる。

　その声だけで、それが自分の幼おさな馴な染じみのものだと、わかる。

　リルだ。

　リル・オルラ。

　レファルが振ふり返ると、リルがゆっくりと歩いてきながら、言った。

「どうだ？　司祭の声は聞こえるか？」

　それにレファルは肩かたをすくめて、言った。

「いいや。まるでなにも、聞こえない」

「ふぅん。じゃ、ついに俺らは、クソみたいな神どもから、この世界を勝ち取ったのかね？」

　という言葉に、レファルは笑う。

「思ってもないくせに」

「はは」

　と、リルは隣となりにやってくる。

　そして、足あし下もとを見る。

　そこはかつて、グロウヴィルが封印され、刺ささっていた場所だった。刺さっていた場所は、桃色の、不気味な光を放っている。

　だが、それだけだ。

　触さわってみても、踏ふんでみても、なにも起きない。

　彼は背中の剣を引き抜き、まるで元あった場所に戻すかのように、その桃色の光にグロウヴィルを突つき立ててみるが、しかしやはり、なにも起きない。ただ、剣を突き立てた隙すき間まから、相変わらず桃色の光が漏もれ出してくるだけで。

　そしてその、桃色の光を見下ろして、リルが言う。

「……この色を見ると、いつも気分が悪くなるんだよなぁ」

「なんで？」

「だって、あれだろ？　この桃色の世界からきた奴やつらと交まじわったから、俺らの髪は、こんな色なんだろ？」

「まあ、そうなんじゃないか？」

「なんかそれ、気分悪くないか？　自分の細さい胞ぼうに、不純物を混ぜられてるみたいで」

「……ああ、確かにな」

　そう考えれば、気分は悪くなるかもしれない──と、レファルは思う。

　それからリルのほうを見て、言う。

「だが、戻ってきたのは間ま違ちがいだったな。どうやらここにはもう、なにもなさそうだ」

「そうか。じゃあ、どうする？」

　その問いに、レファルは答える。地面に突き立てられたグロウヴィルにそっと触れながら、

「……俺は、別に世界が欲しいわけじゃ、ないんだよ」

　するとリルが、なにをいまさら、という顔で、言ってくる。

「知ってるよ」

「ただ、バケモノからこの世界を救う必要があると思った」

「ああ」

「伝承じゃ、ほうっておくと女神がなにもかもを食い潰つぶすらしいし」

「ああ。で、その女神を止めるはずの勇者も暴走して、悪魔と結けつ託たくして世界を潰してしまう、だろ？　俺たちの間じゃ、有名なお伽とぎ噺ばなしだ」

「ああ」

「で、おまえはそれを止める決意をした」

　それにレファルは笑って、肩をすくめる。

「司祭に誘ゆう導どうされたんじゃないんなら、確かに俺の決意だ。だが、司祭からの干かん渉しようがなくなったいま……」

　するとリルがこちらを見つめ、言ってくる。

「前に進む理由を失ったか？」

「どうかな。少なくとも、この間一度、グロウヴィルで司祭を斬りつけて、ちょっとだけ胸にたまってたもやもやは晴れたけど」

「ふむ」

「だがまあ、そのせいでこの世界をどうにかできたとは、思えない。この、急に神からの干渉がなくなった状じよう況きようは──」

　それに、リルがうなずいた。

「他の誰だれかの、仕し業わざだな」

「ああ」

「で、それが誰なのか？　いいことなのか、悪いことなのか、それがわからない」

「そうだ」

「まずいな。俺たちは比ひ較かく的てき、人間の中じゃ進んだ情報を持っていると思ってたんだが」

　それにレファルは、笑って言う。

「まあ、他にも頑がん張ばってる奴はいるしなぁ。あの、悪魔王とか呼ばれてるライナも、勇者と決別して、別の国を立ち上げてるし」

「ああ、おまえの恋こい敵がたきの？」

「は？　恋敵とかじゃねぇよ。最終的にはおまえ、キファは俺のものだぞ？」

　という言葉に、リルが鬱うつ陶とうしげにこちらを見る。

　それにレファルは言う。

「おまえが振った話題で、余談にいくなって顔するなよ」

「はは」

「ま、気持ちはわかるけど。なんせいま起きてる事態は、俺らが想定してないものだったしな」

　と、桃色の穴から剣を引き抜き、背中に戻しながら言う。

「あきらかにいまの状況は、俺らが聞かされてたお伽噺とは、違う。寂さみしがりの悪魔は、勇者に喰くわれたがるはずなのになかなかそうならない。それどころか、どうやらバケモノどもが敷しいたレールから、必死に外れようとしてる様子すら、ある」

「ああ」

「リル。おまえはもう、ライナに……」

「会ったよ。馬ば鹿かみたいにいい奴だった」

「…………」

「仲間を殺すな。ここじゃ死ねない。魔ま眼がん保持者を殺さないでくれ──って、叫さけんでた」

　それに、レファルは隻せき眼がんの瞳ひとみを細め、薄うすく笑って、

「……魔眼保持者を、殺すな、か。そりゃあ、あれだな。恨うらまれてんだろうなぁ」

「…………」

「ごめんな、リル。おまえにばかり、汚よごれ役を……」

　が、遮さえぎってリルが言う。

「剣に生いけ贄にえとして捧ささげて、手足失くしてる奴がなに言ってんだよ。そりゃ、俺たち全員が、おまえに対して思ってることだ」

　その言葉に、レファルは自分の義手と、義足を──そして失われている瞳を意識して、笑う。

「俺のは別に、たいしたこたねぇよ」

　その言葉は、本当だった。

　自分の肉体が失われていくのは本当に、どうでもよかった。

　なにせその力を使って、大量の命を奪うばっているのだから。なら、それくらいの代だい償しようは、仕方がないと思う。

　だが、怖こわくなるとしたら、

「……俺らがやってたことには」

　意味が、あったのか？

　ということだった。

　司祭からの命令で、正しいと思って動いていたが。そしてそれしか、選せん択たくできる道はなかったが、それでも、あれほどたくさんの人間を殺して、殺して、殺したさきで、突とつ然ぜん神からの干渉がなくなってしまうと。

「……狂った神を殺すために必死に戦ってきたが、俺たちの行こう為いは、正しかったのか？」

　と、うめくように、言った。

　もしもそれが意味をもたない行為だったのなら、もう、この世界のどこにも顔向けができないとすら、思う。

　するとリルが言った。

「それ、いまさら悩なやむか？」

　それにレファルは答える。

「人を殺して悩まない奴は……」

「クズだって？」

「ああ」

「ま、それはわかるけど……仕方ないこともある。自分たちの欲よく望ぼうのためにやってるわけじゃないんだ。必要だと思う、最善の道を俺たちは進んでる」

「でも、それが間違っ……」

　が、そこでどんっと肩をたたかれる。そして、

「俺たちは人間だ。毎日間違えるよ。でも、間違えるのが怖いからって、進むのは止められない──とか、偉えらそうに言ったのは、おまえだったと思うが」

「…………」

「まあ、俺かリーズぐらいにしかおまえは愚ぐ痴ちらないから、愚痴りたきゃいくらでも愚痴っていいけどな。なんだ？　他になにか、愚痴りたいことあるか？」

　と言われて、レファルは言う、

「いや、まあ、あと愚痴があるとすれば、いまおまえが殴なぐった肩が、思いの外ほか痛いとかかな？」

「うっさい」

　と、リルは笑う。

　その、幼馴染みを見て、レファルは思う。こいつらがいるから自分は胸を張って、進み続けられている、と、そう思う。

　それから彼は笑って、続けた。

「……まあでも、おまえの言う通りだ。間違えるのを恐おそれて、歩みを止めるわけにはいかない。だからいまのこの状況にも対応する必要がある。なぜ、神がいなくなったのか？」

「ああ」

「これはいいことが起きる、前兆なのか？　それとも違うのか？」

「ああ」

「まあ、手がかりはないわけじゃない。司祭どもは、南のほうを気にしていた。遥はるか南の、塔とうを、グロウヴィルの力で斬きろうとしていた」

「……レムルス帝てい国こくの、塔？」

「ああ」

　と、レファルはうなずく。

「そこに勇者と、悪あく魔まと、女神が揃そろって、司祭の意に添そわない動きをしてたんだと。で、結果、こうなった──」

　世界から、神が消えた。

　なら、まずは、

「レムルスへいくか？」

　とレファルが言うと、リルが答える。

「いまはローランドの支配下らしいな」

「ああ」

「じゃあ、ローランドと手を結ばないと、近づけないだろ」

「う～ん」

「もしくはさきに、スフェルイエット民国と結ぶか？」

　それにレファルは腕うで組ぐみをして、聞く。

「おまえは、どっちも会ったことがあるだろう？　ライナ・リュートと、シオン・アスタール。悪魔と勇者、どっちが話が通じそうだ？」

　するとリルは少しだけ、思い出すような顔になってから、言った。

「……あ～、人間味があるのは、ライナかなぁ。ま、俺が出ていかなければ、の話だが。俺はあいつの大切なものを、たくさん殺しすぎてるから」

「ふむ」

「んで、シオンのほうは、護衛者が厳きびしいかな。俺の來らい獣じゆうを一いち撃げきで全部殺してきた」

「うへぇ」

「それに勇者に取り憑つかれて、ずいぶんと追い詰つめられた顔をしていた」

「そうか。シオンは勇者に操あやつられてるのか？」

　という問いに、しかし、リルは考えるように首をかしげて、言った。

「そうは、見えなかったな。必死に抵てい抗こうしているように見えたが、ぎりぎりだな」

「そうか」

「ああ」

「じゃあやっぱり、お伽とぎ噺ばなしとは、違うな。司祭の話とも、違う」

「ああ」

「ライナも、シオンも……いや、人間はみんな、必死に抵抗してる」

「ああ」

「世界を斬り開こうとしているのは、俺たちだけじゃない」

　するとリルはこちらを見て、

「そう考えれば気持ちが楽になるっていうなら、まあ、うなずいてやるけど？」

「はっ」

「だが、俺は家族以外は信じない。おまえや、リーズ、スイ、クゥ……この村の、仲間たちだ。誰かを信じて、裏切られ、その結果ミスをおかすくらいなら……」

　が、遮ってレファルは言った。

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。おまえに対する以上の信しん頼らいを、他の奴やつには持たねぇよ」

　という言葉に、リルは笑い、

「女にはけっこう騙だまされるけどな、おまえ」

「女に騙されるのは楽しいから、いいんだ」

「はは」

　と、あきれるように笑ってから、リルは言った。

「で、どうする？」

　その問いに、レファルは剣を背中に戻もどしながら、言った。

「……ま、とりあえずは両面外交だな。まずはローランドだ。捕ほ虜りよがいたろ。確か、槍やりを使う、馬鹿みたいに強い、姉きよう弟だいが──」

「ああ、いたな。いまはストオルの首都の牢ろうに、監かん禁きんしてる。じゃあ人ひと質じち交こう換かんをして、様子を見るか？」

　それに、レファルはうなずく。

「それに応じるような、まともな国かどうかを、見る」

「いままでのローランドのやり口を見る限り、まともな国には見えないけど」

「まあ、それでも、だ。神の干かん渉しようがなくなったあとは、変わったかもしれない。で、次にスフェルイエット民国に対してだが──」

　しかしそこで、また背後から声がした。

　それは少女の声だ。

　その声が、

「レファル！　レファルレファルレファ～ル」

　と、うるさく繰くり返す。

　そしてその声を、レファルは知っている。というよりも、この聖せい洞どうに入れる者はすべて、レファルの家族のような者たちだけなので、あたりまえなのだが。

　彼は振ふり返って、言う。

「……おっまえ、俺はこの国の王様だぞ？　呼び捨てにすんなよ」

　するとそこには、一人の少女がいた。

　やはり桃もも色いろの髪かみに、勝ち気そうな表情。

　リルの、妹──クゥ・オルラだ。

　こいつは基本、『忘却欠片ルール・フラグメ』の鎌かまを使っていないときは口も態度も悪いのだが、そのクゥが言ってくる。レファルの言葉に不満があるような顔で、

「じゃあ女好き変態馬ば鹿か王様」

「もっと悪いだろうが」

「って、そんなことしてる場合じゃなかった。スイ兄ちゃんが呼んでる」

「スイが？」

「なんかスフェルイエット民国から、手紙がきたって」

「ほう」

　と、レファルはリルと顔を見合わせ、目を細める。

「で、なんて？」

「なんか、手紙には、旧ストオル帝国の首都まで、スフェルイエットの王様が出向いてるからレファルと直接会わせてくれないか～とか、書いてあるらしくて」

「……はぁ？　スフェルイエットの王が、俺たちの領地に入ってんのか？」

「わかんない。スイ兄ちゃん、詳くわしく教えてくれなかったし」

　と、彼女は詳しい情報は知らないらしい。

　それにレファルは隣となりのリルに聞く。

「どう思う？」

　するとリルは肩かたをすくめ、
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「さて。どの王がきたのか、でも変わるしなぁ」

「ああ、まあな」

　と、レファルはうなずく。

　スフェルイエット民国には、奇き妙みようなことに、王が三人も存在するのだ。




　悪魔王ライナ・リュートの他に──

　詐さ欺ぎ師しのヴォイス・フューレル。

『蒼あおの公ひ主め』という名の傭よう兵へい団の女王、ピア・ヴァーリエ。




　このうちおそらく、話すのが一番楽なのは、ライナ・リュートだろう。

　他の二人は、経歴や実績を見るだけでも、あまりまともに信用して、会話ができる相手とは思えなかった。

「ま、俺は女を相手に話すほうが楽しいけどなぁ……んで、スイはどこだ？」

　と、レファルは歩き出す。

　するとクゥが言う。

「外で、手紙の伝達役を捕ほ縛ばくしてる」

「ほう。ってか、スイじゃなきゃ捕つかまえられないほどの、手て練だれだったのか？」

「ん～、と、いうより……まあ、いいからいったらいいじゃん」

「あ？　なんだよそれ？」

「いいからいいから」

　と、クゥに背中を押される。

　そのまま、聖洞から、出る。

　しかし外には、スイ──ではなく、やはりレファルの幼おさな馴な染じみの、リーグルワーズ・ペンテストがいた。

　リーズはこちらを見つめ、それから手に持った手紙を掲かかげてくる。

「スフェルイエット民国が、さきに動きました。うちと同盟をしたいそうです」

「同盟？　ずいぶんといきなりだな。で、条件は？」

「なんでも、同盟のあかつきにはいま、この世界で起きていることの真相を教えてくれて、その上で協力してその問題にあたってくれるそうですよ」

「ふぅん。で、この世界で起きてることの真相ってのは、なんだ？」

「さぁ？　ただ、ストオルの首都へいけば、そこにヴォイス・フューレルがいて、教えてくれるそうです」

「あ～、きたのは詐欺師か。じゃ、話すに値しねぇな」

　それにリーズは微笑ほほえみ、

「そう、言うと思ってました。では断っても大丈夫ですね？」

　と、言ってくる。

　そしてそれにレファルはうなずこうとして、それから、

「…………」

　リーズを、見つめる。

　続いて、横にいたクゥを見る。

　すると、クゥはなぜか、ちょっと驚おどろいたような目をさらに大きく見開き、それから、そらす。

　それをレファルは見つめ、

「……なんだぁ、いまの反応は」

「…………」

　しかし、クゥは答えない。

　だが無視して、再びリーズのほうへと目を向ける。

　そして、

「おまえ、なんか隠かくしごとしてるだろ？」

　と聞くが、やはりリーズは顔色一つ変えずに、

「私がレファルに隠しごとをしたことなんて、一度でも……」

　が、言葉が終わる前に、レファルは一歩、前に出る。リーズが持っていた手紙に、手を伸のばす。

　リーズはそれに、抵てい抗こうする。

　手紙を奪うばわれないように後方に下がる。さらにレファルを殴なぐろうとする。どうやら、その手紙をレファルに見せたくないようだが、

「ざっけんな！　その手紙、見せろ！」

　レファルは怒ど鳴なる。顔は殴らせるが、しかし、それと引き替かえにリーズの手を、手紙ごとつかむ。

　そして手紙を、奪った。

　すると、

「あ～あ」

　と、困ったような声をリーズがあげるが、無視で手紙を開いてみる。

　すると手紙にはこんなことが書かれていた──




『はい、こんにちは。

　私はスフェルイエット民国で、総統とう括かつ元首をしている、ヴォイス・フューレルという者です。

　このたびはガスターク帝てい国こくのみなさまに、耳寄り情報を提供しようと思い、手紙を出させていただきました。




　まず一つ。

　あの、悪あく魔ま王が統治する、こわーいスフェルイエット民国と、同盟できるチャンス到とう来らい！　という情報。




　二つ。

　私たちはいま、この世界から神が消えたことについての情報を持っています。同盟国になれば、それについても聞けちゃうわけです。




　三つ。

　こちらから出向かせていただきます。私ヴォイス・フューレル自身が、あなたがたの領地、旧ストオル帝国の首都へと、向かわせていただきます。




　四つ。

　一いつ緒しよに、神だなんだと名乗るバケモノどもへどう対応するかの、協議をしましょう。あなたがたは事情に詳しい方々だと思うので、もう、あまり時間がないことは、わかっていると思います。




　最後に。

　この手紙の伝達役を、あなたが大好きな女の子に任せました。そしてその彼女は、いま、私に毒を飲まされています。解げ毒どく薬やくは私の手元に。この同盟への誘さそいを無視するのはかまいませんが、そのとき彼女は死にます。もしも、人質を殺されたくなければ、言うことを聞いて会談の場所へきてください。

　きてくれさえすれば、悪いようにはしませんよ。





スフェルイエット民国総統括元首　　ヴォイス・フューレル』



　なんてことが、書かれていて。

　それにレファルは、目を大きく見開く。

　そして、言う。

「おい、スイはどこだ？」

「…………」

　リーズは答えない。

「この手紙の伝達役を、どこにやった？」

　と、レファルはリーズを、にらむ。

「キファは、どこにいる？」

　とそう、聞く。

　するとリーズも、こちらの視線をにらみ返して、言う。

「……まあ、そういう反応になるとは思ってましたが……そしてこのことを最後まで隠すつもりもありませんでしたが、陛へい下か。すでにあなたは、正しい結論にたどりついていますよ」

「あ？」

「詐欺師を相手に、会談をするなど、愚おろかにもほどがあります。それも、すでに相手は罠わなを張り巡めぐらせたあとでしょう。なにせ単独でガスターク帝国の領土の中に入り込んできているのですから」

「…………」

「さらに、人質も用意している。あなたを動どう揺ようさせる方法を、きっちりと踏ふんできている。だから、細かい情報をださずに、決済に必要なだけの情報だけ見せて、聞いた。この同盟を、どう思いますか？　と。で、あなたはさっき、なんと言いました？」

「…………」

　レファルはそれに、リーズをにらむ。

　確かに自分は、この同盟は受けない、と、そう言った。詐欺師を相手に、相手の掌てのひらの上で交こう渉しようをするなんてのは、馬ば鹿かのやることだ。

　だが、それでも、

「キファはどこにいる？」

　と、聞く。

　するとリーズは首を振ふり、

「会わせませんよ。会ったらあなたは、揺ゆらぐでしょう？」

「いいからキファの居場所を……」

「そうじゃなくてもあなたは」

「いいから、言え。わかってるだろ？　俺は揺らがない」

「…………」

「この剣けんを──グロウヴィルを抜ぬくときに、俺はおまえの祖母の命を生いけ贄にえに捧ささげた。たくさんの家族の、仲間の、命を捧げた。そしてそのうえで、この剣で数え切れないほどの人を殺した。それを背負った上で、惑まどう？　揺らぐ？　なんだ、そりゃ」

「…………」

「……そしておまえはそれを知っている。俺はキファを……キファ・ノールズを、必要なら、殺せる」

「…………」

「でも、おまえはキファを俺から隠した。それは、なぜか？」

　と、レファルは言う。

「理由は簡単だ。キファの姿を見たら、俺が傷つくからだ。揺らがないからこそ、無む駄だに傷つく。だから、隠したんだろう？　俺が、余計な痛みを感じないように。だが、そりゃ余計なお世話だ」

　するとそれに、リーズが困ったように、言った。

「……キファ・ノールズは、死にかけてますよ？　哀あわれなほどに、苦しそうで」

「……ああ～、そりゃ、やっぱ傷つくな」

「ほらぁ。だから……」

「でも、会おう。必定な情報が得られるかも知れない」

「…………」

　するとそれに、リーズが手を上げる。方向は、村の治ち療りよう院のほうだった。一応、キファを治療しようと試みてくれたようだった。

　その、リーズの指差したほうを見て、レファルは笑う。

「ってかリーズ。おまえ、俺に対して過保護すぎだぞ？」

　と言うと、背後でリルが言ってくる。

「いつまでもレファルが子供っぽいのが悪いんだよ」

「あ？」

「事実だろう？」

　なんて言われて、レファルは笑う。

　そのまま、歩き出す。

「んじゃ、ちょっといってくる」

　それにリーズが、真しん剣けんな顔で、

「駆かけ落ちとか、しないように」

　馬鹿なことを言う。

　それにレファルは笑って、

「はは、それもいいなぁ」

　治療院へと、向かった。







　村の治療院は、あまり大きくない。

　当然だ。

　こんな小さな村に、大きな設備など必要がない。そうじゃなくても、かつてのストオル帝国から侵しん略りやくで、村の人間はかなり殺されてしまっているのだ。

　だから、治療院は小さくても、まるで問題がなかった。

　その治療院の診しん療りよう室にあるベッドに、キファは寝ねかされていた。

　意識はない。

　呼吸も、荒あらい。

　顔は真っ赤で、おそらくは体中に、毒がまわっているのだろう。

　そのベッドの隣となりにはこの治療院の医者と、スイがいた。

　スイが、こちらを向いて、驚おどろいた顔になる。

「ああ、結局リーズは居場所を、しゃべったんですね」

　それにレファルは笑って、言う。

「あいつはそういう奴やつだよ」

「あなたのことが、好きですからね」

「はは、俺もあいつのことは好きだよ。本人には絶対言わねぇけど」

　と、再びキファのほうへと目を向ける。

　するとスイが答える。

「悪いです。手紙を渡わたして、すぐに倒たおれました。そのときにはもう、限界を超こえていたようでした。手紙を読むまではなにかの病気かと思ったのですが……」

「毒、か？」

「ええ」

「聖せい洞どうでの治療は……」

　が、それには医者が答える。

「聖洞は、体の欠損は直せるが……」

「毒は無理か？」

「そもそも、なんの毒かが、わからない。おそらくは、中央大陸のほうの、未知の毒だろう。ここじゃ治療のしようがない」

　と、いうことだった。

　それにレファルはうなずいて、それから、

「よし、状じよう況きようはわかった。二人とも、出ていいぞ」

　と、言う。

　すると医者はうなずいて、出ていく。

　続いてスイが、こちらを見つめ、

「ですが一応、彼女も……」

「敵だ。わかってる。もう、何度もこいつには裏切られてるしな」

「……ならいいですが。一応、武器や、『忘却欠片ルール・フラグメ』などは持っていないようです」

「ふむ。わかった。ありがとう」

「はい」

　と、スイが頭を下げて、やはり診療室を出ていく。

　レファルはそれを確認してから、ベッドのわきにあった椅い子すを引き寄せ、座る。

　そして苦しげなキファのほうを見下ろし、

「苦しいか、キファ」

　と、聞く。

　もちろん、彼女は意識を失っているので返事はないが──

　その彼女の顔を見つめ。

「…………」

　結局最後まで、ライナという男を裏切らなかった彼女の顔を見つめて、

「あーんな男の、どこがいいんだろうねぇ」

　と、笑う。

　そのまま、手を伸のばそうとする。彼女の綺き麗れいな赤い髪かみに。苦しそうな頬ほおに。細い、首に。

　だが、それらに触ふれようとして、やめる。

　触れる資格は、ないから。

　彼女に触れる資格は、ないから。

　なぜなら自分は、彼女を見殺しにするのだ。

　大義のために。

　世界のために。

　自分は、彼女を選ばない。

　だから触れるのをやめて、

「……悪いが、キファ。俺はおまえを救えないぞ。スフェルイエット民国とは、結べない」

　そう、言おうとした。

　だがそこで突とつ然ぜん、キファは目を開く。

　髪と同じ色の赤い瞳ひとみが、こちらをとらえ、口くち許もとがにやっと笑う。

「ひっさしぶり、レファル」

「あ？」

　と、レファルは少し驚く。

　が、キファは無視でむくっと起き上がる。さっきまでの苦しそうな様子が、まるでうそのようで──

　それにレファルは、あきれたような顔で、

「はぁ？　おまえ、毒は？」

　と聞くと、キファはまた、にっこり笑う。

　それに彼は顔をしかめて、

「くそ、また嘘うそかよ」

「あはは、レファルは優しいから、好きよ」

「おまえの好きは、こえーよ。それに、おまえが好きなのは、ライナ・リュートだけじゃねぇか」

　するとその言葉に、うんざりするほど嬉うれしそうに微笑ほほえんで、キファは言う。

「ふふ。そうだね。私が大切にしてるのは、ライナだけ。で、今回もライナのためにここにきたんだけど……」

「帰れよ」

「って言われても、出たらあの、スイとかリーズとかいうのに、捕つかまっちゃうもーん」

　それにレファルはもう、疲つかれ切った表情でため息をつく。そのままベッドをどんっと蹴けって、後ろに下がる。

　するとキファはびくっと怯おびえるように肩かたをすくめ、

「あ、怒おこらせちゃった？」

　と言ってくるので、レファルは答える。

「美人と狭せまい部屋にいたら襲おそいそうになるから、我が慢まんしてんだよ」

「あはは。相変わらず優しいね」

　それにレファルはキファをにらみつけて、言う。

「まじで殺すぞ。ってか、じゃあ、これはなんだ？　なにしにきた？　どこまでがほんとで、なにが嘘だ？　第一、こんな危ないことをやれって、ライナ・リュートが命じ……」

　が、キファは首を振ふる。

「ううん。ライナはこんなこと絶対命じない。これは私の独断でやってることだよ」

「独断？」

「私と、ヴォイス君の二人で考えたこと」

　というのに、レファルは顔をしかめる。

「嘘つきコンビか」

「あはは。確かに私、嘘ばっかりついてるもんね。昔っから、そうなんだ」

　と、ちょっとだけ寂さみしげに、言う。

　その彼女の顔を見て、レファルはため息をつく。

「そういう顔に、騙だまされるんだよなぁ」

「あは」

「で？　だから、なんだよ。これはどういう状況だ？」

「どういう状況っていっても、手紙に書いたとおりなんだけど。私の毒以外の部分は、全部ほんとだよ。私たちはガスタークと同盟したい。いまの世界の状況が悪すぎるから、情報を共有しあって、一いつ緒しよにコトにあたりたい」

「……ふむ」

「そのために、同盟しませんか？　っていう話し合いを、ストオルでしたいなぁと」

　その言葉に、レファルは答える。

「嫌いやだって言ったら？」

「困るから嫌って言わないで」

「なんだそりゃ。おまえらの言うことをどうやって信しん頼らいする？　嘘ばっかりついてきたうえに、交こう渉しようにきてるのは詐さ欺ぎ師し組織で有名な、ヴォイス・フューレルだぞ？」

　するとそれに、キファはにっこり笑った。

「だから、私がいるんだ。ヴォイス君だけじゃ信用してもらえないだろうからって、頼たのまれたの」

「どういうことだ？」

　それに、キファはベッドから降り、立ち上がる。そして両手を広げ、こちらを見つめて、

「私が、人ひと質じちになりにきました～。もしも私が死んだりするようなら、きっと、ライナはヴォイス君を許さない」

「…………」

「ライナはそういう人だから。私と違ちがって……裏切り者の、私とは違って、絶対に仲間を裏切ったりしない人だから」

「…………」

「だから私には価値があると思う。私を殺せば、ヴォイス・フューレルと、ライナ・リュートの関係を完全に壊こわせる。スフェルイエット民国を、あっさり内側から崩くずせる」

　なんてことを、言う。

　そしてそれは、事実だろう。

　レファルが知っているライナという男の情報では、こんなやり方を許す奴ではないはずだった。

　それはキファの言葉を通して、もうわかっていることだった。

　リルが魔ま眼がん保持者たちを襲ったときに見た光景でも、わかることだった。

　そしてだからこそ、キファはあの男に惹ひかれるのだろう。誰だれよりも人間臭くさいから。魔眼保持者のくせに、誰よりもライナという男は、人間臭いから。

「……つまり、それほど今回の同盟に本気だ、と、伝えるためだけに、おまえは人質になりにきたのか？」

　するとあっさり、キファはうなずく。

「そう」

「おまえ、馬ば鹿かすぎるだろ。こんな危険な賭かけに……」

　が、遮さえぎってキファは言う。

「賭けじゃないよ。危険でもない。私はレファルを、知ってるもん」

「…………」

「レファルと二人きりで話せれば、大だい丈じよう夫ぶだって、知ってた。だからきたの」

「…………」

「それとも、殺す？　私を」

　と、キファは言って、かわいく笑う。まるで緊きん張ちようしていない、心配していない顔で、彼女は笑う。

　それが演技なのか、それとも本当にレファルを信頼しきっているのかはわからないが、

「殺すって、言ったら？」

「えーって叫さけんで、驚おどろくかな」

「その信頼しきった顔、やめろよ」

「ふふふ」

「俺のこと好きじゃないくせに」

「だから好きだって。ライナよりは好きじゃないだけで」

「ま～じでうぜぇなぁ」

　と、頭を抱かかえて、レファルはうめく。

　それからキファの足が、ほんの少しだけ震ふるえているのに、気づく。

　そしてそれで、自分が本当に、ライナと比べてまるで信頼してもらえていないことが、わかる。

　まあ、彼女にとっては当然のことだろうが。

「ああもう、いいや。座れ。足が震えてんぞ」

「え？　うそ？」

「殺さねぇよバ～カ。大事な人質だからな」

　するとそれに、キファはこちらを見つめて、笑う。

「あ、ちょっと傷ついた顔してる。でも、私が震えてるとしたら、殺されるかもしれないってことに怯えてるんじゃ、ないよ？」

「あ？」

「今回もまた、あなたを利用するから。ライナのために、利用するから、そしたら傷つけるなぁって思って……私が怯えてるとしたら、そこかな」

　などと、言う。

　また、それが嘘なのか、本当なのかは、わからない。

　だが、

「そうか。信じるよ」

　と、レファルは言った。

　するとキファはほんの少しだけ悲しげに微笑んで、言う。

「ごめんね」

「別にいいよ。おまえは悪くない。美人の言うことは、俺は基本信じるようにしてんだ」

「あはは」

「でも、ヴォイスとかいう奴やつの掌てのひらで踊おどるつもりは……」

　が、遮って、キファが言った。

「いいよ。話を聞いてくれるなら、会談場所はレファルが指定しても大丈夫」

「…………」

「ヴォイスとじゃなく、ライナと会いたいっていうのでも、いいと思う。とにかく時間がないから。この世界には、時間がないから」

　その言葉に、レファルは聞く。

「その時間ってのは、なんだ？　神々からの干かん渉しようがなくなった話も、おまえらはどこまで知ってる？　誠意を見せるために人質になったっていうんなら……」

　しかしそれも遮り、キファは言う。

「私が知ってることなら、全部話す。それを聞いて、あなたたちが協力してくれる気になるのなら」

「じゃあいま話せ。すぐに話してみろ」

　と、レファルが聞くと、彼女はコチラを見つめ、それから思考をまとめるように少しだけ言葉を止めたあと、言った。

「とある事件が起きて、神々からの干渉がなくなった。それでシオン・アスタールは正気に戻もどった。ライナは悪あく魔まの力を一時的に失った。女神はこの世界に干渉できなくなった。あなたはどうか、知らない。でも、とにかく神が消えた。干渉が止まっているタイムリミットは、一年。そしてその一年以内に、人間たちは神々に抵てい抗こうできるだけの力をつける。だから、争ってる場合じゃない。協力して」

　なんてことを言い出して。

　そしてそれは、とてもじゃないが簡単に信じられるような話ではなかった。

　あの、南の狂くるった勇者が、正気に戻る？

　そんな話を、

「誰が信じる？」

　が、キファが言った。

「なら私を殺せばいい。そうすればヴォイスとライナの関係は崩れる。スフェルイエット民国は簡単に潰つぶせ……」

　そこで、レファルは手を伸のばした。キファの首を、絞しめる。

　彼女はよけない。もちろん、彼女がよけられるような速さではなかったが。そのまま、強く彼女の細い喉のどを握にぎる。

「ぐっ」

　と、彼女は顔をしかめてうめく。

　その彼女に向かって、レファルは言った。

「おまえ、あんまりなめんなよ。俺はおまえを殺せるぞ？」

「……そう。ならなんで殺してないの？」

「…………」

「本当に殺せるとして、なら、なぜいますぐに殺さない？」

「…………」

「あなたも本当は、この話は聞いてみるべきだと、思い始めてるんじゃ……」

　しかしそこで、レファルはさらに首を、強く絞めつけた。それは息ができなくなってしまうほどに。

「ぐ、あ」

　彼女は目を、驚いたように大きく見開く。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。彼女は意識を失う。

　このままさらに絞めつければ、彼女は死ぬだろう。

　そうすれば、少なくともスフェルイエット民国は崩ほう壊かいする。

　だが、殺してしまえばもう、情報は手に入らなくなる。スフェルイエット民国との同盟の可能性も消える。

　さて、そのどちらが正しいのか？

　どちらが正しい王の選せん択たくする道か？

　それを考え、そして、

「……はぁ」

　と、小さくため息をついて、レファルはキファを、再びベッドに寝ねかせた。
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　今度こそ本当に、彼女は眠ねむっているはずだった。

　それを見下ろして、

「……リーズ！」

　と、怒ど鳴なる。

　するとすぐにリーズが部屋に入ってくる。

　それを見て、レファルは言う。

「おまえがそこで聞き耳を立ててんのはわかってたことだが、盗ぬすみ聞きは変態がやることだぞ？」

　しかしリーズは悪びれた様子もなく肩かたをすくめ、

「馬鹿息子むすこが、悪い女に引っかかってるので、親としては心配が尽つきないわけです」

「誰が親だよ」

「もちろん私がパパで」

　とそこで、リルも診しん療りよう室に入ってきて、言う。

「んぁ？　じゃあ俺がママか？　じゃあ、ママ登場～」

　などと半笑いの顔で言う。

　そのままリルはキファを見下ろして、

「ま～ためんどうなことになったな」

　リーズがうなずく。

「殺し合いのほうが、よっぽどわかりやすいんですけどねぇ」

　それにレファルは言う。

「どれが正解だと思う？　キファを生かすか、殺すか」

　リルが言った。

「少なくとも、ヴォイスとかいうのと話す必要は感じないね」

　リーズもうなずく。

「話すなら、ライナ・リュートでしょう。そうじゃなくてもヴォイスは、女神と繋つながっていたという情報もありますし」

　が、リルが遮って言う。

「そりゃライナも一いつ緒しよだ。ライナは悪魔と、シオンは勇者と繋がってる」

　そしてそれに、レファルは笑って、言った。

「で、俺らは司祭か？　どこの素す性じようも綺き麗れいじゃねぇなぁ」

　リーズが嫌いやそうにうなずく。

「でもま、つまりそういうことですね。キファ・ノールズの話が本当なら、神から干渉がないいまやるべきなのは、人間同士が一度集まって、情報を交こう換かんすること──」

「道理だけは通ってる」

　リルが言う。

　そして二人が、選択をしろといわんばかりにこちらを見てくるので、レファルはまた、ため息をついた。

「別にそんな顔でこっち見られても、俺も正解は知らないぞ？」

　するとリーズが笑って、言った。

「私たちだってそうです。だから、あなたについていく。我々が選んだ、王に」

「間ま違ちがったら？」

「このクソ王が、幼おさな馴な染じみじゃなきゃぶっ殺してるところだぞ！　って言いながら、殴なぐります」

「でも殺さない？」

「優しいでしょ？」

「死ね」

「はは」

　と、リーズが笑う。

　リルはもう、レファルが決断するのを、待っている。

　そしてそれに、レファルは思考を巡めぐらせる。どう動くのかを。どう進むのかを、決断する。

　そもそも、ローランド帝てい国こくか、スフェルイエット民国とは、同盟かなにかを結ぶつもりではいたのだ。

　だが、そのタイミングが問題だ。

　どちらが主導権を握っているのか。

　どちらが準備万ばん端たんに話を進めているのかが、重要だ。

　そしていま、スフェルイエット民国は先手をとってきている。

　なら、

「スフェルイエット民国は一度、無視しよう。同盟を結ぶ相手は、ローランドにする」

「ふむ。理由は？」

　リルからの問いに、レファルは答える。

「こっちにはいま、ローランドに効きく人質のカードが、どういうわけか二枚ある。キファ・ノールズと、ローランドからきた、槍やり使いの女」

「ああ、いたなぁそんなの」

　というリーズの言葉にレファルはうなずいて、

「二枚使って、ローランドと交こう渉しようしよう。本当にシオン・アスタールが勇者の呪じゆ縛ばくから解放されてるのなら──」

「人質は見捨てない？」

「さて、それはどうだか知らないが、それでも、反応は見れるだろう？　あいつらはまだ、俺たちに対しての準備もしてないだろうしな。だから俺たちから歩み寄って、主導権を取る。スフェルイエットとは、そのあとだ」

　それにリーズがうなずいて、言う。

「いいと思いますよ。では、それでいきましょう。ローランドへの交渉役は私が……」

　というのを遮さえぎり、リルが言う。

「リーズはスフェルイエットへいけよ。ローランドには俺がいく」

「え？　でも……」

「俺は魔ま眼がん保持者を殺しすぎた。だから、ライナとかいうのにはたぶん、俺は嫌きらわれてると思うからな」

「ああ、なるほど。じゃあ、そうしましょう。私はスフェルイエット民国を牽けん制せいに。リルは……」

「同盟をまとめてくる。レファルはこのまま──」

　それにレファルは、答えた。

「南へ進軍を続けろ、だろ？　どうせ全部の国が中央大陸にあるんだ。なら、中央大陸のどっかが会談の場になるだろうしな」

　そう言って、もう一度キファのほうを見る。

　するとそこで、リルがキファの体をかつぎ上げる。

「んじゃ、俺はこいつ連れてくぞ？」

「手て荒あらに扱あつかうなよ？」

「はは、じゃあ、優しくしよう。で、レファルを振ふった女が俺に惚ほれる。いつものパターンだな」

「吐ぬかせ」

　と、レファルは笑った。

　リルはキファをかついだまま、

「じゃあ、もういくわ」

　と、診しん療りよう室を出ていく。

　続いてリーズも、

「私も少し国を出て、この世界の変へん貌ぼうについてと、スフェルイエット民国について調べます」

　と、診療室を出ていきかけて、ふとこちらに振り向き、

「陛下は一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だから俺はガキかよ」

「はは、じゃ」

　今度こそリーズも出ていった。

　それをレファルは見送り、そして、再び椅い子すに座る。

　真っ白い天てん井じようを見上げる。

　キファの話では、世界は変わったのだという。

　とりあえず一年間は、神はいないのだという。

　そしてそれは、

「……俺がずっと、望んでた世界だが」

　いざそれが実現してしまったと言われても、すぐにどう行動していいのかが、わからなかった。

　だからこそ、司祭からの干かん渉しようがなくなった理由を探りに、すべての始まりの地であるこの、グランスレード村にやってきたのだが──

「どうやら答えは、ここにはねぇな。なら、答えはどこだ？」

　と、南のほうを見る。

　遥はるか南。

　遠い遠い、見たこともない、南大陸という名の大陸がある、南方の、端はし。

　そこにはローランド帝国が始まった場所があるはずで。

　そして、悪あく魔まと、勇者が、一緒になって閉じ込められていた世界へと繋がっている扉とびらがあるはずで。

　そしてその、南のほうへと目をやって、レファルは、

「……こ～りゃ、俺もローランドにいくことになるなぁ」

　と、小さく呟つぶやいた。








　第五章　昼寝と団子と王様と




「あー、なんか、なんかすげぇ昔を思い出すわぁこの感じ」

　なんて言いながら、ライナはベッドに俯うつぶせにうずもれながら、ぐったりしていた。

　彼がいまいるのは、狭せまい、安宿の一室だった。

　部屋にあるのはベッド、簡かん易いのテーブルと椅い子す。クローゼットだけ、という質素さ。

　古ぼけたカーテンと、開かれた窓の向こうへとぼんやり目を向けると、小さな商店街が見える。

　商店街といっても店は数軒けんしかなく、この、ザロール共和国という小さな国の中でもここは、それほど栄さかえた街ではないのだが──しかし、その数軒の中に田舎いなかだんごで有名な店がある、ということで、フェリスがここしかないだろう！　と言い出し、しばらくここに滞たい在ざいすることが決まった。

　そして、シオンとの待ち合わせの場所も、ここに決まった。

　待ち合わせは、今日の午後二時ごろ。

　いまの時刻は一時を過ぎたくらいなので、まだ、一時間ほどある。

　それにライナはぼんやりと窓の外を見つめながら、

「……シオンのやつ、きてくれるかねぇ」

　なんて、小さく呟いてみる。

　ちなみにいま、フェリスは例によって例のごとく、だんごを買い出しにいっているので、彼の言葉には誰だれも応こたえてくれない。

　開いた窓から風が入ってきて、ゆったりとカーテンが揺ゆれる。

　今日は空も晴れていて、気温も暖かいので、

「再会する日には、いいよなぁ。あんまり気持ちいい日和ひより過ぎて、寝ねちゃいそうだけど」

　と、彼は半眼で笑う。

　それからベッドの上で、くるっと体を回す。仰あお向むけになり、天井を見上げる。

　だが、彼が見ているのは、天井じゃない。

　頭の中にある、魔ま術じゆつ式だ。

　つい昨日までは、毎日徹てつ夜やで、魔術の研究に没ぼつ頭とうしていたのだ。

　それはリューラが残してくれた、魔術。

　ルシル・エリスを拘こう束そくしている、古語で編まれた魔ま法ほう。

　その、構築式を頭の中に展開する。

　もう、それは、読み解けば読み解くほど、複雑難解で、高度な魔法だった。現代の魔法式も組み合わされているので、おそらくはリューラが作り出したものだと思うのだが──

「親父おやじまじ天才過ぎんだろこれ……」

　と、彼はその、術式を思い出して、ため息をつくように、言う。

　なぜそこを省略できるのか、なぜそこが繋つながると思いつけるのか、もう、信じられないほどの細やかさですべての術式が繋がっていて。

　それでいてその術式には、個性のようなものも、あるのだ。リューラの癖くせのようなものも発見し、そしてそれで、ライナは、ローランド帝国の、『光燐くうり』という魔法がおそらくは親父が作ったものだと、気づく。

　あきらかにその癖があらゆるところに、見えるのだ。

　さらに現代の魔ま導どう科学ではとてもたどり着けるとは思えないほどに深く、深く、その魔法は深化していて。

「こ～んな難しいのを俺に解けっていうのがね、もう、なんか、怠なまけてないで勉強しろって親に言われてる気分になるよ」

　と、彼は笑う。

　それから指を動かす。リューラの魔術式を解く方法を、一いつ生しよう懸けん命めい考える。

　そう簡単には見つからないが──

「あ～、だめだ。めんどい。眠ねむい。だるい。っていうかいっつも言ってるけど、俺、頑がん張ばるとかほんとは苦手だからさー」

　と、解かい析せきをやめる。

　まあ、昨日も、一昨日おとといもずーっと解析ばっかりしていたので、シオンと再会できるかもしれない今日一日くらいは、休んでもいいと思うのだが──

「ああもう、めんどくせぇなぁ」

　と言いながら、彼は枕まくらを胸に抱えて、再び窓のほうへと目を向ける。

　指先だけ動かして、頭の中に展開している架か空くうの魔術式を動かしていく。

「こうして、こうきて、こう……きちゃだめか。だからこっちこうして……あれ、なんだこれ。なんかここに、意味がありそうだぞ。あー、なんだ、ええと、この古語はどういう意味だっけ……ちょっと、資料見ないとわかんねぇな。じゃあ、どうしよ。あ～」

　と、窓の外をぼんやり見つめたまま、言った。

「寝るか……」

　ライナは目を、閉じていく。

　昨日まで何日も徹夜して研究に没頭していたので、もう、いくら寝ても寝たりなかった。だから目を閉じた瞬しゆん間かんに深い、眠りが訪れようとして──

　そしてそこで、

「なーんでこんな日まで寝てんだよ」

　なんて声が、突とつ然ぜん降ってきた。

「…………」

　それにライナは薄うすく目を開ける。そして、窓とは反対方向へと、振り返る。

　すると彼がいる狭い部屋には、いつの間にやら一人の男が入ってきていた。

　そいつは勝手に椅子をベッドわきに移動させ、そこに座ってこちらを見下ろしてくる。

　長い銀色の髪かみに、意志の強そうな金の瞳ひとみ。

　シオン・アスタールが、そこにはいて。

　ライナはその、シオンの顔を見上げて、言った。

「……よーシオン。こないだぶり」

　それにシオンは肩かたをすくめて、

「ああ。あの塔とうで、おまえに殴なぐられてぶりだな」

「はは。殴られたこと、怒おこってんの？」

「いや。まあ、殴られるようなことは、したしな」

「ああ、したなぁ。もう、いくら殴っても気が済まないような悪い子だったよな、おまえ」

　とライナが言うと、それにシオンは笑い、

「そこまでじゃあないけどな。事情はいっぱいあったし」

「そう？　じゃあそれ、フェリスに言ってみろよ」

「え？」

「フェリスに、僕は全然悪くないんですーって、言ってみろ」

「あー、ボコボコにされそうだな」

「ほらなぁ。じゃ、おまえは悪い奴やつだったんだよ」

「ふむ」

「ほれ、謝ってみ。ほれほれ」

　と、ライナが言うと、シオンは笑ったままこちらを見て、

「な～んかいまので、完全に謝る気が失うせたよ」

「はは」

　と、ライナは笑った。そして上半身を起こす。もう一度窓の外を見て、

「ってか、もう二時か？　約束の時間すぎてる？」

　するとシオンも一いつ緒しよに窓の外へと目をやって、

「いや、ちょっと早くきたんだ」

　などと言うので、ライナは、

「あ、も～しかして俺らに早く会いたかったんだろ～？」

　と、にやにや笑いながらいじめてみる。

　だがそれに、やはりシオンは微笑ほほえみながらあっさり、

「ああ、そうだな」

　なんて言ってきてしまって。

　それにライナは、怪あやしむような目でシオンを見つめ、

「なんだよ。今日はずいぶんと素直だな」

「そう？」

「ああ」

「まあ、ずいぶんと疲つかれちゃってるからなぁ。おまえには殴られるし、国じゃ一回、牢ろう屋やに入れられるし」

「牢屋？」

「いやまあ、こっちの話だが……おまけに部下には説教されるんだよ。一人で背負い込んで仕事できるほど、おまえは完かん璧ぺき君じゃないよーって」

「お、そいつなかなかいいこと言うな」

「あはは。まあね、そりゃ、そうなんだけどさ……でもちょっと、疲れちゃったよ」

　なんて珍めずらしく、シオンは弱よわ音ねを吐はく。

　そしてそんな姿を見るのは、ライナは初めてだった。

　なにせこいつは、出会ったときからずっと、むかつくくらいになにもかもを気負っているような奴だったからだ。この世に起きるすべての悪いことを防げないのは、自分のせいだと思うような、変態だったからだ。

　だが、いま、こいつはあっさり弱音を吐いてしまって。

　そしてそれが、ライナは嬉うれしかった。

「やーっとおまえ、人間っぽくなったな。血けつ色しよくもいいし」

　するとシオンはこちらを見て、言う。

「ああ、まあ、『勇者』の干かん渉しようが、減ったからな」

『勇者』──それが、シオンを蝕むしばんでいた、バケモノの名前だった。そいつがなんの目的で、なにをしようとしていたのかはいまいちわからないが。しかし、

「……そうか。そりゃよかった」

　とだけ、ライナは言った。

　これからきっと、『勇者』や『悪あく魔ま』、神と呼ばれる正体不明のバケモノたちに対してどうしていくかの話を、死ぬほどするはずだが、いまはそれについては話さない。

　ただ、

「元気なら、よかったよ」

　とだけ、ライナは言った。

　するとシオンも微笑んだだけで、もう、なにも言わない。

　それにライナは聞く。

「おまえ一人できたの？」

「まあね」

「不用心すぎない？」

「敵国の王がくるのに、昼ひる寝ねしてた奴に言われたくないよ」

　という言葉に、ライナは言う。

「敵国の王？　誰だれそれ？　俺が待ってたのは、ただの友達だけど？」

　その、言葉に、シオンはこちらを見つめてまた、

「……はは」

　と、笑った。そのままシオンは疲れたように椅い子すに背中を預け、天てん井じようを見上げて言う。

「なあライナ」

「んー？」

「あの」

「うん」

「相談しなくて、ごめ……」

　が、遮さえぎって、ライナは言った。

「おまえは最初っからそういう奴だったから、いいよ。謝るな」

「だが」

「いいから。俺だって、同じようなもんだったから」

　と、過去の自分について、ライナは思う。自分の瞳から逃にげて、シオンのことも、フェリスのことも受け入れなかった、自分のことを。

　結局、同じだったのだ。

　あまりに辛つら過ぎて、自分のことで手て一いつ杯ぱいで、手をさしのべてくれている人間に気づかず、なにもかもを背負い込んで。

　でも結局最後は、馬ば鹿からしいほどに人は一人じゃ生きられないと、気づく。

　どれだけ自分を強いと思っても、一人じゃやっていけないと。

　誰かと笑わないと。

　誰かと泣かないと。

　誰か、自分が好きだと思った相手に、そばにいてもらわないと、生きる意味すら見つけられない。

　だからライナは言った。

　シオンを見つめ、そして、かつて自分が言ってもらった言葉を、言った。

　フェリスに言ってもらった言葉を。シオンに言ってもらった言葉を。

　疲れ切っている親友を見つめて、一言。

「おかえりシオン」

　するとシオンはこちらを見つめ、それから少しだけ泣きそうな顔になり、そして、こう言った。

「ただいま」

「戻もどんのが遅せぇよ」

「だな」

「だがまあ、おまえも戻った。じゃあこっからは、俺たちが主導権を取る番だ」

「ああ」

「神だかなんだか知らねぇけど、人間をなめんなよっての。全部ぶっ壊こわして、俺が昼寝だけしてりゃいい国を作ってやる」

「はは、おまえその野望、昔っから言ってるもんなぁ」

　と、シオンが笑う。

　それにライナは言う。

「あ、ちなみにその、昼寝王国の王様はシオン、おまえな？　俺、働くの嫌いやだし」

「え？　ああ～、まあ、いいけどさぁ。でもだんご昼寝王国って言わないと、フェリスが怒るんじゃないの？」

　と、言った瞬しゆん間かん、まるではかったかのように、だんごの女神様が現れた。

　部屋の、入り口。

　そこから、

「こらぁああああああ！　おまえら、おまえらなに勝手に再会している!?」

　それにライナは、入り口に立っている、絶世の美女のほうへと目を向ける。

　フェリスだ。

　彼女は両手に大きな袋ふくろを持っている。中身はおそらくは、だんごだろう。あんな量のだんごを、三人で食べられるとはとても思わないのだが。

　ライナは言う。

「や、フェリス。おかえり」

　続いてシオンが振ふり返って、それから少しだけ緊きん張ちようした面おも持もちで、

「あー、いや、あの、フェリス。久しぶ……」

　が、そこでシオンの言葉は止まった。

　いや、強制的に止められた。

　フェリスの姿が、消える。いや、消えたと思えるほどの速さで、動く。

　それにシオンは反応できない。

　あっと、思ったときにはもう、フェリスの膝ひざ蹴げりがシオンの顔面に入っていて、吹ふっ飛ぶ。壁かべにぶつかる。倒たおれる。

　それを見下ろし仁に王おう立だちのフェリスは、

「久しぶり過ぎるだろうが、この馬鹿が！」

　と、怒ど鳴なる。

　それにシオンは、膝蹴りで少し赤くなった頬ほおをおさえながら、言う。

「あの……」
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「謝れ！」

「えーと、ごめんなさい」

「もう二度としないか!?」

「うんと……」

「うんとじゃなぁあああああい！」

　また、蹴りが入った。

　それにライナは、

「うわぁ……」

　と、半笑いで二人の様子を、見つめる。

「まあでも、そうなるよな。俺も塔とうで殴なぐってるし」

　それどころか、フェリスはシオンと会うのはもう、本当に久しぶりなのだ。

　まだ、それはローランドにいたころで。それも、突とつ然ぜんライナを殺した、とシオンは言い出し、さらにフェリスを無視して、面会しないようにしたのだ。

　それ以来、初めての再会なわけで。

　ライナは、フェリスのほうへと、ちらっと目を向ける。すると彼女の青い瞳ひとみには、ほんの少し、涙なみだがたまっているのが、見えて。

「愛だなぁ」

　ずいぶんと暴力的な愛だけど、と、笑う。

　それに床ゆかにくずおれたシオンが、こちらを見上げて、

「その愛に、いま殺されそうなんだけど？」

「おまえが悪い」

　と、ライナが突つき放はなすと、シオンは絶望するような顔で、

「ちょ、助け……ぎゃぁああああああああああああああ！」

　シオンがまた、殴られる。

　それから、

「わ、わかった！　俺が悪かった！　もうしないから、殴るな！」

「本当か!?」

「ほ、ほんとに」

「本当の本当か!?」

「うん。次同じことになっても、絶対に相談するから」

「なら、なら中央大陸へのウィニットだんご店進出も確約するか？」

「え？」

「え、じゃなぁあああああい！」

　とまた殴られて、

「ぎゃぁああああああああああ!?」

　シオンは吹っ飛ぶ。

　その、昔よく見た光景にライナはへらへら笑い、それから窓の外へと目を向け、ベッドに寝ね転ころがり、

「ほいじゃもっかい昼寝するから、終わったら教え……」

「おまえも勝手に寝るんじゃなぁああああい！」

　怒いかりの矛ほこ先さきが、突然こちらに向く。

　殺気の塊かたまりが背中に近づいてくるのが、わかる。

　そしてそれに、ライナはぼんやりと半眼のまま、

「あ～、昔と同じ展開ならまあ、そうなるって思っ……ぎゃぁああああああ!?」

　吹っ飛んだ。




　　　　◆




　場所は変わる。

　安宿の一階にある、食堂。

　そこで、ライナとシオン、そしてフェリスは三人で、フェリスが買ってきただんごを食べていた。

　宿の主あるじにはシオンが金貨を握にぎらせて、しばらく出ていってもらっているので、いまこの宿には、三人しかいない。

　その、三人が、もしゃもしゃとだんごを食べる音が響ひびく。

　とそこで、シオンが言った。

「ああ、けっこう美う味まいね、これ」

　それにフェリスが言った。

「当然だ。おまえがくるというから、昨日からだんご店の主人と何度も作り直したものを出しているからな」

「へぇ。そんな手間かけてくれてたんだ」

「そうだ。にもかかわらずローランドの馬鹿王ときたら、ウィニットのだんごを手て土産みやげに買ってくるということすらしないクズでな」

「……あ～、いや、俺もそれは考えたんだけど、レムルス帝てい国こくの首都にいたから間に合わなかったんだよねぇ。おまけにレムルスにはまだ、だんご屋さんがなくてさぁ」

「だんごの店がない国など、ろくなもんじゃないな」

「はは、そうだね。でもほんと、これも美味いよ。フェリスが淹いれてくれたお茶も美お味いしいし」

　という言葉に、フェリスはまんざらでもないという様子で、

「ふむ」

　と、うなずく。

　そのままだんごを食べる。

　そこでシオンが、言う。

「で、まあ、そろそろ本題なんだけどさ……ルシルっていま、どこにいるの？」

　それにライナは言った。

「ここにはいねぇよ？」

「あ、やっぱり？　それって俺が奪うばうとかそういう心配？」

　が、ライナは首を振る。

「んな心配はしてねぇけど」

「いやいや、少しは心配しろって」

「それ心配してたら、ここにはこれねぇだろ？　どうせ最後はおまえは裏切らないって、信じ切って動くことにしてんだから」

「えー。ちょっと重いんだけど？」

　とシオンが笑いながら言うのに、ライナも笑う。

「もう遅おせぇよ。俺らを仲間にしたのはおまえなんだから。仲間にしたからには、責任取れ。な？　フェリス。そうだよな？」

「うむ。そうだ。ライナにしては珍めずらしくいいこと言ったな」

「いやー、俺は最近わりかしいいこと言ってるだろ？　言い過ぎで疲つかれちゃったよ」

　そんな二人のやりとりに、シオンはもう、あきれたようにため息をつく。

　それから、

「じゃあまあ、俺が裏切る心配がなかったとして」

「次裏切ったら殺すしな」

　というフェリスの言葉にぎこちなく相づちをうって、シオンは続ける。

「ルシルはどこで、なにしてる？」

　それにライナは答える。

「スフェルイエットの首都に作った、俺の研究室に入れてあるよ。拘こう束そくされてっから栄養補給とかもできないし、それをできるようにって、いくつかの魔ま法ほうをかけて、仮か死し状態にしてある」

「なるほど。それで……これからおまえは、どうするつもりだ？」

　という問いにも、ライナは言う。

「それが、ルシルを拘束してる魔法って俺の親父おやじがかけたんだけど……」

　それに、シオンが言う。

「リューラ・リュートルー元公こう爵しやくか」

「あ、知ってんだ」

「有名だからな。ローランドの魔法大系の基き礎そを、ほぼ一人で築いた天才。ローランドの歴史を、貴族たちを操あやつって陰かげで操作していた亡ぼう霊れい」

　それに、ライナはほんの少しだけ困ったように笑って、言う。

「なんかそれ、全部俺のためだったらしいぞ」

「へぇ。愛されてるじゃないか」

「なぁ～」

「あんなにおまえ、僕誰だれにも愛されてないのにー！　って騒さわいでたのにな？」

「はは、殺すよ？」

　と言うと、横からフェリスが、

「こいつはひどい甘えっ子なんだ」

　それにシオンが笑って、

「はは、毎日フェリスに膝ひざ枕まくらしてもらってるとか？」

　と楽しげに言ってくるので、無視してライナは話を続けようとするが、それをフェリスが許さない。

「それどころじゃないぞ？　すぐにいつも隠かくし持っているほ乳にゆう瓶びんをくわえて、バブーバブー言い出してひどいものだ」

「あー、そっち系ね」

「どっち系だよ！」

　と、ライナはとりあえず、軽く怒ど鳴なっておく。もう、いまのを含ふくめて、あまりに懐なつかしい展開過ぎて──

「……えーと、これ何分くらい続ける方向かな？」

　と聞くと、フェリスが言った。

「おまえが望むなら、一時間くらいはやってやっても……」

「長なげぇよ！」

　と、突っ込こんだ。

　それにシオンは笑って、続ける。

「で、おまえの父親が拘束の魔法をかけた？」

「うん。だけどその、魔法が複雑過ぎてさぁ」

「おまえでも解かい呪じゆできないほどなのか？」

「ああ。知らない術式も多くて。でも、解決の糸口的なものを、親父が用意してくれてて」

「糸口？」

「ああ。術式の中に、答えがある場所が書かれた地図があってさ。なんかそこにいくと、リューラの研究室があるんだって」

「ほほう」

「そこいけば、リューラが使ってた古語を使った魔法の秘密とかもわかりそうだから、ちょっといってこようと思ってるんだけど、一いつ緒しよにこねぇ？」

　と、聞く。

　それにシオンは笑い、

「まるで飲みに誘さそうみたいに、気安く言うなぁ。だから俺は敵国の……」

　が、遮さえぎってライナは言う。

「ああもう、そういうのいいんだって。そんな場合じゃないのはもう、わかってんだろ？　一年しか猶ゆう予よねぇんだぞ？」

　するとシオンは、うなずく。

「まあ、そうだけど。で、その研究室ってどこなんだ？」

「それがさぁ、ローランドでさ」

「ローランド？　っていうと、やっぱり……」

「うん。俺たちがずっといたとこ。ローランドの首都、レイルード。あれ、でもいまは首都って……」

　それにシオンはうなずく。

「ああ。移った。中央大陸に進出するにあたって、レムルス帝国にあったあの塔とうがある街を首都にすることになった」

「ふむ。まあじゃあ、旧首都な。レイルードの、貴族たちが棲すむ区画にあるらしい」

「でも、リューラ・リュートルー公爵の屋や敷しきはもう……」

「ない？」

「ああ」

「まあでも、魔法でカムフラージュしてて見えないようになってる上に地下らしいから、いまもあるんじゃねぇかな。親父そういうの、ミスしないだろうし。ってかさ、ちょっと聞きたいんだけど」

「うん？」

「こんな状じよう況きようになったいま、貴族たちって、どうなってんの？　俺がローランドにいたころはまだ、貴族の勢力と争ってたよな？　その貴族たちっていまは……」

　するとそれに、シオンが答える。

「いまもいるよ。ただ、反対するやつは……」

　そこで、一度言葉が止まる。それから言い難にくげに、

「……粛しゆく正せい、した」

　と、言った。

　それにライナは、言う。

「……まあ、仕方ねぇよ」

「…………」

「必要だったんだろ？」

「…………」

「それに俺の手も、もう綺き麗れいじゃない。まあ、話は聞いてるだろうが……」

　と、ライナは言いながら、自分がしたことを、思い出す。

　それはゲイルフィックラント帝国の領地で、ガスターク帝国の兵とぶつかったときのこと。

　ライナはそこで、レファル・エディアが振ふるった、グロウヴィルとかいう名の兵器を防ぐためだったとはいえ、数十万の人間を、殺してしまった。

　おまけにそれをするために、母親の命まで、生いけ贄にえに捧ささげているのだ。

　そしてそれを、後こう悔かいはしない。

　必要だったから。

　仲間を守るために。自分の見える範はん囲いにいる、大切な人たちを守るために、必要だったから。

　そしてきっと、シオンもそうだった。

　誰も、進んで誰かを傷つけたいだなんて、思っていないはずだから。自分ができる限りの、最大限の正しい道を進んだのだから。

　だがそれでも、その、犠ぎ牲せいの上に立って。

　無数の屍しかばねの上に立って、へらへら笑っていてもいいのかどうかは、わからないけれど。

「…………」

　ライナは、シオンを見る。

　そして、言った。

「もう過去は戻もどらない。だけど、俺らが仲間に戻れば、無用な争いは減らせると思う。どうかな？」

　するとそれに、シオンは自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべ、

「ライナは、強くなったなぁ」

　などと言ってくるのでライナは肩かたをすくめて、言った。

「おまえが俺を突つき放はなすからさぁ。もう、無む駄だに強くなっちゃったよ」

「はは」

「でも、過去は戻らない。死んだ仲間も、殺した敵も、生き返ったりしない。なら、生き残った奴やつらはその死を背負って進む義務があんだろ？」

「…………」

「だから頭使おうぜ。とりあえず俺は親父の研究室を調べる。そのためにレイルードにいきたい」

「うん」

「だからおまえの部下に、邪じや魔まさせるな。貴族たちの棲む区画に、俺をいかせろ」

　それに、シオンはあっさり、うなずく。

「いいよ。できる。というか、俺もレイルードに帰ろうと思ってたところなんだ」

「へ？　そうなの？」

「ああ。それどころか、ルークとミラーもいま、レイルードに戻ってるんだ」

「へぇ。なんで？」

　そう聞くと、シオンがちらっとフェリスのほうを見てから、言った。

「いや、その……フェリスの実家にさ」

「む？」

　フェリスが口いっぱいにだんごをくわえながら、顔をあげる。

　それにシオンが、続ける。

「エリス家の屋敷の奥に──『堕ちた黒い勇者アスルード・ローランド』の死体があって」

「は？　死体？　って、勇者の死体があんのか？」

　それにシオンはうなずいて、言う。

「で、俺、そこでルシルと契けい約やくしたんだよね……ローランドの王になるって。んで、ローーランドの王になるってのは、『勇者』の因子を体に取り込むことでさ。取り込むと、人間を捨てるってことになるんだけど……」

「ってちょっと待ったちょっと待った！　なんだよその話。あの、全然聞いてないんだけど、いつの話だ？」

　続いてフェリスがだんごを飲み込み、お茶を飲み干してから、言う。

「うむ。私も聞いていないぞ。兄様にも、聞いていない。うちの奥に、バケモノの死体があるのか？」

「うん」

「そこでいったい、なにが起きてる？」

　それに、シオンが答える。

「エリス家はそこで、代々勇者の死体を守ってるらしいんだ。で、王の血を引く、王になれる可能性がある候補者はそこで、勇者バケモノをどれくらい受け入れられるかの、ジャッジを受ける」

　と、いままでまるで聞いたこともない話を、ライナは聞いて、

「ほぉ」

　と、思わず声がでる。

　それに、シオンが続ける。

「で、俺もそこで、ジャッジを受けたんだよねぇ」

　するとフェリスがシオンを見つめ、

「それはまさか、あのときか？」

　と、言う。どうやらフェリスには、その、シオンが勇者を受け入れたときの心当たりがあるようだった。

　そしてその問いに、シオンはうなずく。

「ああ、たぶんそう。フェリスがいくなって、言ってくれたときの」

「やっぱり、そうか」

　彼女の表情が、曇くもる。

　それにライナは聞く。

「って、話ついてけてないんだけど……それっていつの話？」

「ふむ。まだ、私とおまえが会ってないころの話だ。おまえと会うのはそこから、二年以上あとになるはずだ。たぶん、シオンがエスタブール王国の魔ま法ほう騎き士し団とぶつかった戦場から帰ってきて、すぐのことだから……」

　とそこで、

「あ～」

　と、ライナは過去を、思い出した。

　エスタブール王国の魔法騎士団とぶつかった、あの戦場のこと。

　それはシオンやキファの前で、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走したときのことだ。

　トニーや、ファルや、タイル、仲間たちが皆みな殺ごろしにされて。

　牢ろう屋やでキファが泣いて。

　シオンが、すべて自分が悪いと思い詰つめるような顔をしたときの、こと。

　確かにあのとき、すべての歯車が回り始めたような気がする。

　あの戦場で、ライナとシオンは、あまりの自分たちの力のなさに、絶望した。

　そしてだからこそ、こいつはルシルの提案を受け入れたのだろう。

　それはもう、何年も前の話。

　もう戻らない、過去の話。

　それを思い出して、

「なんか、力がないって、だめだなぁ。振り返ると取り返しのつかないことばっかりだ」

　うんざりしたように、言った。

　するとシオンも、

「はは、そうだな……」

　と、自嘲気味に笑って、うなずく。

　とそこで、フェリスがこちらを見つめ、淡たん々たんと、

「なのにおまえらときたら、自分ばかり不幸面づらですぐいなくなるからな。力がないくせに助けも求めず一人で背負いこんでいなくなって、結局だめで泣いて、で、それをいちいち探し回る私の身になったことが、一度でもあるのか？」

　なんてことを、言い出して。

　その、あまりの正論っぷりにライナとシオンは、顔を見合わせる。それからお互たがい、自分の身に覚えがあることを頭の中に思い浮かべるような顔になってから、

『あの、言葉もないです……』

　同時にそう、言った。

　するとフェリスはうむっと満足気にうなずき、

「よし、つまり今後は二人とも私の奴ど隷れいということか？」

「え、あ、いや……」

　と言いよどんだシオンの顔面に、投げられた椅い子すがぶつかる。

「ぎゃぁああああああああ!?」

　またこの展開だった。

　続いて彼女はこちらを見て、

「さて、おまえはどうだ、ライナ」

　と聞いてくるので、ライナはそれに微笑ほほえんで言う。

「はは。楽しそうだな、フェリス」

「ん？」

「シオンが帰ってきて、嬉うれしい？」

　それにフェリスはもう一つ椅子を持ち上げながら、にやりと笑って、

「ああ。嬉しい」

　あまりにも素直にうなずく。もう、こんな美少女が、こんなに素直に笑っていたら、普ふ通つうの男なら恋こいの一つや二つはしてしまいそうなものだが。

「……こ～れで椅子が飛んでこなけりゃ完かん璧ぺきな美少女なんぎゃぁああああああ!?」

　結局、そうなった。

　そのままライナは床ゆかに倒たおれる。

　すると先に床に倒れていたシオンが言ってくる。

「……いや、すっごい懐なつかしいんだけど、このままじゃ体もたなそうだなぁ」

「まだまだこんなもんじゃないけどね」

「ふむ。じゃあま、そろそろ俺も、本気で仕事狂きようのいじめっ子王っぷりを復活……」

「やめて」

　とライナは言うが、シオンはにやりと笑って、立ち上がる。

　それから手を上げて、

「やあやあ、みなさんお待たせしました。最近じゃあれです。回りが優ゆう秀しゆうな部下ばっかりで俺が言う前に働く奴ばっかりだったので頑がん張ばる必要がまるでなかったのですが～、今日からはまた、怠なまけ者とだんご大好き女が仲間に加わったので、いつものあれでいきます」

「だからやめて」

　という言葉も無視で、シオンは言った。まず、フェリスのほうへと目を向けて、

「あー、フェリス。僕は君が好きだから、ウィニットだんご店を中央大陸に進出させよう計画に、国の予算を使おうと思ってるんだ」

「なっ!?　それは本当かシオン!?」

　と、フェリスがあっさり取り込まれる。まあ、こいつを取り込むのは本当に簡単なのだが。

　シオンは楽しそうに、続ける。

「だーがー、その予算を作るにはやっぱり、国が発展しないとだめだよねー？」

「ふむ。そうだな」

「そのためには、僕の親友であるライナ・リュート君が、昼ひる寝ねしてる場合じゃないよね？」

「間ま違ちがいないな！」

「なので～、今日からライナ君にはまた、徹てつ夜やで仕事してもらいまーす」

　なんて、言う。

　本当に楽しそうに、言う。

　そしてシオンが楽しそうならもう、まあいいかな、と、あまりに長く離はなれていたせいで思いそうになるが、しかし、こいつの仕事狂っぷりに付き合うとどんなことになるのか、ということを思い出して。

「……ああ～、ちょっと待って待って。その展開はやっぱ」

　が、遮さえぎってシオンが言う。

「フェリース」

「ん」

　と、フェリスが腰こしの剣けんを抜ぬく。その剣けん先さきが首筋にぴたりと突つきつけられて、

「……すまないライナ。これはもう、避さけようのない、運命なのだ」

「なにが運命だよ！　だんごのためだろうが！　ってか、シオン」

「うん～？」

「一応言っとくと、最近の俺って結構働くのよ？」

「ほほう？　どれくらい？」

「あー、なにげにこないだも、徹夜で研究してたし」

「ふむ。何日徹夜？」

「あー、二日くらい？」

「ばっかライナ。徹夜ってのは十日からを言うんだよ！　五日過ぎたあたりから脳内麻ま薬やくが出てきて、うおおおおってね、ハイになってきてね」

　それにライナは、以前にこいつと二人で過ごした、ローランドの執しつ務む室に籠こもって十日徹夜で仕事しては半日だけ家に帰してもらえるという、地じ獄ごくのような日々を思い出して──

「あ、シオン」

「ん？」

「やっぱ仲直りはやめよう。戦争だ！」

「はっは～、いまさら遅おそいでーす。おまえが俺に会いたいって言って、迎むかえにきたんだから責任取れよ。徹夜で責任取れ」

「うえ～」

　というのにフェリスも、

「そうだそうだ。ウィニットだんご店のために、死ぬまで働け！」

「うぇええ～」

　とうめきながら、ライナは笑う。

　それから床に倒れたまま、半眼で二人を見上げる。

　二人とも本当に嬉しそうにしていて。

　まるで、失った時間を必死に取り戻もどそうとしているかのように、昔よくやったやりとりを再現しようとして。

　しかしこれが続くのは、一年なのだという。

　神からの干かん渉しようを防げるのは、たった一年だけなのだという。

　ならそれを、

「……ぶっ壊こわさないとなぁ」

　ライナは小さく、呟つぶやく。

　するとシオンが聞いてくる。

「ん？」

「いや、なんでも。めんどくせぇから、寝ねたいなぁって言った」

「はは。おまえらしいな」

「でもまあ、やらんとね。んじゃ、とりあえず動こう。レイルードへいく」

　と、ライナはひょいっと立ち上がる。そして、

「俺は親父おやじの研究室へ。おまえは、フェリスの実家にいるっていう、ルークたちと合流するか？」

　が、シオンは首を振ふった。

「おまえと一いつ緒しよにいくよ。リューラ・リュートルーの研究室と、エリス家。両方いこう」

「ふむ。そか」

「ああ」

「じゃ～、おまえすぐ出発できんの？」

　すると少し大きな声で、

「おーい、バユーズ！」

　と、呼びかける。

　すると宿のそとから一人の男が入ってくる。シオンが指を鳴らす。

　現れたのは、二十代中ごろぐらいの、ローランド帝てい国こくの軍服を着た男だった。階級章は、確かあれは、元げん帥すいを表しているはずだ。

　編みこんだ茶色い髪かみに、茶色の瞳ひとみ。見た目は好青年風だが、口くち許もとが妙みように皮肉げな男だった。

　それをライナは見て、

「……結局部下連れてきてんじゃん」

　するとシオンは肩かたをすくめ、

「一人しか連れてこないようにするのも、結構大変なんだぞ？」

「そりゃ～お偉えらいですね」

「まあね。なんせ王様だからね」

「って俺も王様らしいけどな」

「フェリス連れてきてるじゃん」

「あ～。確かにねぇ」

　なんて言いながら、その、皮肉げな男を見る。するとその男はこちらをにらむように見つめてから、

「で？　いかがいたしましょう？」

　それにシオンは言った。

「馬車を頼たのむ。俺はこいつと一緒に、レイルードに戻る」

「護衛は？」

「この二人が強いから、大だい丈じよう夫ぶだ。あ、それとこのことも、俺が旧レムルス帝国領を出て、南大陸に入るまでは……」

「赤髪の馬ば鹿かには秘密、ですか？　もちろんです。あのスケベ男に教えてやることはなにもありません」

　と、妙に嬉しげに言って。

　それにライナはシオンのほうを見る。

「赤髪って、クラウ？」

「そそ」

「あいつとクラウ、仲悪わりぃの？」

　するとシオンは楽しげに、

「いやー、バユーズはエスタブール出身だからさぁ……」

　というので、もう、全部わかった。

　かつてエスタブール王国の姫ひめだったノア・エンがクラウと仲がいいので、エスタブール出身の兵たちは全員クラウが嫌きらい、というのはもう、有名な話だった。

　だからライナは、

「んじゃまぁ、クラウによろしく」

　と言うと、その、バユーズと呼ばれた男はこちらを見つめ、それからこちらに頭を下げて、

「はい。あなたも陛へい下かの安全を、どうかよろしくお願い──」

　が、言葉の途と中ちゆうで、バユーズは動いた。

　前に一歩、踏ふみ込む。手にはナイフ。そのナイフが跳はね上がってくる。

　動きはかなり速い。戦せん闘とうの技術もかなり高そうで、エスタブールの魔ま法ほう騎き士し団よりも、強いかもしれない。

　だが、

「……ふむ」

　と、ライナはそのバユーズの、ナイフを持った腕うでをあっさりつかむ。ひねる。さらに横からフェリスが、バユーズのもう片方の腕を、つかむ。

　それでバユーズは拘こう束そくされてしまう。

　それを確認してから、ライナは半眼でシオンを見つめ、言った。

「さて、こりゃどういうことかな？」

　それにシオンは肩をすくめ、

「さぁ？　護衛が本当に強いか、確かめたんじゃないか？」

　と言うと、バユーズがこちらを見下すように見つめて、言った。

「ふむ。まあまあだな」

「ってあっさり腕つかまれててその余よ裕ゆうさなによ？」

　が、鬱うつ陶とうしげにその、ライナの手をバユーズは払はらう。それから、言った。

「だがおまえは、ローランドの王の身を守るんだ。その自覚をちゃんと持っているか？」

　などと言われるので、ライナは答える。

「あー、いや、自覚って言われても、俺もスフェルイエット民国の王様なんだけどね」

　瞬しゆん間かん、バユーズの目が、大きく見開く。それから問い詰めるような顔でシオンをにらみ、

「スフェルイエットって、まさかこいつはあの、悪あく魔ま王ですか!?」

「あー、いや」

　それにバユーズはシオンをにらみ、

「……これは少し、話が違ちがいすぎますね。内密に、昔なじみに会いにいきたいから──と聞かされてましたが」

「あ、それはほんとだぞ？　ライナとフェリスは昔なじみ……」

　が、遮って、

「陛下！　おたわむれが過ぎます！」

　と、怒ど鳴なられる。

　それにシオンは困ったように笑い、それから、

「な？　このおたわむれが過ぎる感じを、クラウに報告しないっていうのが、いいだろ？」

　瞬間また、バユーズの表情が、変わる。

「あ……」

　と、なぜか嬉うれしげになって、それからすぐに厳きびしい顔に戻り、

「そういう問題では……」

「でもこうなったことは、カルネ経由でルーク、ミラーへも報告はいってる。そしてライナと一緒にレイルードで合流することに……」

「いま、目の前でこんなに嘘うそをつかれたあとでは、信じられません」

「じゃ、カルネに聞けよ」

「…………」

　それに、バユーズは不ふ機き嫌げんそうにシオンをにらみ、

「まあ、陛下が国を捨てて、逃にげたりはしないでしょうから、問題はないとは思いますが」

「じゃ、馬車を用意してくれ。あ、それと、俺がいない間の国の運営についてだが──国境線の維い持じはクラウ。国外との交こう渉しようをカルネ。首都機能の移転作業を、おまえと、ノア・エン嬢じようでやってくれ」
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　という言葉に、バユーズが驚おどろいた表情になる。

「ノア様に？」

「ああ。彼女は国家運営の知識も豊富だからな。うまくやってくれるだろう」

「ですがそれは……」

「なんだ？　それともおまえは、かつての主あるじの能力に、自信がないか？」

　が、それにバユーズは笑って、言う。

「いいえ。当然、絶対の自信を持っています。ですが本当にいいのですか？　もしも私が裏切ったら──この地に再び、エスタブール王国を復興させようと……」

　が、遮さえぎってシオンは言った。

「いいよ、別に」

「は……？」

「俺よりいい国が作れるなら、誰だれが王でもいい。だから好きにやれ。一番いいと思うことをしろ」

　と、無茶苦茶なことを言い出すシオンに、バユーズはためらうような顔で、

「陛下は……少し、変わられましたか？」

　と、聞く。

　それにシオンが笑ってライナのほうを見て、

「どうかな。まあ、一年限定で、人間に戻もどったから、そこは変わったかもしれないが」

　もちろんそれに、バユーズはわけがわからない、という顔になるが、無視してシオンは歩き出す。

　食堂から出ていこうとする。

　その後ろ姿に、ライナは聞いた。

「どこいくのよ？」

　するとシオンは軽い足取りで食堂を出ていきながら、

「長旅になるだろ？　だから商店街で買い物してくる。なんか買ってきてほしいものある？」

　という問いに、

「だんご」

「枕まくら」

　と、二人は答える。

　それにシオンは笑ってから、

「あと、うまいもん買っていきたいよなぁ。それと……あ、酒とかいるかな？」

　などと言うので、ライナは答えた。

「あんま最初っからはしゃぐと、あとで寝ね込こむぞ？」

「はは。ま、じゃ、二時間後に出発ってことで」

　と、そういうことに、なった。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　南大陸を縦断する旅は、最悪だった。

　シオンが無む駄だにはしゃぎ、フェリスが各地でだんごを買い食いした。

　金の使い過ぎで旅費が足りなくなり、途と中ちゆう途中の村や町で、税金を取り過ぎている領主の蔵くらを襲おそったり、闇やみ金きんの方々を殴なぐって金を奪うばったりと──まあ、なんか昔よくやっていたようなことをまたやった。

　旅の期間は、二か月だった。

　ローランド帝てい国こくの旧首都レイルードは、南大陸の中でも南なん端たんに位置しているので、戻るまでに、それだけの時間がかかってしまった。

　残り時間が一年しかない中の、二か月。

　それはかなり長いが、しかし、ライナはそれを、あっという間に感じた。

　三人でいると、時間が流れるのがひどく速く感じた。




　そして神々が目覚めるまで、あと七か月。




　ライナと、シオンと、フェリスは──かつてのローランド帝国の首都へと、戻ってきた。








　第六章　ローランドに、帰還す




　また、いつもの安宿だった。

　宿屋の女将おかみがライナを見て、

「あれぇ、あんたずいぶん見かけなかったけど、レイルードに戻ってきたのかい？」

　そんなことを言った。

　ライナはそれに頭をかきながら、

「いやー、それが一度馬ば鹿か上司に仕事クビにされてさぁ。でもまた雇やとわれることになったから、戻ってきたよ」

「あらあら、ずいぶんと大変だったのねぇ」

　という言葉に、ローランドを出て、まさか別の国の王様にまでなってしまった日々のことを思い出し、

「まあでも、仕事ねーってふてくされて、昼ひる寝ねばっかしてたけどね」

「あはは。まああんた、うちにいたときも、寝てばっかだったしね」

「はは」

　と、笑いながら、まるで自分の家のように宿に入る。二階を見上げて、

「部屋って空あいてんの？」

「空いてるよ。というか、あんたの部屋はね」

「うん」

「前と同じように、ずーっとどこぞの誰かからお金が払われ続けてて、だから他の人は入ってないんだよ」

　なんて、女将が言う。

　それにライナは、女将のほうを振ふり向いて。

「そか。いや、俺の元上司は……」

　シオンは、ほんとは俺が戻ってくると、ずっと思ってたのかなぁ？

　なんて一人、思う。

「ま、いいけどね。じゃ、使うよ」

「はいよ。また長くなるのかい？」

　という問いに、ライナは肩かたをすくめる。

「どうかな。長いかもしれないし、短いかもしれない。でもどんだけ長くても、七か月くらいだと思うけど」

　そう言いながら、階段を上っていく。

　宿はもう、前にいたときとまったく変わっていなかった。

　商店街にある路地を、奥へ入ったところにある、寂さびしい場所。

　客はほとんどいない。

　おそらくシオンが金を払はらい続けてなければ、

「……倒とう産さんしてんじゃないの？」

　と、彼は苦笑する。

　ライナは部屋に入る。内装も変わってない。ベッド。椅い子す。テーブル。フェリスが斬きりつけた壁かべの傷。ライナがフェリスにぶっ飛ばされた拍ひよう子しにあたって、壊こわれた箪たん笥す。

　その部屋の中に、荷物を放り込む。

　それからカーテンと窓を開く。

　窓の外の通りには馬車が停まっている。

　その馬車の馬に乗ったフェリスが、

「まだか？」

　と言ってくるので、ライナは彼女を見下ろして、答える。

「いやー、長旅でちょっと疲つかれたからさ、昼寝していい？」

「ふむ。まあ、いいだろう。シオンも一度王宮に帰ると言っていたしな。なら私はウィニットだんご店にいってこよう」

「ああ、そうしろそうしろ。あ、俺のぶんも」

「まかせろ。あ、ライナ。ちょっと聞いてくれ」

「ん？」

「私はいま、あの、夢にまで見たウィニットだんご店のだんごを食べられることに、少しドキドキしている」

　という、いまいちなんの宣言がわからない言葉にライナはうなずいて、

「あ～、そりゃ、よかったな」

「うむ！」

「じゃ、寝るわ」

「私はだんごを買ってくる！　戻ったら一いつ緒しよに王宮へいくぞ」

「寝てたら起こさないでね」

「それは知らん」

「えー」

　とそこで、フェリスが馬に鞭むちを入れる。馬車が走りだす。

　それをライナは見送り、部屋を振り返る。寝慣れたベッドとの久しぶりの再会に、

「やぁ～、ほんとに疲れてっから寝たいところなんだけどね～」

　しかし、彼は寝ない。

　窓を閉め、それから部屋を出る。そのまま宿も出て、歩き出す。

　彼が向かうのはかつて、ローランドの貴族たちが棲すんでいた区画だ。

　しかし貴族たちはだいぶ粛しゆく正せいされて、貴族たちの棲んでいた区画の半分くらいは、一いつ般ぱん市民に開放されているのだという。

　だが、彼が向かうのはいまも貴族たちが棲んでいる区画だった。

　通かよい慣れた王宮への道をライナは進んでいく。

　そのすべての光景に、思い出がある。

　当然だ。

　ライナはここで、育ったのだ。

　この首都の中で、軍に飼われていたのだ。

　そして軍の暗部にいたころ、ミルクや、ゾーラ、ペリア、ピアと出会った。

　ローランド帝国王立軍事特とく殊しゆ学院ではシオンや、キファと出会った。

　その、みんなが、未来に希望を持っていた。ライナを除いたみんなが、クソみたいな世界を少しでもなんとかしようと、頑がん張ばっていた。

「俺を、除いて、全員がね」

　なのにそこで、たくさんの死を見た。

　仲間たちの死を見た。

　みんな泣きながら死んでいった。

　死にたくないと叫さけんでいたと、思う。

　それでも自分は、逃にげ回っていた。現実と戦いたくないと。呪のろわれた自分の瞳ひとみと戦いたくないと、逃げ回っていた。

　なのに、それでも生き残って。

　馬鹿みたいに生き残って。

「ま～たここに、戻もどってきちゃうんだなぁ」

　なんて、呟つぶやく。

　商店街を抜ぬけ。

　平民が棲む、活気のある区画を抜け。

　王宮を囲むように貴族たちの棲む邸てい宅たくが並んでいる場所へと、やってくる。

　そこはひどく静かだった。

　まあ、昔からあまり人を見かけることのない地域ではあったのだが、しかし、

「……首都が、移転したからかなぁ」

　と呟きながら、彼は進む。

　そこからより、静かなほうへ、静かなほうへと、進む。

　そこはかつて、リューラ・リュートルー公こう爵しやく邸ていがあった場所のはずだった。

　だが、いま、そこにはなにもなかった。

　まるで呪われた地として扱あつかわれているかのように、建物はなく、広大な更さら地ちになっている。

　そこを見つめ、それから頭の中に記き憶おくしている、リューラが残してくれた術式を思い出す。ルシルを拘こう束そくするための魔ま法ほうに隠かくされていた、術式。

　それは地図のようになっていた。

　リューラの研究室へと導く、地図。

　ライナは広大な更地を進み、その、中央あたりへとたどりつく。

　それから指を動かす。

　指先に、魔ま力りよくはともさない。ただ、空間を泳がせるように、宙空を舞まわせる。それから右足を二回、とんとんっと地面にぶつけて踏ふみならす。

　リューラが教えてくれたとおりに。

　父親が残してくれた魔ま術じゆつ式に導かれるとおりに。

「ア、ウェリァアイタンリェ、…………ファルエ」

　それから古語を唱える。

　するとその瞬しゆん間かん、目の前の空間が光り始め、その光が、裂さける。

　それはまるで、扉とびらのようだった。

　空間の歪ゆがみに生まれた、扉。

　なにもない、更地のど真ん中に空間の裂け目が生まれ、そのさきには階段があった。地下へと続く、階段。

　その階段を見つめ、

「……ちゃんと見つけたよ、親父おやじ」

　と、そう呟く。

　とそこで、遠くから音がする。

　馬車の音だ。

　それにライナは、振り返る。それはローランドの王家の紋もん章しようが入った、馬車だった。その馬車をライナは見つめ、

「……きたか。さっすが律りち儀ぎに、ぴったりだな」

　と、笑う。

　そうこうしているうちに、馬車が目の前に止まる。そして馬車の中から、一人の男が出てくる。

「あ、ライナさん。会えてよかった」

　と、男はにっこり笑う。

　そこにいたのは、トアレ・ネルフィだった。

　ライナはその、トアレを見て、言う。

「こっちこそ、めんどうなこと頼たのんで悪かったな」

「いえ、それはいいんですが……」

　とそこで、トアレは背後を振ふり返る。そして馬車の中から、強大な魔法によって拘束されている、男を引っ張り出す。

　ルシルだ。

　その、ルシル・エリスのほうへとライナは目を向ける。

「…………」

　ライナがかけた魔法はまだ効いているようで、ルシルの意識はない。そのルシルを受け取り、かつぎ上げて、ライナは扉の中へ入ろうとする。

　それにトアレが、

「ライナさん」

「ん？」

「あの、ライナさんに頼まれたとおり、僕はルシル・エリスさんを秘密裏りにここに連れてきましたが」

「……ああ」

「正しい、ことをしたんですよね？」

　なんて、聞かれる。

　それにライナは、振り返らないまま、言う。

「……正しいことって？」

「一応、僕もヴォイス君に事情は聞いてますから。このルシル・エリスさんが……」

「うん」

「あなたの、お父さんを殺した、と」

「…………」

「で、あなたは僕に、彼をここに連れてくるように、言った。誰だれにも気づかれないように、と」

「ああ」

「それは、復ふく讐しゆうとか、そういうことではないんですよね？」

「…………」

　それにライナは、振り返る。

　トアレは不安げな顔をしている。そのトアレを見つめ、ライナは笑って言う。

「……俺が復讐とかするほど、やる気ある奴やつに見える？」

　それにトアレはこちらを見つめて、

「さあ、わかりません。人の心はそんなに簡単じゃないですから」

「…………」

「ですがいま、僕が、あなたを信じている、と言えば、僕の信しん頼らいは裏切らない人だとは思ってます」

「…………」

「だから一応、言っておきます。あなたは復讐なんかしない人だ、と。自分の欲よくで人を殺したりしない人だと」

「…………」

「たくさんの仲間に囲まれて、その信頼に応こたえようと必死に頑張れる人だと……」

　が、それを遮さえぎって、ライナは言った。

「ああもう、うるさいうるさい。おまえが言いたいことは、わかってるよ。だからあんま心配すんな」

「ですが……」

　と、言いかけるトアレに、言った。

「ただ、親父がこいつと二人っきりで研究室へ入れって魔術式の中に込められた手紙に書いててさ。だから……」

「二人で入る、ですか？」

「ああ。まあでも、親父の言うことを無視して、シオンとか、フェリスとか、おまえでもいいけど、一いつ緒しよにやってもいいとは思ってっけどね、でも……」

　そこで背後を指差し、ライナは言った。

「でも、親父が俺に、残してくれた研究室なんだ。だから、最初は一人でいきたい」

　とそう、言った。

　するとそれにトアレは、少しだけ不安がなくなったような顔で、

「その説明は、納得いきます」

「そう？」

「ま、僕の父親は僕のことを好きでもなんでもなかったので、そういう意味ではわかりませんが」

「はは」

「でも、本当ですよね？　フェリスさんや、シオンさんを連れていかないのは、本当に、そういう理由ですよね？」

「ああ。そうだよ」

「なら、いいです。では、あなたの泊とまっている宿で、待ってますね」

「わかった。まあ、数時間で一度戻るよ」

「では……」

　と、馬車に乗ろうとするトアレの背後に近づき、しかしライナは手しゆ刀とうを放つ。トアレの首筋にぶつける。

「あ……」

　トアレが言えたのは、それだけだった。そのまま彼は、気を失ってしまう。

「悪いな、トアレ。おまえが心配してるようなことは絶対ないけど、でも……」

　ライナは、自分がかついでいるルシルを見て、言った。

「でも、こいつとは一度、フェリスも、シオンもいない場所で、一対一で話す必要があるんだ。なんせ俺の──片割れなんでね」

　それから、トアレの体を馬車に乗せる。

　そしてそれを見て逃にげだそうとする馬車の御ぎよ者しやを追いかけて、同じように気絶させる。

　二人に魔法をかけ、しばらく目を覚まさないようにする。

　それから、背後を振り返る。

　リューラが残した、研究室への扉を。

　その扉をくぐり、ライナは、

「……閉じろ」

　魔術式に命じて、扉を閉じた。




　　　　◆




　ローランド帝てい国こくの王宮は、もう、様変わりしてしまっていた。

　まず、ほとんどの場所が、軍の官舎として使われるようになっていた。

　南大陸南部の国々──旧ネルファ皇こう国こく領、旧エスタブール王国領、旧ルーナ帝国領に、中央にあるここでにらみをきかすことができるよう、軍機能のかなりの部分がこの首都に集約されるようになっていた。

　それにあたって、シオンの執しつ務む室は、なくなっていた。

　玉ぎよく座ざの間も、失われている。

　あれほどここでは、絢けん爛らんさと豪ごう華かさを競い合うような貴族たちと化かし合いをしていたのに、いまは殺さつ伐ばつとした、事務的な風景だけが広がっていて。

「……変われば、変わるもんだなぁ」

　などと、自分がやったことながら、シオンは久しぶりに王宮に戻もどってきて、そんなことを思う。

　そして、自分の居場所を見つけられずに、彼はとりあえず屋上にいくことにする。

　彼が廊ろう下かを歩いていると、旅姿の見慣れない男が軍の官舎を勝手に歩いていることを見とがめた兵士が、

「おい、おまえ！」

　と、不ふ審しん気な顔で声をかけてくる。

　それにシオンは顔をあげ、

「あー、いや」

　と、抗こう弁べんしようとするが、しかし、その兵士の表情が、こちらを見て、みるみる変わっていく。

「え、あれ、あなたはまさか……」

　それにシオンは、兵士の階級章を見る。大たい佐さという、かなり高い階級で──おそらくは、自分の顔を知っているのだろう。

　それにシオンは微笑ほほえんで、

「いやぁ、お忍しのびなんで、あまり騒さわがない静かな感じで、滞たい在ざいできる部屋を用意してもらいたいんだけど」

　するとそれに、もう、兵士は言葉を失ったような様子でこくこくとうなずき、

「す、すぐにご用意させていただきます。こ、こちらへ」

「ああ、いや、屋上にいってくる。用意ができたら……」

「屋上にいかせていただきます」

「そんなかしこまらなくていいよ。レイルードに戻ってきて、民たみが笑ってるのを見て、私が不在でもきちんと統治されてることに安心した。君のような男のおかげだ」

　そう言うと、兵士は感動したような顔になって、

「あ、ありがとうございます！」

　頭を下げてくる。

　それをシオンはいつもの好青年風な笑顔を作って見下ろし、

「じゃ、頼むよ」

　再び廊下を進む。

　屋上へと向かう。

　屋上からは、このローランド帝国の首都を、すべて見み渡わたせるような景色が広がっている。

　初めてシオンが王の座についたときよりも、少しだけ大きく、広がった街。

　その景色が、前に見たときよりもずっと、綺き麗れいに見える。

　前は全部、絵え空そら事ごとに見えたのに。全身を痛みに苛さいなまれ、どうしようもないほど、前へ進め、前へ進めと追い詰つめられて──

「まあもちろん、いまも時間はないんだけどね」

　そんなことを言いながら、遠くに見える山脈と、そのいただきにかかる雲を見つめる。

　すると背後で、

「……シオンさん。結局きたんですね」

　と、声をかけられる。

　シオンが振ふり返ると、いつの間にかそこにはルークがいた。まるで、気づくことができなかった。

　おそらく彼が自分を殺す気になれば、簡単だろう。いまは護衛の、ルシルもいないのだから。

　シオンはルークを見つめて、言う。

「ああ。で、そっちの収しゆう穫かくは？」

　そう、聞く。

　ルークも、ミラーも、もう、二ふた月つき以上前からこのレイルードに戻って、エリス家の秘密について、探っていたはずだった。

　だがそれに、ルークは肩かたをすくめる。

「まあ、ないこともないですが……しかしあなたがやったことほどの成果は出してません」

「俺がやったこと？」

「ええ。悪あく魔ま王を仲間に引き込み、おまけにあのルシル・エリスを拘こう束そくしたとか？」

　が、それにシオンは笑い、

「全部、なりゆきだけどな」

　しかしルークは微笑んで、言う。

「なりゆきでもなんでも、結果が出ている。そしてこういうことがあるから、あんまり頭のいい奴やつが王をやらないほうがいい──というのはミラーさんの弁です」

「うーんと、そりゃ、馬ば鹿かにされてるのかな？」

「どうでしょう。褒ほめているように見えましたが」

　と、ルークは笑う。

　それにシオンは笑って、

「じゃあま、素直に喜んでおくよ。で？　ミラーはどこだ？　これからどうすりゃいい？」

「まずは、情報のすりあわせをしましょう。ライナさんや、フェリスさんもこの地に、きているんですよね？」

「ああ」

「なら、王宮に呼んでもらえるでしょうか？　私も久しぶりに挨あい拶さつをしたいですし……ミラー先せん輩ぱいあたりは、実はライナさんとは旧知の間あいだ柄がらですよね？」

　それにシオンは、かつて、ライナが、『隠いん成せい師し』の中でもずば抜ぬけた才能を示し、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれていたころのプロフィールを思い出す。

　確かあいつは、『ジェルメ・クレイスロール訓練学校』の出身のはずだった。

　そしてその、ライナの指導役だったジェルメ・クレイスロールは、いまはラッヘル・ミラーの、妻のはずで。

「……ジェルメも呼ぶか？」

　とシオンが言うと、ルークは笑う。

「そのほうがスムーズに話が進むというのなら……」

「いや、むしろスムーズじゃなくなるだろうな。ライナはジェルメに頭があがらないらしいし……」

「じゃあ、やめます？」

「いいや。おもしろいから、やる」

　と、シオンは笑う。

　それにルークは肩をすくめて、

「なんか、楽しそうでいいですねぇ」

「ん？」

「いいえ、なんでも。でもまあ、ジェルメ・クレイスロールは、もう一人のスフェルイエット民国の王、ピア・ヴァーリエの師し匠しようでもありますしね。この際、前に出ていただいたほうが、スフェルイエット民国との交流がしやすくなるやもしれません」

「ああ～、それもそうだな」

「ええ」

「なら、呼ぼう」

「わかりました。まあ、ミラー先輩は、まるでバカンスかっていう勢いで、妻同どう伴はんでここに戻ってきてますからね。それくらいの嫌いやな思いはしてもらわないと」

「はは」

　シオンは笑って、うなずく。それから聞く。

「で、全員で会って、どうする？　なにか情報があるのか？」

　その言葉にルークがこちらを見て、言った。

「もちろんです。なにせエリス家の奥には、シオンさんが言った通りの、死体がありましたから」

「勇者の？」

「ええ。バケモノの……」

「あの部屋に、入れたのか？　常人じゃ、決して進むことができない部屋のはずだが……」

　しかし、ルークはあっさり、うなずく。

「神からの干かん渉しようが、遮しや断だんされているので、あっさり入れました。ただ、私たちが触ふれたんではなにも起きず、思うようにうまく研究も進まないので」

「……ふむ」

「なので本物の勇者や、悪魔さんに触れてもらおうかな、と」

「俺と、ライナ？」

「ええ。しかしそのまえに、情報の統合です。すぐにでもやりたいのですが、ライナさんたちがどこにいるかは……」

　それにシオンは、答える。

「あいつらがいる場所は簡単だよ。フェリスはだんご店。ライナは……宿で昼ひる寝ねじゃないか？」

「じゃあ、遣つかいをだして……」

「いや、俺が呼んでくるよ。ジェルメや、ミラーを呼ぶのにも時間がかかるだろう？」

　それにルークは笑って、

「ミラー先輩はこの王宮にいるのですぐでしょうが……ミラー先輩に、奥様を呼んでくれと言ったら少し、嫌がるかもしれません」

「はは。じゃ、その説得を頼たのむ」

「わかりました。では、後ほど王宮で。ああ、部下たちには、王の帰き還かんについて、ふれをだしておきましたので、堂々とお戻もどりください」

　それにシオンは顔をしかめて言った。

「え～、せっかくこそこそ楽しんでたのになぁ」

「ふふ。ですがこれは、遊びじゃありませんので」

「わかってるよ」

「なら、しっかり王様をしてください」

　と言って、ルークは踵きびすを返す。そのまま屋上をあとにする。

　それを見送り、それからシオンはもう一度街並みや、遠くの空をじっと見つめると──

「……今度こそ、絵空事を、本物に……」

　そんなことを小さく呟つぶやいてから、彼も屋上を、あとにした。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　心臓が、ドキドキしている。

　期待と、不安で、胸が痛くなる。

　それを抑おさえようと、とりあえず晴はれ渡わたる空を見上げ、そっと胸を押さえる。

　だが、鼓こ動どうの高鳴りは止めることができない。

　場所はウィニットだんご店。

　店の軒のき先さきの椅い子すに腰こし掛かけ、フェリスはドキドキしながら、串くしだんごを一本、手にしている。

「…………」

　大陸中のだんご屋を巡めぐってきたが、しかし、ウィニットだんご店を超こえるだんごを見つけることはできていなかった。

　なにより、彼女はここのだんごが好きで、ローランドにいたころはほぼ、毎日食べていたのだ。

　それをぱったり食べられなくなってから、もう、どれくらいの月日が流れたろうか。

　だがいま、再び彼女はそのだんごに、再会することができた。

　この瞬しゆん間かんをもう、どれほど心待ちにしていたかわからないが、しかし、

「……いざ、食べるとなると、緊きん張ちようするな」

　それはこのだんごへの期待と、もしも味が変わっていたらどうしよう、という、不安からだった。

　それは店主も同じようで、やはり緊張の面おも持もちでこちらを見ている。

　フェリスはその店主のほうへと目をやり、こくりとうなずいてから、串だんごを口へと入れる。

　一口、かじる。

　その、瞬間。

「……美う味まい」

　彼女はそう、呟いた。

　それは思っていたとおりの弾だん力りよく、感かん触しよく、味、すべてが揃そろっていて。

「店主！　美味いぞ！」

　ともう一度声を上げる。

　すると店主は安あん堵どしたような顔になって、

「それは、よかったです。エリス家のお嬢じよう様さまにがっかりされては、この国でだんご店はやっていけませんから」

「よし、店主。いつもの『おすすめ詰つめ合わせセット四番』を一〇〇セットもらえるか」

「え、一〇〇セットもですか？」

「ああ。この感動を、仲間にも教えてやる必要があるからな」

「では、すぐにご用意させていただきます」

「うむ。そうしろ」

　と、彼女はうなずく。それからもう一口、だんごを食べる。出されたお茶を飲む。

　お茶も、相当うまい。

　彼女は一応、このウィニットだんご店で出されるお茶と、同じレベルのものを淹いれられるようにしよう、と、日々精しよう進じんしているのだが。

「……やはり本物は、違ちがうな」

　感服しながらもう一口、お茶を飲む。

　店主が急いで詰め合わせセットを用意しろ、と、命じているのが聞こえる。

　店の前の通りでは子供たちが楽しそう笑って、遊んでいるのが、見える。

　ウィニットだんご店がある、三番地区というのは、昔はそれほど栄えた場所ではなかったのだが、いまは活気がある場所になっていた。

　いや、国全体が、活気に満ち満ちている。

　もう、かつての暗かったころのローランドを、思い出せないほどに、いまは誰だれもが笑っていて。

　老人が孫らしき子供を連れて、店にやってくる。

「おーい、だんごを一本もらえるかい？」

　それに店主が申し訳なさそうに出てきて、

「あー、すみません。ちょうどいま、全部売り切れてしまって」

「ありゃ、そうなのかい。それは残念だなぁ」

　なんて会話が、聞こえる。

　それにフェリスは立ち上がり、

「おい店主。私のぶんを……」

「いえいえ、そんな」

　が、遮さえぎって彼女は言う。

「二箱。その老人と、子供に私から贈ぞう呈ていする」

「え？」

　と、老人が驚おどろいたようにこちらを見る。

　しかし無視でフェリスは言う。

「ああ、それと、いま店の前で遊んでいる子供たちにも、一本ずつプレゼントしてやってくれ」

　そのまま彼女は、歩き出す。

　それに背後から店主が言ってくる。

「あ、あの、詰め合わせセットは……」

「買かい占しめるのは、やめた。他の客の迷めい惑わくになるからな。一箱。私の家に届けてくれ。あとの九十九セットは、出来次第でいい」

　それに店主が頭を下げて、

「かしこまりました。いつもありがとうございます」

「うむ。わがままを言って、すまなかった」

「いえ。お嬢様」

「ん？」

「おかえりなさいませ」

　などと、言われる。

　それに彼女は振ふり返ると、

「ああ。これからまた、よろしく頼む」

　そう言って、微笑ほほえむ。

　それから商店街へと向けて、歩き出す。

　どこも人が多かった。

　みんなが笑っていた。

　これが、シオンが王になって、必死になって作り上げた国だ。

「……自分は、馬ば鹿かみたいに思い詰めていたくせにな……」

　そう、少しだけ責めるように、彼女は言って笑う。

　だが、あいつは戻ってきた。

　ライナもシオンも、やはり、一いつ緒しよにいるほうが楽しそうにしていて、彼女はそれを見るのが一番好きだった。

　この平へい穏おんがいつまで続くのかはわからないが……

「……ずっと、続くといいな」

　彼女はそんなことを一人、呟く。

　もちろん、状じよう況きようはそんなに甘くはないが。なにせこの世界が、神とかいうわけのわからないものの影えい響きようを受けないですむのが、一年だけ──いや、もう、残りは七か月くらいしかないらしい。

　そしてその、神だなんだというわけのわからないものが、彼女の大切なもののすべてに、関わってきてしまっている。

　たとえばライナに。

　シオンに。

　そして、

「……兄様に」

　彼女はそれにふと、視線を空に上げ、過去のことを、思い出す。

　彼女はずっと、兄のことが好きだった。生まれてから物心つくまで、家族の中で、唯ゆい一いつまともな人間として自分を扱あつかってくれたのが、兄だけだったからだ。

　エリス家という、やはり力に取り憑つかれた家に生まれて、彼女は、非人道的な扱いを受け続けていた。

　もちろんそこに生まれたから、それが普ふ通つうのことだと思い込んでいたが、しかし、心のどこかでは違い和わ感かんを持っていた。

　そしてそのたびに、兄に慰なぐさめてもらったのだ。

　だが、ある日事件が起きた。

　自分のあまりの力のなさに、彼女は捨てられることになった。

　文字通り捨てられるのではなく、殺される──もしくは、もっとひどい扱いを受けることになってしまった。

　だがそこでも、兄は──

　ルシルは、彼女を守ってくれた。

　しかしその日から、兄は変わった。

　なにもかもが変わってしまった。

　だがそれが、彼女を──

「私を守るためだったのは、わかっている」

　そう、彼女は呟く。

　そしていま、スフェルイエット民国にはその、ルシルが魔ま法ほうで拘こう束そくされていた。このローランドには、ルシルの拘束を解くための方法を探りにきたのだが。

　そして魔法については無む駄だに天才的な才能を示すライナならきっと、ルシルの拘束を解いてくれるだろうが、しかし。

「……いま、兄様に会って……いったい私はどういう顔をすればいいのだろうか？」

　そんなことを彼女は、虚こ空くうに問いかけてみる。

　そのまま彼女は、ライナがいる宿にいこうか、それとも一度実家に戻もどって、執しつ事じに挨あい拶さつしておこうか──

　そんなことを、考える。

　だが、そこでふと、彼女は足を止める。

　通りの先から、殺気が放たれたから。

　強く、大きな殺気だった。

　フェリスが思わず身構えてしまうほどの、殺気。

　彼女はとっさに、腰こしの剣けんに手を伸のばす。

　だが、敵は襲おそってこない。

　ただ、殺気だけを放ち、こちらの様子をうかがっている。

　もしもこちらを殺す気なら、そんな遠くから殺気を放ち、自分の居場所を知らせる必要はないのだ。なら、なぜそいつは殺気を放ったのか？　ただ、威い嚇かくするためか。

　それともその殺気は囮おとりで、背後から誰か別の者が襲ってくるのか。

　一いつ瞬しゆんでそれだけのことを考え、前方、後方へと意識を巡めぐらせる。

　どちらから攻こう撃げきがきても対応できるように、身を低くする。

　だが、攻撃はこない。

　ただ、通りの向こうに、一人の男が立っているのに、気づく。

　平和な、民たみが往来する普通の通りに、この国の者ではないことがはっきりわかる桃もも色いろの頭とう髪はつを持った男が立っている。

　ガスターク帝てい国こくの人間と戦ったときにしか見たことのない、桃色の頭髪。

　そこにいたのは、リルと名乗っていた、金色の獣けものを生み出す『忘却欠片ルール・フラグメ』を遣つかう男だった。

　そしてそれに、彼女は顔を、しかめる。あいつが遣う『忘却欠片ルール・フラグメ』は、まずいのだ。

　おそらく自分一人では、あいつに勝つことができない。

　だから頭の中で、次の行動について、考える。

　なにをしにきたのか、対話をするか？

　それともすぐにライナのいる宿まで、逃にげるか？

　そしてその、どちらを選せん択たくしようか、と考えている一瞬の刹せつ那なに、リルが言った。

「やあ、フェリス・エリス。お久しぶ……」

　そこで、フェリスは動いた。

　踵きびすを返し、全力で後方へと逃げ出そうとして。

　だがそれに、リルが言う。

「リーズ。いったぞ」

「わかってる」

　と、背後で声がする。

　フェリスは目を上げる。

　するとそこには、もう一人、ガスターク帝国からきた男がいた。

　桃色の長い髪かみに、怜れい悧りな瞳ひとみ。

　リーズと呼ばれた男がこちらを見て、

「うわ、なんだこいつ。すっごい美人……って、そんな場合じゃないか。とりあえず、静かになってもらおう」

　と、袖そで口ぐちからペンのようなものを、取り出す。そのペンの周りの空間が、歪ゆがむ。

　あきらかにそれは、『忘却欠片ルール・フラグメ』だった。

　なにかしらの能力を持った、道具だった。

　そして未知の武器を相手に、正面から戦って、勝ち目があるとはとても思えなかった。そうじゃなくても、背後にはあの、リルがいるのだ。

　なら、

「……右へ！」

　そう叫さけんで、しかし左へ飛んだ。

　それに正面の男は、あっさり引っかかった。リルほどは、身体能力が高いわけではないらしい。

　だが、左方向の建物の屋根にも、敵がいた。

　やはり桃色の髪の、男。スイ・オルラという名前の、前に数度戦ったことのある男で。

「クソ！」

　彼女は、止まる。そのまま背後を振り向くが、やはりそこにも敵がいる。

　クゥ・オルラという名の、少女が。斬きり結んだ相手を凍こおり付かすことができる、巨きよ大だいな鎌かまを構えた、桃色の髪の、少女がいて。

「…………」

　フェリスは動きを、止める。困ったように四方向を見回し、それから鞘さやに剣を収める。

　そして、

「……で？」

　と、聞く。

「いったい私に、なんの用だ？」

　おそらく、これだけの準備をしていたのなら、殺すつもりならとっくに殺せただろう。だが、こいつらはそれをしていない。となると別の意図があるはずなのだが。

　するとリルが、言ってくる。にっこり笑って、

「……いや、ちょっと話し合いにね」

「誰だれと？」

「勇者と、悪あく魔まに。だから君にはちょっと……」

　そこで背後から、手が伸びてくる。それをよけようとすると、リルが言う。

「動いたら、殺すぞ」

　指を掲かかげてくる。リルの指には、金色の獣を呼び出すことができる、指輪がはめられている。

「…………」

　フェリスはそれに、動きを止める。

　するとそこで、背後から首になにかが、刺ささるのが、わかる。

　彼女はリルをにらみつけて、聞く。

「……いったい、なにをした？」

　リルは笑って、あっさり答える。

「毒をね、入れた」

「…………」

「でも、そんなににらまなくていいよ。ことが順調に進めば、解げ毒どく薬やくはちゃんと渡わたすから。というか、いま危険なのは、こんな敵国の本ほん拠きよ地ちで堂々と姿を現しちゃってる、俺らだし」

　続いて背後にいる、リーズとかいう男が、言う。

「もういいよ、リル。やることは終わった」

「うん。じゃあ、フェリス・エリス」

「なんだ？」

「解毒薬が欲しかったら、背後においてある手紙を、シオンとライナに、渡せ」

「……手紙？」

「ああ」

「なんの手紙……」

　が、それには答えず、リルは背を向ける。背後の男も、退さがるようで、すぐに気配が消えてしまう。

　フェリスはそれに、毒を入れられた自分の首を押さえ、それから、振ふり向く。

　すると地面には、一通の手紙が落ちていて、それを拾う。

　その手紙をしばらく見つめ、

「…………」

　それから彼女は少し、目を細めてから、ライナがいるはずの宿へと、向かった。
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　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　深い、闇やみの奥で夢を見ていた。

　それは遠い遠い、過去の記き憶おく。

　まだ世界が、いまよりも明るかったころの記憶。

　呪のろわれた膜まくによどむ前の、記憶。

　そこでは妹が、笑っていた。嬉うれしそうに笑っていた。だが、いつの間にか、その笑いが聞こえなくなってしまった。

　両親の厳きびしい教育を受けて、彼女は表情を失っていく。感情を失っていく。

　それでも自分に対してはときおり、彼女は子供らしい表情を見せてくれて──




　──兄様。愛とはなんだ？




　そんなことを、聞かれたことがあった。




　──兄様はなぜ、私の頭をなでてくれるんだ？




　そんなことを、聞かれたことがあった。




　──兄様がいるから、寂さびしくない。




　──私も兄様が好きだ。




　──訓練は辛つらくない。これがあたりまえだから。




　──弱い私が悪いのだ。もっと、もっと強くならないと……




　日々、彼女の光が、失われていくのを目にしていた。

　あれほど強く輝かがやいていた彼女の笑顔はもう、見ることができなくなりつつあった。

　だからその、彼女の笑顔を、

「…………」

　守ろうと思ったのだ。

　彼女を命を賭かけて守ろうと、そう思ったのだ。

　だから、自分は後こう悔かいしていない。

　もう二度と、綺き麗れいな空を見ることができなくなったとしても。

　もう二度と、明るい世界を見ることができなくなったとしても。

　妹を──

　フェリスを、守ることができるのなら……




「…………」

　と、そこで、暗い闇の膜が、薄うすくなっていくのを、感じた。

　地の底にべったりと張り付くように横たわっていた意識が、ぐいっと宙に、持ち上げられていくような気がした。

　だから彼は、目を開く。

　ルシル・エリスは薄く、目を開く。

　だが、最初はなにも見えなかった。

　どうやら、かなり長い間意識を失っていたようで、景色をとらえる力が、弱い。

　世界を認識する力が、弱い。

　それでもなんとか、彼は周囲を見ようとする。

　そこは薄暗い、埃ほこりっぽい、広間のような場所だった。

　彼はその、自分がいる場所を、見下ろす。

　すると自分は、複雑な魔ま方ほう陣じんが描えがかれた上にいることが、わかる。

　体は動かない。

　両手両足を、背後にそびえる、十字の形をしたなにかにくくられている。

　ルシルはそれに目をやり、それから、前を向く。

　そしてそこで、やっと自分がおかれている状じよう況きようが、わかる。

「……ああ、くそ、そういうことか」

　そう、うめくように、言う。

　すると闇の向こうから、ゆっくりと一人の男が歩いてくるのが、見える。

　黒くろ髪かみに、猫ねこ背ぜの長身痩そう躯く。手には分厚い本と、数百枚の書類を携たずさえている。

　そしてその男が、こちらを見上げる。

　男の瞳ひとみの中央には、朱しゆ色いろの五方星が浮うかび上がっている。その五方星が、暗くら闇やみの中、禍まが禍まがしく輝いていて、

「……ライナ・リュート」

　そう、ルシルが男の名前を呼ぶと、目の前の男はにやりと笑って、

「……よぉ、起きたかルシル・エリス。じゃ、話を始めよう」

　とそう、言った。
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　あとがき




　はい。

『大伝説の勇者の伝説13』です。

　今回は表紙を見ていただけるとわかるとおり、すごく重要な巻になっております。僕も書いてて、とても楽しかったです！

　しかしそのことについて熱く語るには、今回は全然ページ数が足りないのでした。

　あとがきスペース、２ページのみ！

　行数にして、32行しかないわけです。

　でもまあ、やはり少しくらいは作品について語ろうかなぁと思います。

　なにせやっぱ、表紙に３人揃そろってるわけですから。

　というか、伝勇伝の表紙は１人ずつキャラが描えがかれている。

　大伝勇伝は、表紙に２人キャラが描かれている。

　という暗黙のルールでやってきたのですが、今回は特別で、この３人です。

　そしてそういう話に、なっていると思います。

　って、あんまり多くは語りませんが、やっぱこの３人揃うのは、僕も書いていて、楽しかったです。

　そして、これから伝勇伝は最後の物語に突とつ入にゆうなのですが、みなさん、ライナたちの応おう援えんを最後まで、よろしくお願いします！




　とこんな感じで、もうすぐあとがきスペースはなくなってしまう～。

　ってね、書いたところで、大変なミスを発見してしまいました。

　著者校正で文章を直したらどかどかページが変わって、行数とかの問題で、あとがきスペースが増えたぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！

　８ページだって！

　２ページが８ページに増えたって！




　そんなに近きん況きようねぇえええええええええええええええええ！（笑）




　いや、前回もそういや、15ページくらいスペースがあって、絶望して、ネットでみんなから質問とか募ぼ集しゆうして、それに答えてなんとか対応した気がする！

　しかしいまは、夜中の３時32分！

　みんな寝ねてますよ。

　ですが、〆しめ切きりは明日の朝ですよ！

　っていうわけでー、あー、どうしよかなー。

　とりあえず、新作の話とかしちゃおうかなー。

　えーと、実はこっそり、４年半ぶりの新作を始めているのですが、みなさん読んでくれましたでしょうかー？




『ジャンプＳＱ．』という有名漫まん画が雑誌様で、『終わりのセラフ』という作品を原作脚きやく本ほんでやらせていただいておりまして！

　そしてそして、講談社ラノベ文庫において『終わりのセラフ１──一瀬グレン、16歳の破滅カタストロフイ』を書き下ろし小説としてやらせていただいておりまして！




　なぜか集英社×講談社コラボ企画とかいうびっくり企画で始めております！

　ジャンプコミックスは破は滅めつ後ごの世界で、吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつを！

　小説は破滅前の世界で、学園呪じゆ術じゆつファンタジーをやっております！

　まだ読んでない方は、両方１巻が出てるので、ぜひぜひよろしくお願いしまっす！

　と、富士見で告知するこの度胸！　しかし向こうのあとがきで、ちゃんと『伝勇伝』の布教をさせてくださいと言っておきましたよ担当さん！（ふへへ）




　と、こんな宣伝をしてもまだスペースが埋うまらないの巻！

　どうしよう。

　この〆切しかない毎日で、いったいなんの近況があるというのかー。と思ったけど、今日は担当編集山やまちゃむと打ち合わせをしてきたんでした。

　大人の作家たるもの、高級料りよう亭ていで食事をし、その後文ぶん壇だんバーとかにいって、高いウィスキーとか、ワインとかを片手に、作家論などを語り明かす──というような話はまあ、聞いたり見たり誘さそわれたりすることがあるのですが、僕も山ちゃむもお酒が飲めないので──

山ちゃむ「鏡かがみさん、どこに食べにいきましょう！」

僕「デパートの中の店でいいよー。店探すのめんどくさいし」

山ちゃむ「その後どこで打ち合わせしましょうか」

僕「デパートの喫きつ茶さ店てんでいいよー。パフェ食べよ、パフェパフェ」

　そして二人は、ウィスキーのかわりに、パフェ食べながら企画会議！

　僕は甘あまいものをそれほど食べるほうではないのですが、チョコバナナパフェは大好きなのです。山ちゃむは抹まつ茶ちやパフェでした。そういや前回の会議も、和カフェでだんごでした。

　いやー、大人！　大人な作家ですね！

　おそらくあれは、25年もののビンテージワインならぬビンテージパフェだったと……いやもうなんでもないです（笑）




　と、そんな感じでもう、僕の近況は残りは全部〆切に食い潰つぶされております。なにせ先月はさっき言った、『終わりのセラフ』の漫画＆小説が同時に出てて、今月は『大伝』なわけです！

　山ちゃむが、

「集英社と講談社に、鏡さんのスケジュールはやらないぜぇええええ！」

　と叫さけび、富士見での新刊はまったく減らなくて、ってかむしろ増える勢いで、５月には『いつか天てん魔まの黒ウサギ12』が！

　そして同じく５月にはコミックス『終わりのセラフ２』や毎月『ジャンプＳＱ．』では漫画が連れん載さいされてるわけで。

　で７月にはもう、『伝勇伝』系の新刊がってあほかぁああああああああああ！




　と、今年もどかんとやっていきますので、みなさまよろしくお願いします！

　とそこまで書いて埋まったページは、６ページ。

　でも必要なページは８ページ。だけどネタない。もうネタがないーと、次のページは白紙２枚の可能性があります。なにかが入る可能性と、白紙の可能性！

　いったいどっちだ！

　とかいって、今回は終わりまーす！

　ではでは、今年もよろしくお願いします！




　鏡貴也のツイッター　http://twitter.com/kagamitakaya/

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/


鏡　貴たか也や







[image: ]











大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ13




昼寝と団子と王様と















鏡かがみ　貴たか也や













平成25年2月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2013 Takaya Kagami, Saori Toyota/Fujimishobo












item/image/p157.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
iy
ONDHID

TREIDEREISSAHELSHE
BHBOT. HIRIINLE5HH
HHERY RT. [BBHULDVER]
DEEFHBEND, BWRUTHEL
feo BOFRBATUZ. BIEHIC,
NHORZICFEE 2T [EBED
BEl TRRLEZEBHHDFET,
LRBOFE A,

. N

ASAN: EXTIER
HAN—FHYA~ : designCREST





item/image/p039.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付











item/image/keep-space.jpg





item/image/cover-image.jpg
RipH

TAKAYA KAGAMI

IS EIN-
= i






item/image/p264.jpg
7\ N
g V>

@ﬂ? St (BE]AY<s (2
A\ ©ﬁﬁ¢~mxvvr~1§é&kéﬁ/§§ﬁ

Jim—





item/image/p179.jpg





item/image/p017.jpg
irag»-






item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
[BRIOXU* D10
RAM1QL5°
:&Atiw ¢<Tnbm

fw_  mawM 0l

(TRROHHRL D ]

, 3@1#1@&(1 fﬁ % w_?_l_nw
— ﬂ%\ S ete TN

- ' & W






item/image/p059.jpg





item/image/p257.jpg





item/image/k003.jpg
o

4

ud {0 =] S
ON O\ HOie 1)
R 86RO SIS INNN°





item/image/p131.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p006.jpg
B2 —7%E

HEETO “""779
onzETIr I (0 7
/A -~ AR

IIVRY7EF0E






item/image/p004.jpg
& 7 5k
;Erjﬁtl g%é b
Be i w4
2 1 Bk ‘
kﬁﬁ: W %

R D g B 7
% %5 e
hl T 2<Z Jl
cal Im;
B {;f& o
\ 4 \‘ i3 \]
N (Shgy
X/ V5w
o S

<JaMIH

n—vzb%ﬁ/a 

\

(

A

% /,/ g
[ @I -TYZ g
( u_aygmami A g /gi ]Z A7 MLy RE

(RID—] 371-120 i 4 r—= 071')3('1')1
@ ALILIV ~ / N> S4FOAEH, ADEALT
D \I /| v g BREDL, LATHE
LLNZFEEICRHAD. 0:\'—77-/—}1«7{’
OIv=9-22H1—b TDtDES 2 :ﬁ, EEOEBICELSTR/
O—S RE -FE, EETO . & b3 7- FAFICBVEFT LS
HEEEEIELL B @ LLIVRLLIVR—IIR B @R Tl
& 7799054 Bo0mE, LLLABEDERDTNTOGEEST, 05 A g o

WA DRRADTHERC AL R 7 TR )~ T DR,
O—5> RE Rl = = ZTTNVAIYNERTHRS
ﬂ#aﬂ)77’70)§%%?#0 ®)1—5- J:L—_le[g—ﬁ% o A ey ¥
@7 \N-357— TO-F FORETRBLOMBFEE, 71F0L L

N m—orE, = ®E7-j7-)L 7?: ad /

AL OERE (FEOAE) EFENBHERANLE, ¥y J
BrsTEUOE SAFERREBET Ak
& 3V H5—K @ I—3i ENO) (7 2
(EHOR) EFYEUE, RIRRSELSOBE, 5 NG
[SAmEREBIK PR TRRIR) DRIEE, VIIUHRESNS,

v ’ @ FT(—TIITN
\\ I ’ [HRAR] DRIFE T, ABERMBATHS,





item/image/p209.jpg





